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夏休み中、今年も数多くの博物館を訪れた。

ほとんどは、学芸員資格を取得しようとして

いる学生が館務実習を行っている館である。

その目的は、館長をはじめとして、担当者へ

の挨拶と実習指導を行うことが主眼であり、

その館の特徴を視察することも含まれている。

鉄道やバスを利用して、駅やバス停からは炎

天下をエッチラ、オッチラと汗だくになって

歩かねばならないことが多く、かなりの苦行

である。もっとも、生来の博物館好きだから、

そんなものは何でもない。ただし、困るのが

食事である。夏休み期間はウィーク・デーで

あっても、昼時ともなれば、ちょっとしたフ

ァミリー・レストランでも常に満員であり、

二、三十分以上、待たされることも稀ではな

いのだ。座席を占領しているのは圧倒的に小

さな子供連れの母親たちか、もしくは家族連

れである。むろん、早い者順だから、こちら

に文句のつけようはないのだが、汗だくにな

り、訪問先では冷汗をかき、身も心もクタク

タになって、そのうえ空腹の身としては、何

とも恨めしい状況である。

のっけから愚痴をこぼしてしまったが、そ

んなファミリー・レストランの座席に長々と

居座って、とうに食事が終わったにもかかわ

らず、延々と笑いながら話し込んでいる人々

を眺めているうちに、ふと、8月6日の読売新

聞の見出しを思い出したのだった。曰く、「大

卒2割　就職せず」と。その記事によれば、今

春、大学を卒業した大学生のうち、就職も進

学もしない「進路未定者」が、5人に1人に相

当する約10万6千人に上るのだという。しか

も、そのうちの6割超は文系で、いわゆる「私

立文系男子」の苦戦が続いているのだ。さら

に、「留年組」も「進路未定者」とほぼ同数の

約10万人を超えるらしい。

現在、日本が置かれている苦しい経済状況

については、各種のマスコミによって多くの

情報が提供されている。格差社会という言葉

は、もはや耳にタコができてしまった。また、

買い物でも、食事でも、

ついつい、より安い品の

方へ手を伸ばしている自

分を顧みれば、不況を知

らぬ間に察知して、生活

防衛のための本能が働い

ていることを痛感するのである。しかし、そ

れでいながら、我々の周囲を見回してみると、

どうだろう。不況だ、ワーキング・プアーだ、

リストラだ、といくらマスコミが騒いでも、

依然として高速道路は大渋滞だし、お盆の時

期ともなれば新幹線は乗車率百パーセントを

越し、成田空港は海外旅行ラッシュの観を呈

するなど、多くの日本人が依然としてレジャ

ーに狂奔しているではないか。そして、目の

前の、ファミリー・レストランを占領した子

供連れの若い母親軍団である。

実に厳しい現実を抱えながらも、他方で、

そんな苦境に頬かむりしたまま、一時の楽し

さに浮かれることをやめない日本人。いつの

間にか、私たちはそんな人種になっているの

ではないか。そして、もしかしたら、大学も

また、「進路未定者」や「留年組」のたむろす

る、ファミリー・レストランみたいなものに

なってはいないだろうか。そんな不安が脳裏

をよぎったのである。

私は順番待ちを諦めて、スゴスゴと牛丼屋

へ足を向けたのだった。こちらは、若い女性

に受けないせいか、比較的早く席に着けるか

らである。しかも、そこでは、仕事に疲れた

オジサンたちが、早くて、安くて、美味しい

牛丼を掻き込むと、間をおかず立ち上がるの

だ。彼らはニコリとせずに、再び厳しい仕事

との戦いに立ち向かっていく。その雄々しい

後ろ姿はまるで、俺たちがいるかぎり、まだ

まだ日本も大丈夫だぜ、そう語っているよう

に思えたのである。

学生諸君、立ち上がって、現実に立ち向か

おうではないか。

ファミレスと牛丼屋で考えたこと

教職課程協議会委員長　経営学部　教授 内田　欽三
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■４つの資格課程

教職課程…中・高の教員免許状取得

「教職課程」は、大学卒業後、国公立・私立学校の教育職員(教員)になろうとする者に要求される教育職員免許状
を取得させるためのものであり、教員を養成することを目的としています。加えて、平成10年より「小学校及び中
学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」（介護等の体験法）が施行され、中学校
の教諭の普通免許状を取得しようとする者には、介護等体験が義務付けられています。
公立学校の教員になるためには、教育職員免許状を取得（取得見込）した上で都道府県及び政令指定都市教育委

員会の実施する「教員採用候補者選考試験」に合格しなければなりません。
＜本学で取得可能な免許状＞

※「教員免許更新制講習」（免許状更新講習）
平成21年4月の新免許法の施行に伴い、免許状には最長10年間の有効期間が設けられ、免許状を失効させないため

には、10年毎に免許状更新講習を受講して、免許状の更新を行うことが義務付けられました。講習を受講しなかっ
た場合や受講後の更新手続きをしなかった場合は、免許状が失効することになります。受講資格は、現職教員の他、
教壇に立つ予定にある者のみが持ちます。本学では、免許状更新講習を8月の夏期休暇中に実施しています。

司書教諭課程…学校図書館の専門職

「司書教諭」とは、小・中・高等学校等の教育に不可欠な学校図書館の専門的な仕事に携わる教員のことです。
司書教諭は教育の現場で他の教職員と協力しながら、学校図書館の資料提供はもとより、児童・生徒に対して図書
館利用や読書に関する指導をしたり、教員に対して図書館を活用した授業展開ができるように支援するといった役
割を担っています。
司書教諭の資格は教育職員免許状を持たなければ有効にはなりませんので、司書教諭の資格取得を希望する者は

教職課程と司書教諭課程の両方を履修する必要があります。
2003年度からは12学級以上の規模の学校には必ず司書教諭を配置することになりました。そのため、教育の現場

では司書教諭の有資格者へのニーズが高まっています。

司書課程…公共・大学図書館等の専門職

「司書」とは、公共図書館、大学図書館、研究機関や企業の図書室・資料室などで、資料(図書、CD-ROM等)を収
集し、利用者に対して適切に提供する専門職のことです。
司書の資格を取得するには、司書課程を履修する必要があります。
司書課程では、図書館の歴史や仕組み、資料の選び方や整理の仕方、急速に普及している電子メディア（インタ

ーネットなど）の活用法、出版流通の仕組み、子どもや障害のある人に対する図書館サービスのあり方など、図書
館に関連する幅広い知識・技術を学びます。
生涯学習社会・情報社会といわれる今日、司書の果たすべき役割は非常に大きく、熱意と素養のある人材が求め

られています。

学芸員課程…博物館の専門職

「学芸員」とは、博物館において、資料の収集、展示、保管、調査研究、その他これに関連する社会教育的活動
などの専門的な仕事に携わる職員です。ここにいう博物館とは、美術館、歴史資料館、民俗資料館、民芸館、文学
館、動・植物園、水族館などあらゆる分野の公・私立の施設を指しています。こうした博物館に勤務するためには、
学芸員の資格を有することが必要です。学芸員の資格を取得するには博物館法第5条に、学芸員は「学士の学位を有
する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得した者」と規定されています。
学芸員の仕事は人気が高いうえ、募集もわずかなので、実際に学芸員の職につくのは相当な難関といわれていま

す。ひとくちに博物館と言っても、歴史資料や考古資料、美術品など、扱う資料によって種類はさまざまです。学
芸員を目指すなら専門知識を高めておくことも大切です。

学部 学科
種類・教科

中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状

経済学部
経済学科 社会 地理歴史、公民、商業
国際経済学科 社会 地理歴史、公民、商業

法学部
法律学科 社会 地理歴史、公民
政治学科 社会 地理歴史、公民

経営学部 経営学科 社会 公民、商業、情報

商学部
マーケティング学科 社会 地理歴史、公民、商業、情報

会計学科 商業
日本語学科 国語 国語

日本文学文化学科 国語 国語、書道
英語英米文学科 英語 英語

文学部 哲学科 社会 地理歴史、公民
歴史学科 社会 地理歴史、公民
環境地理学科 社会 地理歴史、公民

人文・ジャーナリズム学科 社会 地理歴史、公民
ネットワーク情報学部 ネットワーク情報学科 数学 数学、情報

人間科学部
心理学科 社会 公民
社会学科 社会 地理歴史、公民
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教員を目指す 
あなたへ 

本が好き 
図書館で働きたいなら 

博物館・美術館で 
働きたいなら 

教職課程 

司書・司書課程サポート 学芸員課程サポート 

学校図書館見学会　7月開催 司書課程就職（進路）相談会　12月開催 文化財セミナーを開催 

司書課程・司書教諭課程 学芸員課程 

 教職・司書・司書教諭・学芸員課程ガイダンス 

1～4年次 

教職課程履修登録 
4月上旬 

3・4年次 

介護等の体験開始 
（中学校教諭免許取得希望者） 

5月下旬～3月初旬 

4年次 

教育実習 
5月～10月 

卒業時（事前に申請した者） 

教員免許状の交付 
3月 

1～4年次 

司書職課程履修登録 
4月上旬 

4年次 

図書館実習 
（希望者） 

8月～11月 

3・4年次 

博物館実習 
（館務実習） 
7月～9月 

卒業後（希望者） 

司書課程単位 
修得証明書の 
申請および交付 

1～4年次 

司書教諭職課程 
履修登録 
4月上旬 

卒業時（事前に申請した者） 

学校図書館 
司書教諭講習修了証書 

の交付 

1～4年次 

学芸員課程 
履修登録 
4月上旬 

卒業時（事前に申請した者） 

学芸員資格取得証明書 
3月 

　司書教諭課程受講学生対象に
学校図書館見学会を実施してい
ます。  

　図書館職関係者をゲストに迎え、
大学院進学や公共図書館関連の就
職について懇談をしています。 

　平成 20年 10 月に専
修大学 130 周年記念文
化財セミナー「発想転換」
開催しました。  
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本学では、これまで小学校教諭の免許状取得の道はありませんでした。ニーズの高まりに応え

るため、玉川大学と連携し、2007年度より小学校教員養成特別プログラムをスタートさせま

した。本学に在学したまま玉川大学通信教育部の科目等履修生となり、免許状取得に必要な科

目を受講し、卒業と同時に小学校教諭二種免許状の取得をめざすものです。ただし、免許状取

得には本学の卒業要件単位と、中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一種免許状を取得する

ための教職課程の単位を充足した上、さらにこのプログラムの諸科目の単位を修得しなければ

なりません。ゆえに、プログラム参加学生は、多大な努力が求められることを十分に認識し参

加してください。 

※このプログラムは小学校教諭二種免許状の取得を保証するものではありません。 

※商学部会計学科は除きます。  

　教職公開講座は、教職をめざす学生を対象にした入門講座です。年に1度、10月初旬の土曜

日に開催します。教員に採用された本学の卒業生を講師として招き学校の様子や教員採用試験

の対策について話していただきます。また採用試験官の経験者を招き試験の傾向や求められる

教師像などについて話していただきます。受講することで採用試験の準備がしやすくなるだけ

でなく、教員になるための学生生活の送り方も理解することができます。                                 

　多摩区・３大学連携事業として、川崎市多摩区と日本女子大学が取り組んでいる「学校教育

ボランティアによる学校サポート事業」に本学も参加しています。学生が川崎市多摩区内の小

中学校に週1、２回程度ボランティアとして出向き、学校をサポートするものです。活動内容は、

教科指導中の個別指導の補助、部活指導の補助、サポート学級の補助などです。学校や児童生

徒の理解、授業力の向上など教員としての資質の向上に役立ちます。今や教員志望者にはボラ

ンティア経験が不可欠で、その貴重な体験の場となります。  

　本学と連携協定を結んでいる高等学校で、教員の指導の下、教育活動に関する様々な研修を

行うのが教科研修生制度です。現在、川崎市を中心に7校と連携し、国語、英語、社会、情報、

数学、そして学校の特色に応じて設定される学校設定科目などで研修が行われています。教育

実習前に学校現場を体感し、教科等の指導を体験できる貴重な制度です。原則として3・4年生、

大学院生、本学出身の科目等履修生が対象となります。  

　教員採用試験の勉強を始めても、どのように対策を進めればよいか戸惑うことが少なくあり

ません。本学では、本気で教員をめざす者を対象に、低廉な受講料で教員採用試験対策講座を

開設しています。対象者は、本学学生と大学院生、本学の科目等履修生および卒業生です。毎

週土曜日に開講されます。受験指導予備校と提携し、1年間を通した計画的な指導が徹底して

行われるため、合格の可能性を高めることができます。 

※上記のプログラムや講座は、希望する学生のみを対象とするもので、教職課程を

　受講するすべての学生が対象となるものではありません。    

教
職
課
程
サ
ポ
ー
ト 

玉川大学との連携による小学校教員養成特別プログラム 

教職公開講座　10月上旬開催 

多摩区・3大学連携事業学校教育ボランティア 

教科研修生制度  

教員採用試験対策講座（エクステンションセンター主催講座） ガイダンス：4月、5月開講 
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資格課程年報『パッソ ア パッソ』 No.13/22

はじめに

2009年9月から1年間、在外研究

の機会を与えられ、主にアメリカ

国立公文書館で、米統治下におい

て軍政から民政へ移行する時期の

沖縄に関する史料調査を行なった。

史料の現物を直接手に取って見る

ことができ、半世紀の時空を超え

て当時の沖縄のリアルに触れるこ

とができて感動する。同公文書館

は本館がワシントンの中心部にあ

り周囲にはナショナル・ギャラリ

ーやスミソニアンの博物館群があ

る。ニコラス・ケージ主演の映画

「ナショナルトレジャー」の舞台に

なったこともあり、ご存知の方も

多いだろう。しかし20世紀以降の

史料は隣州メリーランドのカレッ

ジパークにあって広大な敷地をも

つ別館に所蔵されている。この別

館はNARAⅡと呼ばれメリーラン

ド大学のゴルフコースに隣接し豊

かな自然に包まれている。本館か

らはシャトルバスが運行され便利

である。リサーチャーのためには

至れり尽くせりの配慮がなされて

おり困ることはない。しかし米国

全体に言えることだがセキュリテ

ィーが厳格であり忍耐強さも求め

られる。公文書館に所蔵されてい

るドキュメントは当然のことなが

ら行政文書であり、特殊な検索方

法が必要であり習熟するまでに時

間が要る。また出庫して貰った資

料に当方の意図した情報が必ずし

も記されているという訳でもない。

そのため間が悪いと半月程度の滞

在では何の収穫も得られないまま

帰国ということもあり、長期に滞

在して資料と取り組む必要がある。

また、公文書館の専門職員であっ

て、所蔵資料の管理検索のスペシ

ャリストであるアーキビストとの

コンサルテーションが資料調査に

あたっては不可欠である。

1．身近な公文書館

日本では、一般に公文書館の存

在はあまり知られていない。東京

の竹橋には国立公文書館があり、

また各県にも県公文書館があるが、

古文書の保存・閲覧のための施設

と思われ普段訪れる人も少ない。

しかし、アメリカでは公文書館は

もっと身近な存在であり、その意

義もよく知られている。アメリカ

の国立公文書館は、連日多くの

人々が訪れ、ワシントン観光の名

所になっている。また2010年5月

には南北戦争とリンカーンをテー

マにした所蔵文書の特別展が開催

され、連日入場が１時間待ちとな

る程の盛況であった。

南北戦争はアメリカが分裂の瀬

戸際に立たされた合衆国史上最大

の事件である。アメリカ人にとっ

て二度の世界大戦より事態ははる

かに深刻であった。アメリカの国

土が戦場となり、100万人ものア

メリカ人が戦死、戦病死するとい

う当時としては未曽有の激闘であ

り、世界最初の総力戦と言われて

いる。家が焼かれ、鉄道が破壊さ

れ、特に南部は壊滅的な打撃を受

けた。戦争の傷跡から南部が立ち

直るには、その後一世紀近い年月

を要した。闘いの記憶は親から子

へ、さらに孫へと伝えられ、今も

語り継がれている。北軍の司令官

シャーマンとグラントの二人の将

軍は、二度と南部が北部に逆らう

気持ちを起こすことのないように、

南部の都市と農村地帯を徹底的に

破壊しながら兵を進め、南軍を追

いつめていった。この戦略はそれ

から80年後、航空機による絨毯爆

撃としての極東の島国に対しても

踏襲された。この南北戦争の特別

展ではアメリカ国立公文書館は、

既存の資料をデジタル化し、大型

ディスプレーを使って多重的に提

示する最新の手法（D i g i t a l

archives）を公開し、人々の関心

を集めた。

2．権利擁護と公文書館

アメリカの国立公文書館は正式

には国立公文書館・記録管理庁

（National Archives and Records

Administration）と言いNARAと

略称されている。公文書館は文書

の保存・閲覧だけでなく、行政機

関における文書の作成から保管・

廃棄に至るまでを総合的に管理す

る機能を備えている。公文書の管

理という機能を通じて行政の説明

責任（Accountability）を担保し

ている。公文書館はアメリカの社

会がどれだけ民主的であるかを計

る一つのバロメーターであり、今

後も民主的な社会でいられるかど

うかの鍵を握っており、公文書館

の盛衰は民主主義のそれと同義で

あると言われている。

アメリカでは研究者だけでなく、

一般の人々も公文書館にある資料

を利用する。第2次世界大戦中の

日系人に対する強制収容という差

別政策を批判し、名誉の回復と損

害の補償、そして謝罪を求めた日

「アーキビスト(Archivist)という職業」
商学部　教授　中野　育男

6
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系アメリカ人たちの地道な活動も、

強制収容に関する事実を明らかに

するための公文書の調査から始ま

っている。その他、様々な目的で

公文書館が一般の人々にも普通に

利用されている。

エミー賞（1977年）を受賞し

たテレビドラマ『ルーツ』は全米

で大ヒットし、日本でも放映され

た。原作者アレックス・ヘイリー

は一家の家系を13代前のクンタ・

キンテまで遡り、先祖が父祖の地

である西アフリカのガンビアから

奴隷として連れて来られたアフリ

カ系アメリカ人の家族の苦難に満

ちた歴史を丹念に描いている。

チェサピーク湾に面するアナポ

リスは美しいオールドタウンであ

るが、その海軍兵学校に隣接する

シティードッグにはアレックス・

ヘイリーが子供たちに自分たちの

歴史について語っているモニュメ

ントがある。18世紀のアナボリス

港は奴隷船が多数入港し、奴隷貿

易の一つの中心であった。奴隷船

が入港すると新聞に奴隷販売の宣

伝広告が載り、買い手を募った。

クンタ・キンテの販売に関する資

料も公文書館に残されていた。

このテレビ・ドラマの放映以来、

アフリカ系アメリカ人の間で自ら

の「ルーツ」すなわち民族的出自

に関する意識が高まり大きな関心

が呼び起こされた。自らのルーツ

を辿るために今も多くの人々が公

文書館を訪ね、資料を調べている。

3．公文書館の独立性

第2次世界大戦において、日米

ともに戦争遂行に関する膨大な文

書を作成している。しかし、今日

残されている記録の多寡には大き

な違いがある。アメリカでは戦前

から軍部を含めた連邦政府の記録

管理体制が整っており、戦時下に

あっても公文書の処遇はきちんと

決まっていた。国家としての体験

を記録することの重要性が認識さ

れており、専門家や研究者から成

る歴史部隊まで編成され、組織的

に戦闘現場での記録が行なわれた。

これらの膨大な数の記録は国立公

文書館に収められ、誰でも自由に

閲覧できるようになっている。一

方で、日本側の記録の多くは戦闘

の最中に失われてしまった。なか

には玉砕や終戦の際に組織的に焼

却、廃棄されたものも少なくない

という。第二次世界大戦の戦史研

究の多くの部分をアメリカ側の資

料に依存しているのが現実である。

1970年代初頭に起きた「ウォ

ーターゲート事件」では、公文書

館の独立性が問われた。当時のニ

クソン大統領は事件への直接的な

関与で辞任に追い込まれたが、証

拠隠滅のためにホワイトハウス執

務室でとった録音テープや文書の

廃棄を画策し、その相談を連邦政

府の記録管理担当官に持ちかけ秘

密裏に合意を交わしていた。この

廃棄について担当官は部下の国立

公文書館長と協議せずにことを進

めた。事態が明らかになった後、

永久保存文書の保管、管理にあた

る公文書館が従属的な機関である

ことの是非が議論され、公文書館

が独立の機関として再出発する契

機となった。公文書館は外部から

の圧力に屈せず、あくまでも専門

的な見地から業務を遂行すること

が重要であるとされている。

4．アーキビストの役割

アメリカ国立公文書館に所蔵さ

れている史料は、公文書すなわち

行政資料であり、様々な資料群や

形態から構成されており、図書館

の蔵書とは違って、索引や目録が

完備され、データベースが構築さ

れ、スムーズに必要な資料が閲覧

国立公文書館別館
（メリーランド州カレッジパーク）
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できるという訳ではない。アメリ

カ国立公文書館では、収蔵資料の

データベース化を進めているが、

それで検索できる資料の割合は少

なく、多くは、紙ベースの資料目

録に頼らざるを得ない状況にある。

この目録自体も、完全なものでは

なく、閲覧申請をして実際に中身

を見るまでは、何が出てくるか判

らないということも、少なくない。

また、資料の分類方法も、行政機

関によって異なることが多く、し

たがって検索方法もそれぞれ違う

ことになり、資料の収集には熟練

が求められる。

アメリカ国立公文書館に収蔵さ

れている複雑な資料構造のなかで、

目的とする資料を収集するために

は、行政機関の組織構造や機能、

さらには文書の管理方法に関する

知識に精通した専門家の支援が必

要となる。公文書館では、このよ

う な 専 門 家 を ア ー キ ビ ス ト

（Archivist）と呼んでいる。アー

キビストは、公文書館に常駐し、

コンサルテーションを通じて、資

料へのアプローチの方法を案内し

てくれる。アーキビストとのコン

サルテーションが資料調査の成否

を左右する面も大きい。

5．資料構造と検索

アメリカ国立公文書館では所蔵

資料は、文書を作成または収受し

た組織ごとに、管理されており、

その配列も当該組織の管理者が構

築した手法が、そのまま維持され

ている。同館の資料は、その文書

を作成した組織、機関別に番号が

割り当てられており、これをＲＧ

（Record Group:記録群）番号と呼

んでいる。そして、個々の記録群

（ＲＧ）は階層構造をなしており、

その下にSeriesと呼ばれる資料群

がくる。このSeriesは、特定の機

能や目的ごとに管理された資料の

一群を指しており、その大きさに

よって、これをさらにSub-series

に分けることもある。このSeries

に付された番号のことをEnt ry

numberと呼び、ＲＧ番号とともに、

史料の閲覧申請の際に必要な情報

となる。公文書はこのように階層

化され、もともと管理されていた

配列を維持しながらBoxに収めら

れている。この配列を崩すことは

決して許されない。

アメリカ国立公文書館において、

もっとも基本的な資料検索のツー

ルが、Finding Aidである。これは、

ＲＧごとの各SeriesのBoxまたは

Fileの一覧にあたるものである。

このFinding Aidによって、閲覧を

希望するBoxを特定し、MRL

（Master Location Register）を使

用してその保管箇所を調べ、それ

を申請書に記入して、閲覧申請を

行なう。MRLにはＲＧ及びSeries

の公文書館内での所在位置が記さ

れており、これにより資料群の全

体像が概観できる。

アメリカの連邦政府は行政サー

ビスの電子化を進めており、その

一 環 と し て 電 子 公 文 書 館

（Electronic Archives）の構想もク

リントン大統領の在職時に始めら

れた。公文書を紙媒体によらず電

子媒体のまま数百年保存し、いつ

でも遠隔地からのアクセスを可能

にするものである。このような技

術には多くの解決困難な課題があ

り、実現不可能と見られていたが、

この方針を決定し、莫大な予算を

投入して産官学が一体となって開

発に取り組んでいる。

6．日本でも閲覧できる公文書館資料

アメリカは、すでに戦前の

1934年に、国立公文書館を開設

しており、アメリカによる沖縄統

治の関係についても膨大な資料が

8

国立公文書館本館
（ワシントンDC）
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収蔵されている。このアメリカ国

立公文書館の所蔵する沖縄統治関

係史料は日本国内においても、そ

の一部を閲覧することができる。

東京の国立国会図書館と沖縄県公

文書館は、アメリカ国立公文書館

で収集、複写された史料を閲覧で

きる施設である。国立国会図書館

の憲政資料室は、1978年から日

本占領期を中心とした史料の収集

を続けており、1999年から5年間

は、沖縄県公文書館と共同プロジ

ェクトを実施し、琉球列島米国民

政府（USCAR）の史料をマイク

ロフィルムに収めてアメリカ国立

公文書館から持ち帰っている。沖

縄県公文書館も、1997年から10

年間に渡って、沖縄戦と沖縄統治

に関する史料の収集を行なってい

る。1980年代まで、アメリカの

沖縄統治に関する史料の公開は、

一部しかなされていなかったが、

1990年代に入ると、これらの公

開が促進された。1997年に沖縄

県公文書館が設置され、同館によ

るアメリカ国立公文書館での史料

調査・収集事業が始まり、その成

果が随時、公開されてきた。沖縄

県公文書館では、このようにして

収集された史料が整理・保管され

ており、同館にある沖縄側の史料

と合わせて参照することができ

る。アメリカ国立公文書館を訪ね

る前に国内での充分な調査が必要

なことは言うまでもない。

7．公文書館の四季

ワシントンは超大国の首都だ

が、夏は高温多湿に加えて日差し

も強烈で日中の外出はかなり大変

だ。内陸にあり、最高気温も連日

35度を超える。建物や乗り物は冷

房が効き過ぎておりこれもまたき

つい。冬は寒冷と豪雪に見舞われ、

春は寒暖の差が激しく一日の中に

冬と夏が同居しているようだ。こ

の国はなぜもっと気候のよい場所

を首都にしなかったのか不思議

だ。一年のうちでは比較的秋が快

適だったように思う。

2010年の冬、ワシントンは百

年ぶりという豪雪に見舞われ、連

邦政府の機能が4日程ストップし、

国立公文書館での調査も1週間近

く停滞した。しかし、サマータイ

ムに移る頃から日足も伸びてアフ

ターファイブを楽しめるようにな

る。最寄りのカレッジパーク駅か

ら古都ボルチモアの港町カムデン

駅まで列車で30分ほどで行ける。

インナーハーバーの散策やカムデ

ン球場でのオリオールズ戦を観る

のもよい気晴らしになる。

在外研究も終盤の2010年6月に

なると、世界中の大学が夏休み入る

こともあり、多くのリサーチャーで

公文書館は混み合う。一方で、バカ

ンスのため公文書館のスタッフは減

っており、これまでのようなペース

で、ドキュメントを調べることが難

しくなる。しかし、その分、個々の

資料を吟味する時間があり、直接テ

ーマに関わらない箇所にも興味深い

記述を見つけることができ、研究に

深みを与えてくれるのではないかと

期待している。

2010年の夏は、日本も異常な

猛暑だったが、アメリカも負けて

はいない。連日の猛暑で、USA

TODAYという新聞の天気欄にあ

る地図は、気温分布を色分けして

いるが、毎日全米が真っ赤になっ

ていた。それでも、ワシントンで

は、たまに夕立があり暴風雨が１

時間ほど吹き荒れると、そのあと

は気温が十数度も下がり、爽やか

な気候になって、ゆっくり散策を

楽しむことができた。この国では

夕立も半端でなく、木々の枝が折

れたり、幹が二つに割れて車のボ

ンネットに倒れ掛かっている光景

も見られた。

むすび

アメリカで沖縄のことを考えて

いると、米国の沖縄統治は、公文

書館のドキュメントだけで本当に

理解出来るのだろうか、という疑

問を感じるようになってきた。ア

メリカという国家の理念や歴史が

具体的な統治行為にどのように貫

かれていたのか、これを把握して

おかないと、表面的な記述に終始

してしまう恐れがある。アメリカ

に滞在しながら、あまりこの国を

知ろうとしなかったことが気にか

かってきた。

この国で、いろいろな人種の多

くのとても親切なアメリカ人、気

さくなアメリカ人に出会えたこと

は大変に良かった。この国は共和

政体のローマを模倣しているよう

なところがあるが、この国の行く

末には興味深いものがある。この

機会に合衆国のことを考えてみよ

うと思っている。

なおアメリカ国立公文書館別館

に隣接するメリーランド大学には、

アーキビストを養成する大学院の

専門コースが設置されている。
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私は、本年（平成22年）4月よ

り専修大学に勤務している。現在、

教職科目である教育原理、教育課

程論、道徳教育論、そして教育実

習などを担当している。日々の授

業や学生との交流を通して、教職

を目指す学生の熱意を肌で感じ、

多くのエネルギーを分けてもらっ

ている。私は、前職において教育

学部における教員養成に携わって

きた。その当時の経験などもふま

え、専修大学の教職課程の魅力に

ついて述べていきたいと思う。

◇教育学部ではない
．．．．

ことの利点

専修大学は、教育学部をもたな

い。本学の教職課程は、教員免許

状取得の開放制の原理にもとづい

ている。学生は、経済、法、経営

などのそれぞれ専門分野を学ぶ学

部に所属しつつ、そのうえでさら

に教員免許状を取得しようとして

いる。開放制の原理にもとづく本

学での教員養成がもつ魅力は、「教

育」以外の専門性を有する教員が

育つことである。

私の前任校では、教育学部にお

ける教員養成を中心に行っている。

そこでは、学生たちは大学入学直

後から教員を目指し、教育に関す

る専門的な科目を履修している。

4年間のカリキュラム全体を通し

て、教員になるためのトレーニン

グを積むようになっている。教員

を目指す学生のために構成された

学校行事も多くある（画像1、2）。

明確な目的意識をもち、教員にな

るための努力を続ける学生たちの

姿には、強い感銘を受ける。この

ような専門的な教員養成のメリッ

トとしては、学生が、学びたい内

容を効率よく焦点化して習得する

ことができる。それが卒業後の進

路に直結するという点が挙げられ

るだろう。しかしその反面、早い

段階から教育という世界に深く入

り込むことで、教育の世界を相対

化する機会に乏しいというデメリ

法学部　准教授　森田　司郎

専修大学の教職課程の魅力
―学生をつなぐ学びのネットワーク―

【画像1】 ドイツ、幼稚園の訪問

【画像2】 イギリス、小学校の訪問
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ットもある。

専修大学の学生は、教育以外に

社会科学、人文科学の専門性を備

えていること。このことは、時に

狭く閉ざされる危険もある教育の

世界を相対化して眺めることがで

きることにつながる。さらに、教

育の世界の内実を客観的に捉え、

新しく柔軟な発想を生み出す土壌

となる。これは、今後の教育の在

り方を考えていくためには不可欠

な要素となっていくであろう。こ

の点こそが、教育学部ではない学

部で教職を目指す学生の強みとな

るのではないか。実際、私自身も、

授業の中で学生が示す様々なもの

の見方に驚き、多くを学ばせても

らっている。

◇教育実習の事前・事後指導

次に、本学の教職課程の魅力と

して挙げることができるのが、教

職科目「教育実習Ⅰ～Ⅲ」におけ

る充実した事前・事後指導である。

この授業は、学生による模擬授業

を中心としている。学生同士のフ

ィードバックや指導教員からのア

ドバイスなどを受けて、授業実践

の力量を培っている。さらに、す

でに教育実習を経験した上級生が

参加し、自らの経験を交えた具体

的なアドバイスを送っている。学

生たちは、教材選定、指導案作成、

そして模擬授業を行い、フィード

バックを受けるというプロセスを

通して、実習に向けた準備を行っ

ている。この教育実習の各授業は、

半期にわたって開設されている。

ここに、本学の教職課程が、教育

実習に向けた準備教育を十分に、

体系的に行おうとする姿勢があら

われている（画像3）。教育実習を

控えた学生にとっては、実習を終

えた先輩学生からのアドバイスは

具体的でリアリティーに富んだも

ののようだ。実習の準備、教材の

選定、実習中の時間の使い方、さ

らにはハプニングへの対処方法な

どについて熱心に聞き入っている

姿が見られている。先輩学生たち

も、後輩にアドバイスを送る中で

自分たちの実習を振り返り、自身

の実習内容を客観的に反省する機

会となっている。

◇学部や学年を超えたネットワーク

さらに、日々の授業やゼミナー

ルなどで培われてきた学生同士の

つながりは、学部や学年を超えた

幅広いものとなっている。私がこ

の点を強く実感したのは、さきに

開催された教職公開講座（2010

年10月2日（土）生田キャンパス）

である。

専修大学を卒業して教育現場で

教鞭をとる先輩たちが、教職の仕

事内容ややりがい、悩みなどを実

体験にもとづいて熱心に話してく

れた。各教室に設定された講演会

場には、多くの学生が詰めかけた。

参加学生は計100名以上にのぼっ

た。講演とその後に用意されたデ

ィスカッションでは、非常に積極

的なやり取りが交わされ、学生た

ちの真剣さが伝わってきた。多く

の会場で、予定時間を過ぎた後も、

【画像3】 「教育実習Ⅰ」での模擬授業の風景
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先輩にアドバイスをもらおうと教

室に残る学生の熱心な姿が目を引

いた（画像4）。

講演の後に全体で行われた情報

交換会の会場でも、具体的なアド

バイスを得ようとして先輩に話を

聞きに行く学生の姿が目立った。

学生たちの熱心さと、それに応え

る先輩たちの姿からは、学部や学

年さらには年代を超えた専修大学

の強いネットワークの存在が感じ

られた。情報交換会も盛況に行わ

れ、設定された1時間半では足り

ないと思わせるほどだった。

◇専修大学教職課程の魅力

「教員の資質」とは何か？とい

う問いかけが盛んになされている。

教科指導力、生徒指導力や学級経

営力など、その内容は多岐にわた

っている。ただし、その中でも特

にキーとなる能力は何かと問われ

た場合、それは人と人とのネット

ワークを築く能力ではないかと考

えている。教員とは、それぞれが

一定の専門教科をもち、各授業や

生徒指導、学級経営などを個々の

責任で行わねばならない場合が多

い。それぞれの局面において、教

員は自らの信念や能力を頼りに実

践をしていかねばならない。基本

的に、教員は孤独な職業という側

面を多くもっている。教員として

様々な課題に立ち向かわねばなら

ない時に、他者からのアドバイス

が必要になる状況は少なくない。

そうした時のために、必要なアド

バイスを求めることができる能力

が必要となる。その逆に、他者に

対して適切なアドバイスを与える

力も必要となろう。教科指導力、

生徒指導力や学級経営力などが詰

まった、個々の教員がもつ引き出

しの中身を共有し、互いに分け与

えていく環境が重要である。こう

した環境に身を置くための基礎に

は、教員同士、時には教員以外の

者たちとのネットワークを築く能

力がある。

専修大学で教職を取得する学生

の中は、人と人とのネットワーク

を築く能力に長けた者が多いと感

じている。これは、教職課程のカ

リキュラムが直接的に意図してい

るものではないかも知れない。各

授業、教育実習やゼミナール、そ

して教職公開講座など、それぞれ

の要素が総合的に作用して、結果

的に学生が身につけている能力か

も知れない。しかし、少なくとも

いえることは、教職を目指す学生

たちが学びのネットワークを築き、

そこから多くを学んでいるという

点は、専修大学の教職課程の大き

な魅力だということである。

ここまで、専修大学の教職課程

の魅力について思いつくままに述

べてきた。私自身、本学での経験

はまだまだ浅く、これからもさら

なる魅力を発見することだろう。

本学の教職課程に携わる中で、こ

うした魅力を引き出す、さらには

新たな魅力を作り出す力となれる

よう励んでいきたいと思っている。

【画像4】 講演後のディスカッションでは場面指導のロールプレイングも行われた
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１．はじめに
私は、鳥取県内の小学校に勤務して2年目に

なります。昨年度は、社会人1年目、小学校に
講師として勤務し、4年生を担任しました。そ
して、昨年度の採用試験で合格し、今年度は、
教諭として4年生を担任しています。今は初任
者研修を受けながら忙しい日々を送っていま
す。今回教員を目指す学生の皆さんが、「先生
って良い仕事だな」と思っていただけたら嬉
しいです。

２．「大切な出会い」
昨年度勤務した学校での離任式のことです。

私は受け持った子どもたちに、「君たちが先生
にとって初めて担任した子どもだよ」と伝え、
大好きだった子どもたちとお別れをしました。
子どもたちは、次々に泣き、いつもやんちゃ
で手をやいた男の子も、大泣きしながら「先
生が担任でよかった」と言ってくれたことを
覚えています。なかなか心をつかめなかった
おとなしい子も、涙を見せ、あとで手紙をく
れました。クラス全員が泣いてくれたことを
とても嬉しく、別れるのがつらかったです。
そして、今年6月の終わり頃のことです。今

年度は、職場が実家から遠いため一人暮らし
をしており、新しい職場で慣れないことも多
く、精神的にとても疲れていました。このま
ま仕事を頑張っていけるかなぁ…と、少し弱
音を言ってしまいそうな時期でした。ちょう
どその日は学校で子どもに関係するトラブル
があり、くたくたで家に帰りました。すぐに
でも布団に入りたいと思っていた矢先、ポス
トにかわいらしい封筒の手紙が届いていまし
た。差出人を見てみると、昨年度受け持った
子の名前でした。中を見てみると、「別れたあ
とすごくさびしかったです」「先生に会いたい
です」など、本当に心温まる、そして元気を
もらう手紙でした。その子を中心に、昨年度
担任した子どもたちからのメッセージが入っ
ていました。その時私は、今までの子どもた
ちにも支えられているのだなと思い、疲れを
忘れて返事を書きました。

３．「共に活動、共に経験」
今の勤務校になり、子どもと過ごす時間や、

子どもと一緒に活動する時間を増やしました。
それは、私の理想の先生からのアドバイスが
きっかけです。
今の学校では、毎朝「さわやかランニング」

といって、子どもたちがグランドを走る活動

を全校で取り組んでいます。私は4月の最初、
自分が走れそうな日は走り、忙しい日は走ら
ずにいました。その時、その先生は、「お前が
毎日率先して走ってみろ。そしたら子どもは
絶対一生懸命走る。そしたら子どもはついて
くる。子どもは遊びや運動を通して先生を信頼
するんだぞ」と言ってくださいました。その日
以来、私は毎日欠かさず、校庭を走り、自分の
クラスの子どもを見つけ、朝の会でほめるよう
にしました。そうすることで、もちろんクラス
の走る子どもが増えましたし、子どもたちとの
距離も縮まっていった気がします。
また、小学校の教員は様々な能力が求めら

れます。苦手だったダンスも、運動会で模範
として踊りました。当日まで、挫折しそうな
こともありました。しかし、他のベテランの
先生に教えて支えていただきながら、「きっと
この経験が財産になる」と思い頑張りました。
今は音楽会に向けて初めての指揮にチャレン
ジしているところです。
あらゆる能力が求められる学校の先生は、

学生までのうちに多くのことを経験しておく
と、きっとプラスになることが多いはずです。
ただ、それ以上に、教壇に立ってから、子ど
もと共に活動することで、子どもたちと信頼
関係を作っていけるはずです。

４．おわりに
あまり上手な言葉で伝えることができませ

んが、私は教員という仕事は本当にやりがい
ある仕事だと思っています。毎日違う表情を
見せる子どもたちは、飽きさせることがあり
ません。さらに、子どもたちから学ぶことも
たくさんあり、私を教員として成長させてく
れます。さらに、多くの子どもやその保護者、
同僚の先生など、出会いに満ち溢れています。
毎朝子どもが元気に「おはようございます」

と言えば、「よし今日もがんばろう！」と思えま
す。子どもの笑顔が、私のエネルギーの源です。

卒業生から（小学校）
鳥取県米子市立住吉小学校　谷口　和輝（平成20年度文学部人文学科哲学人間学専攻卒業）
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はじめに
会社員、日本語教師を経て、いわばサー

ド・キャリアとなる教職のスタートラインに
立った1997年の専修大学（夜間部）入学当時
の私は28歳。「就職氷河期」という言葉が流行
した当時、教職もまた「超買い手市場」であ
り、「30＋α歳新卒」の新米教師に果たして職
はあるのか、などと、ただじっと考え込んで
いたら教員としての今はなかったと思います。
本稿では、約5年間にわたる私学の高校での講
師経験と、今年度新規採用となった公立学校
での活動を通して、自分が学んできたことを
ご報告させていただき、これから教職を目指
す方々の一助となればと思います。

担任と部活動顧問（私学高等学校での実践）
専修大学を卒業し、大学院で2年間学んだ後、
教員補助員を経て、35歳にして念願の高校の教
壇に立つことができました。埼玉県の私立の高
校を2校、いずれも常勤講師として勤務した5年
間の間に、担任と部活顧問を経験しました。
最初の高校で1年間、担任を持ったことで学

んだことは、生徒にとって「信頼できる大人」
であり続けることの大切さです。地域社会の
弱体化により、生徒たちが多様な大人たちと
出会う機会はごく限られ、「斜めの関係」を築
くことが困難な時代です。彼らにとっての
「大人」モデルは、保護者や教師が担わざるを
得ない場合が多い。教師はこのことを強く自
覚する必要があると思います。生徒指導上の
問題を抱える子どもの多くは、大人に対する
不信感が強い。彼らに対し「言葉を尽くす」
ことと、「関わり続ける」ことの実践を試みた
１年でした。自分の言葉で思いを伝え、生徒
との関係を決してあきらめない、という態度
で接し続けてはじめて得られる「信頼」であ
るということを学んだ1年だったと思います。
また、2校目では3年間、弓道部の顧問をし

ました。最も大切に扱ってきたのは、月並み
ですが、努力の大切さです。社会においては
「努力は必ず報われる」訳ではなく、むしろ
「努力しなければ報われない」のがより正解に
近い。本気で上手くなりたい、強くなりたい
なら、それなりの質と量の努力が必要になり
ます。一方で、「負ける」という結果が出るこ
とによって努力が意味を失うものでもなく、

努力は人の心を変えます。耐え抜いて、頑張
り続けた先に、自身の成長を喜びとする新た
な自分が発見できます。このことを生徒には
伝え続け、苦楽を共にした3年間でした。当初
は全くの弱小チームでしたが、徐々に勝ち進
むようになり、任期最後の年には地元埼玉開
催のインターハイに出場を果たすまでに成長
を見ることができました。

特別支援学級（公立中学校での実践）
高校講師を経て、42歳となる今年度より、

新規採用として東京都の中学校で特別支援学
級の1学年担任をしています。「中学校」も
「特別支援教育」も、すべてが「初めて」の初
年度です。クラスに社会科の科目はなく、代
わりにレベル別にグループ分けした国語、数
学、英語を全て担任が受け持ちます。その他
の授業も担任と介添えの方が付いて行われる
ため、いわゆる授業時間に「空き」は殆どあ
りません。ぎっしりの授業時間に追われ、生
徒が帰った後は部活指導、帰宅後は翌日の授
業準備で一日が終わる、というのが今の実感
でしょうか。とはいえ、休みを中心に研修を
入れたり、夏休みには特別支援教育免許二級
の取得を目指して認定講習を受講したり、自
ら前向きに行動を起こすことで、障がいのこ
とだけでなく、生徒や、支える保護者の方々
への理解も深まってきたように思います。

おわりに（教師になるという夢）
「あきらめる理由」というのはいくらでも

あるのだな、というのを実感します。在学中
の4年間、昼間は企業で働きましたが、業績不
振による整理解雇に遭ったり、試験期間と仕
事の納期が重なったり、卒業後はなかなか専
任になれず、40歳を過ぎて採用試験を受け続
ける日々。こうなると、年齢、気力、体力、
全部が理由になります。しかし、自分の選択
（夢）である限り、自分の意思で捨ててしまう
のはあくまで本人の「自由」。教職を目指すな
かで一番学んだことは、この「自由」の怖さ
だと思っています。一方で、自分がこれに押
しつぶされずにこられたのは、大学時代に得
られた、本当にさまざまなバックグラウンド
を持つ夜間部の友人たち、そして先生方の支
えがあったからであると強く感じています。

卒業生から（社会）
公立中学校特別支援学級担当　宮浦　直子（平成12年度経済学部経済学科卒業）
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１．はじめに
「3度目の正直」という言葉の意味を全身で

感じたのは、合格の文字を目にした時。涙が
止まりませんでした。やっとスタートライン
に立てたと思ったのも束の間、現在は教員生
活2年目を送っています。

２．「英語の先生って楽しい？」
採用1年目の初夏。とある生徒から投げかけ

られ、心の中に深く刻み込まれている言葉で
す。そう質問された瞬間、どきっ……と胸を
突かれたような感覚をおぼえました。「もちろ
ん楽しいよ。」と慌てて空返事をした後、その
生徒に質問をした理由を聞いてみました。す
ると、授業中に私の表情が強張っていたため、
思わず質問してみたくなったという事でした。
ハッとさせられました。私は授業で行うべ

きことばかりに追われてしまい、自分自身が
英語を楽しむことを忘れてしまっていたので
す。それでは生徒たちが英語を楽しめるはず
がありません。それからは、生徒たちが「英
語って楽しいな」と思える授業を目指すため
にも、まずは自分自身が心から英語を好きに
なり、英語を楽しんでいる気持ちを前面に出
すことを心掛けるようにしています。生徒か
らの問いかけは、私にとって大きな気づきを
生む好機となりました。生徒たちは時に先生
の顔を見せます。生徒たちから学ぶことの多
さを常日頃感じています。

３．これまで　と　これから
採用初年度。スポンジに変身して、とにか

く色々なことを吸収するぞという気持ちで新
生活をスタートさせました。初めは担任を持
たず、2クラスの副担任として1学年に所属し
ていました。学年主任と常に行動を共にし仕
事を学び、時間の許す限り生徒にべったり貼
りついていました。そこには、予想を超える
目新しさと目まぐるしさが待っていました。
朝から晩まで「ほっ」と息をつく余裕もなく、
想定外のことが次々と起こり、計画していた
物事がどんどん変わっていく毎日。判断力と
決断力が要求されます。
教員は授業だけが仕事ではありません。部

活動や会議、事務処理など多岐に渡ります。
加えて、初任者研修や出張で校外に出ること
も多くあります。そして何より教材研究は欠
かせません。そんな日常に慣れるには多くの
時間が必要でした。初年度を無事に終えられ
たのは、周りの先生方の支えと生徒がいてく
れたおかげだと思っています。
冒険のような教員生活も2年目を迎え、初め

て担任を持たせて頂く運びとなりました。試
行錯誤の毎日ですが、クラスの子どもたちに
は本当に助けられてばかりです。彼らも私が
初担任であることはよくわかっているので、
さりげなく助けの手を差し伸べてくれたり、
こっそりアドバイスをしてくれたりします。
子どもたちは明るく元気で人懐っこく、毎日
違う表情を見せてくれます。そんな子どもた
ちに対して、時には一人の大人として壁とな
り越えるべき存在である。時には生徒となり、
同じ目線でいられる存在である。これらの二
面性を持ちながら、彼らとの1分1秒の関わり
を大事にしたいという思いで生活しています。

４．メッセージ
大学で過ごした時間が私を育ててくれたと

いっても過言ではありません。採用試験受験
にあたっては、ゼミの先生をはじめ多くの
方々に大変お世話になり、感謝の気持ちでい
っぱいです。これから採用試験を迎えられる
方は、ぜひ周りを巻き込んでみてください。
一緒に勉強をしたり、教育に関する意見交換
をするのも良いでしょう。
数々の努力をしたにも関わらず、残念なが

ら採用試験が不本意な結果に終わってしまう
こともあるかと思います。しかし、それも大
切な経験のひとつだと考えてみてください。
今は落胆してしまっても、時間が経って子ど
もを目の前にしたときに、語れる経験のひと
つとなっていることを願っています。
私は今、人生の中で最も充実した時間を、

思い入れのある中学校という場で生徒たちと
一緒に過ごすことができ、日々幸せを感じて
います。現在の目標は「誰もが居心地のいい
クラスを創ること」と「生徒の可能性を十分
に引き出せる教員になること」です。今後も
周りの先生方からお力添えを頂きながら、初
心を忘れず多くのことを学び、前向きをさら
に超えた「前のめり」精神で生徒たちと共に
成長していきたいと思っています。皆様のご
健康とご多幸をお祈り申し上げます。

卒業生から（英語）
座間市立相模中学校　教諭　岩瀬　明日香（平成20年度文学研究科英語英米文学専攻修士課程修了）
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教員を目指されている皆さんへ
私は教員1年目の駆け出しです。そのため、

教員になる前の準備が必要だと感じたこと、
気付かされたことなどを紹介させていただき
たいと思います。

１．職業の特異性
専任となって痛感したことは、初日から一

人前として扱われるという特異性です。どん
なに未熟であろうと、生徒や保護者にはプロ
の教員の対応を求められます。また周囲も一
人前の社会人として扱います。一般企業では、
入社前後に初期研修を受けられますが、教員
はそのようなものがないと考えてよいかもし
れません。私も研修はありませんでした。そ
のため教員としてばかりではなく社会人とし
ても不明な点が多く、大変でした。例えばご
家庭や内線の電話対応、議事録の取り方や資
料の整理の仕方など、出来なければ生徒に関
わるミスにつながります。私も何度もミスを
し、書籍を用いて企業の初期研修を勉強した
ところ、仕事の仕方が大きく変わりました。
教員にビジネスマナーなどは不要だと思わ

れるかもしれません。もちろん重要なのは授
業や生徒指導です。しかし新任は社会人1年生
でもあり、仕事の基礎を知らなければ慌てる
ばかりで、きちんとした生徒対応や指導はで
きません。そのため社会人としての教養、教
職教養以外の事柄も自学しておく必要がある
と思いました。

２．生徒と向きあうこと
前年まで非常勤講師を務めていたのですが、

担当した生徒からの手紙に「すぐ近くにいて
見守ってくれている」、「先生の授業を受ける
ことができてよかった」と書かれていました。
全力で生徒と向き合い、受容しよういう指導
が生徒たちに届いていたのだと知りました。
専任となっても変わらない姿勢でいようと考
えていましたが、環境や立場の違い、周囲の
厳しい指導の中で、同じようにせねばならな
いと思うようになっていました。その頃は生
徒とも全く上手くいきませんでした。しかし
職場に慣れ、自分らしさを取り戻し始めた頃、
生徒たちが大変懐いてくれるようになりまし
た。そして着任直後の私は苦手だったことを
明かしてくれました。これは心からの指導で
なければ、生徒の心に届かないという証拠だ
と思います。また生徒は教員の背中を見てい

るのだと改めて感じました。
指導方針や方法は、誰かの真似をしても生

徒には届きません。周囲に学びながらも、常
に自分というものをしっかり持っていなけれ
ばならないのだと思います。また、私たちは
教員である前に一人の人間です。その人とな
りは全て生徒には伝わります。教員は自身の
「背中で教育をしている」ということを肝に銘
じなければならないと思います。そのため教
育目標をまず自身に突き付け、努力し、人間
性を磨く人間でなければならないと痛感しま
した。
今後皆さんが教員になられた時、自身の指

導に自信を持ってください。指導に不安は付
き物ですが、それは生徒を信じる気持ちでも
あると思います。皆さんの芯から出た言葉な
ら、必ずや生徒はその心で受け止めてくれる
はずだからです。そして生徒の前に立つ“人”
として、自分自身を一層磨いてみてください。
磨きすぎということは決してありません。学
生である今はそれに最適な時間だと思います。
広い視野を持ち、多くの人々と触れ合い、一
人の教員、一人の大人としても、さらにステ
ップアップを図ってみてください。

３．最後に
厳しいことばかり書いてしまいました。た

だ、それだけ重責を担う職業であると痛感し
たのだとご理解いただけると嬉しいです。こ
んな新米の言葉に耳を傾けていただき、あり
がとうございました。
最後に―私自身、教員に向いていないので

はないかと思う時があります。皆さんにもそ
んな時が訪れるかもしれません。私はいつも
「生徒の傍にいる時が、自分が一番輝いている
瞬間だ。生徒の傍が、自分が自分らしく居ら
れる場所だ」ということを思い出します。そ
してそう思わせてくれる生徒にいつも深い感
謝の気持ちで向き合っています。
職業は向き・不向きで考えるものではありま
せん。特に教員は、生徒が「先生」にさせてく
れるものです。もし向いていないと思うのだと
したら、それは皆さんを慕う生徒の気持ちを信
じていないのと同じことだと思います。教員は
大変ですが、本当に素敵な職業です。皆さんに
とっても輝ける場所が教壇であり、皆さんの最
高の笑顔が生徒と共にある、そんな時が訪れる
ことを心から応援しています。

卒業生から（国語）
川村学園中学校　教諭　大泉　麻琴（平成21年文学研究科日本語日本文学専攻修士課程修了）
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はじめに

大学入学時から教員になりたいという夢を

持っていた私ですが、それはあくまでも漠然

としたものでした。日本文学に興味があり、

かつ学校が大好きな私は国語の教員として働

きたいなと考えていたのです。その漠然とし

た夢を、教員になるという決意に変えてくれ

たのは教職課程で出会った多くの友人でした。

友人達と共に大学の講義で学び、学校教育に

ついて語り合っているうちに教員の難しさを

理解し始めました。しかし困難さを理解する

ようになると同時に、ぜひ教員になってみた

いという決意が固まってきたのです。漠然と

したものを、よく知るということが私にとっ

て非常に大きかったようです。では、その決

意から私が実際に教員採用試験に合格するま

での体験を簡単に記していきます。

初めての採用試験

群馬県出身の私は卒業後に群馬県に帰るこ

とを決めていたので、採用試験は群馬県一本

に絞って受験しました。そして平成21年７月

末、大学４年の夏に初めての採用試験を受験

したわけです。この時、何よりも私を苦しめ

たのは友人でした。と同時に何よりも私を支

えてくれたのも友人でした。というのも一般

企業に就職していくサークルの友人や教職課

程の中でも一般企業も視野にいれている友人

は、早ければ４月から続々と内定をゲットし

ていくのです。自分の信じた道とはいえ、周

囲が内定をもらっていく状況でかなりの焦り

を感じました。しかし教員を目指す友人や教

育系の大学院を目指す友人が私の支えになり

ました。共に戦うという感覚はとても心強い

ものなのです。話が前後しますが、教員にな

るという決意を大学３年になるころには固め

ていた私ですが、大学３年時はまだまだ遊べ

るという意志薄弱な一面を前面に出してしま

い、本気で採用試験対策を始めたのは周囲が

内定をゲットし始める４年の４月でした。今

になって考えると一般企業に進む友人が私の

尻に火をつけてくれたのです。私にとっては、

様々なジャンルのたくさんの友人がいるとい

うことが大きな支えになりました。初めての

採用試験は動き出すのが遅かったこともあり

一次試験で落選しました。

二度目の採用試験

卒業後は群馬県の高崎市という私の故郷で、

高崎市教育委員会の行政嘱託として小学生に

自転車の交通ルールを教える仕事につきまし

た。この仕事の存在も地元で教員を目指して

いる友人から情報を得たもので、人との繋が

りは素晴らしいと改めて感じました。昨年の

失敗があったので、仕事を始めるという忙し

い中でしたが実家近くの市立大学の図書館で

毎日２時間勉強しました。また土日を利用し

て群馬県の教員を目指している人の集まりに

も足を運びました。いつもアンテナを張って

情報を収集することも採用試験に向けて大切

なことの一つです。教員試験対策というと自

分との戦いなので、自分一人の世界に閉じこ

もりがちになりますが、自分の心をオープン

にして様々な場所に足を踏み入れて多くの友

人を作る勇気も大切です。なぜならばなんと

か一次試験を通過した後には面接と集団討論

の対策をしなくてはなりませんが、それは決

して一人では出来ないからです。

二度目の採用試験ということもあって一次

の対策では満足行くまで過去問を繰り返し反

復することができました。では二次試験の対

策はというと、これは職場が教育委員会とい

うこともあり上司の方々にお願いをして面接

の練習をさせていただきました。情熱を持っ

て動けば協力してくれる方々はたくさんいま

す。集団討論の練習としては、先に述べた群

馬県の教員を目指している人の集まりで知り

合った人たちと３回ほど討論会をしました。

その中には二次試験経験者の方もたくさんい

らっしゃり、とてもいい時間をすごすことが

できました。

このようにさまざまな人との関わりによっ

て二次試験も合格し平成23年の４月から群馬

県の教員として働けることになったのです。

教員採用試験体験記
平成21年度文学部日本語日本文学科日本文学文化専攻卒業　中嶋　雄大
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教員採用試験体験記
文学部英語英米文学科4年　櫻井　辰也

この度、平成22年度神奈川県教員採用試験
に幸運にも合格し、長年の夢だった中学校の
英語教員の道に進むことになりました。ここ
では合格に至る道程を振り返りながら、自分
の体験をもとにした試験の「乗り切り方」を
後輩のみなさんにお伝えします。
まず始めに採用試験の概要に触れておきま

す。試験内容は、もちろん自治体により異な
りますが、1次試験では、専門科目である英語
はもとより、一般教養、教職教養、教育時事
も含めた時事問題が出題されます。2次試験で
は面接、模擬授業と小論文があります。まず、
日・英両言語による面接では、教育に対する
関心、情熱、使命感など、その人の人間性が
チェックされます。模擬授業では実際の授業
運営力が試されます。小論文では、自分の意
見を明確に論述することが求められます。
以上のような広範囲にわたる分野をこなし

ていくためには、当然、早い段階から意識し
て準備をはじめる必要があります。遅くとも
試験の約1年前には、計画をしっかり立て、時
間をかけて入念に準備を行うことを心掛けな
ければなりません。
私が準備の過程で一番意識したことは、「時

間を無駄にしない」というあたり前ことでし
た。試験までの限られた時間の中で、参考書
や問題集を何度も繰り返して開き（それこそ
ボロボロになるまで）、知識を入れ、定着させ
ていきました。ただし、一朝一夕でなせるも
のではなく、机に向かって勉強するという方
法だけでは当然、時間が足りないのは明らか
でした。そこで、日常生活の中であらゆる場
所を自分の「勉強空間」としてとらえるよう
にしました。それは、電車内であったり、生
田の丘だったりしました。通学途中、それま
で娯楽のために聞いていた音楽を、英語リス
ニングの教材に切り替え、授業間の移動時間
にも英語や試験の参考書を読むなどして、自
分の勉強空間を拡大していきました。
そうして1次試験を突破した私が、2次試験

に向けておこなった次の乗り切り方が、教員
志望の仲間による「学び合い」でした。教育
学で言う「共学」を実践したのです。2次の面
接や模擬授業では、自分の意見や指示などを、
要点をまとめてわかりやすく伝えることが大
切です。いきなり上手に話そうとしても、事
前の練習（リハーサル）がないとどうしよう
もないことがわかっていましたので、理想的
な話し方や授業の運び方を体にしみこませる

ために、仲間と模擬面接と授業を実践し、見
せ合い、出し合って、お互いの面接力、授業
運営力を改善していくという作業を何度も繰
り返しました。そうした努力の結果、実際の
試験には自信を持って試験に臨むことができ、
今日の結果につながったと感じています。
こうした体験を今一度、振り返りますと、

最終的に大切なことは、「絶対に教員になる」
という想いを持ち続けることだと言えます。
準備を進めていく中で、自分自身、成長が見
られず、自分のやり方は本当に身になってい
るのだろうかと不安になったことも多々あり
ました。また試験まで時間は少ないというプ
レッシャーにも押し潰されそうになったこと
もありました。それでもこれらの困難を乗り
越えて、諦めることなく最後まで続けること
ができたのは、自分の「絶対に教員になる」
という思いを持ち続けられたからだと感じて
います。
そして同時に、合格は周りの方々の協力あ

ってこその結果だったとも実感しています。
最後まで私を様々な面で支えてくれた家族、
日々刺激を与え、自分の学びを深めて下さっ
たゼミナールの田邉祐司教授をはじめとする
諸先生方、そして同じ目標を持って共に学ん
だ仲間やゼミ生に対して、この場をお借りし
て感謝申し上げます。
今の私はまだ教員としての第一歩を踏み出

したに過ぎません。今与えられている環境に
感謝し、1日1日の学びを大切にすると共に、
「生徒を第一に」という思いを持ち続け、この
道を着実に歩んでいきます。
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教員生活3年目をむかえ、今年ようやく教員
採用試験に合格しました。現在は、日々の業
務に追われつつ、来年度から始まる初任研修
や学級経営のことで頭がいっぱいです。
さて、本稿では「採用体験記」を中心に前半
では学部時代の経験、後半に教員採用試験まで
の体験を簡単に書き記し、少しでも今後の採用
試験への手助けになればと思っています。
本大学では、蔭山雅博教授のゼミで教育学、

特にアメリカ教育学者Ｊ．デューイの『学校
と社会』等の原著からプラグマティズムにつ
いて討議しました。ゼミでのこうしたディス
カッションを通し、教育に対する志が高まり
ました。また、学部では国際経済学部でさま
ざまな国際関係の情勢を目の当たりにし、「世
界の現状を日本の子どもたちに伝えたい。」と
いう思いから教師を目指し、大学院進学を決
意しました。
大学卒業後、横浜国立大学院教育学人間科

社会系教育専攻へ入学し修士号を取得しまし
た。大学院に入学してからより実践的で学校
現場の事例から授業案を構想しました。また、
海外体験を通し世界の幅広い教育現場を経験
し子どもたちに対し「伝えたい。」という思い
が高まりました。
学生時代は、勉強だけでなく多くの海外旅

行、アルバイト、中学校の部活動指導などさ
まざまな経験をすることができました。
卒業後は、臨時的任用職員として相模原市

立大沢中学校にて特別支援学級の担任として
勤務することになりました。
特別支援学級とは、さまざまな障害を抱え

た子どもたちが公立学校にて同じ空間で学ぶ
学級のことです。私は、着任するなり「特別
支援」の意味を肌で感じ、焦りと戸惑いで何
をしたらよいのかわからず仕舞いでした。同
僚の先生方から「笑顔で、元気よく、子ども
たちの視線に立って。」というアドバイスのも
と、子どもと向き合い奮闘する毎日でした。
あっという間に過ぎ去った1年目は、採用試験
勉強や学部、院での理論を実践する間もなく
終わりました。
2年目は、現在勤務する大野北中学校で特別

支援学級担任および、社会科を担当すること
になりました。担任と教科の両立、さらに初
めての柔道部顧問と、臨時的任用職員とはい
え正規職員と同等の立場であるため、学校で
のさまざまな業務に追われる日々でした。2年
目は、1年間の見通しを持ちながら、少ない時
間で採用試験勉強も行いました。私は、もと
もと高校教師を目指していたので、神奈川県
立高校の公民を受験しました。案の定、不合
格という結果で落ち込むこともありましたが、
そんな時、子どもたちの笑顔は、私の原動力
となりました。
3年目となり、引き続き同じ学校での勤務は、
子どもの成長を感じることができる楽しさを
覚えました。昨年とは違う子どもの表情は、
私を感動させ、やる気を起こさせました。今
年は、社会科でなく国語科（教科外特別免許）
も担当しています。慣れない国語の授業研究
は、日々何十時間にも及びます。しかし、こ

うした他教科の視点は今年の採用試験で生か
す要素でもありました。
今年の採用試験では、「どうしても合格した

い。」と心から思い、採用関係書類を何度も見
直しました。1次試験では、筆記及び面接試験
でした。面接試験では、3人の面接官の前で現
在の分掌や担当などを尋ねられました。その
中でも、「社会科と国語科で、子どもたちに求
める力の違いはありますか、また同じところ
は何ですか。」という質問がありました。私は、
2年間の経験をもとに「自己を表現する題材が
違いでもあり、求める力の共通するところで
もあります。」と答えました。また「教員の不
祥事」については、自分の考えを求められま
した。こうした質問は、『面接対策本』の正解
を答えるよりも自分の意見を自分の言葉で伝
えようとすることが大事であると思います。
2次試験までは、約3週間の準備期間があり

ます。2次試験までは、ちょうど学校現場は夏
期休業となるので、部活をしながら準備を進
めました。指導案は、いろいろな単元から4枚
書き上げ、うち自信のある1枚を提出し当日の
模擬授業に備えました。教材は、視覚提示を
心がけ写真や地図など空間認知の苦手な生徒
にもわかるように工夫しました。教室の中に
は、さまざまな苦手な部分を抱えた子どもた
ちが1割ほどいます。また、視覚提示をするこ
とは、子どもの関心を引きつけ、授業に取り
組ませるためには、欠かせない方法です。学
校現場では、デジタル教材の活用は、当たり
前ですが、採用試験会場では、禁止されてい
ます。教材教具の工夫だけでなく、子どもに
接する時の視点や話し方など模擬授業を2回ほ
ど行い、試験までに修正しました。
試験では、模擬授業、集団討議、面接があ

りました。全てにおいて自分の中で、「失敗し
てしまった。」と後悔しました。合格通知を見
た時は、言葉にできないほど嬉しかったです。
今振り返ってみると、学生時代の経験と特

別支援学級で学んだことが全てであると確信
しています。自分の信念を持つことです。そ
れを信じるためには、勉強し実践していく勇
気が必要です。私は、教育の力を信じ一人ひ
とりの子どもと向き合っていこうと思います。
これから受験する皆さんは、自分に自信を

持てるような経験をぜひしてから教員採用試
験を受験してみてください。きっと、道は開
けます。

教員採用試験体験記
相模原市立大野北中学校（臨時的任用職員）社会科　高井　桃子（平成17年度経済学部国際経済学科卒業）
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教員採用試験体験記
ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　山田　恭弘

私は、平成22年度神奈川県・相模原市公立

学校教員採用候補者選考試験を受験し、合格

しました。受験した校種は高校、教科は情報

です。この体験記を執筆している現在は、名

簿登載者説明会も終了し、勤務校が決まるの

を待っているところです。

私は、大学に入学する前から教師を目指し

ていました。しかし、「教員採用試験」という

ものを意識し始めたのは、3年生になってから

です。3年生のはじめに、採用試験の内容を知

ろうと思い、模擬試験を受けたのですが、点

数が悪く、不安と焦りを感じたのを今でも憶

えています。

教員採用試験の受験から採用までの流れは、

志願者説明会・受験申込・一次試験・二次試

験・名簿登載者説明会・採用となっています。

自治体によって違いがあるので、教師を目指し

ている人は、早めに確認したほうが良いと思い

ます。ここからは、私の体験をお話しします。

まず、一次試験のときの話です。試験内容は、

筆記試験（教職教養・一般教養・専門教科）と

小論文でした。筆記試験については、3つの試

験があり、出題される範囲が広いので、“たく

さん勉強しなくてはいけない”といつも焦って

いました。勉強方法は、過去の試験問題を中心

に、少しずつ勉強していきました。普段は大学

の課題もあるので、あまり採用試験の勉強に時

間をかけられなかったのですが、長期休暇のと

きや採用試験対策講座を有効に使って勉強しま

した。小論文については、“これを書けば合格

する”といった書き方をよく目にしたのですが、

私はそういうのが嫌いなので、読みやすい文章

づくりだけを参考にして、あとは自分の言葉で

書くようにしていました。

次に、二次試験のときの話です。試験内容

は、模擬授業と個人面接、集団討論でした。

二次試験のときは、“今までで一番良い模擬授

業をしたい”という思いが空回りしてしまい、

模擬授業の指導案が書けなくなってしまいま

した。結局、指導案が完成したのは試験前日

でした。そのため、個人面接の練習をほとん

ど行えず、予想される質問に対する回答を考

えただけでした。それでも、ありのままの自

分で受けようと思っていたので、個人面接に

対しての不安はなく、模擬授業も堂々と行う

ことができました。集団討論で気をつけたこ

とは、あまり考えすぎず、“他の方の意見を聴

き、自分の意見も言う”ということだけでし

た。一次試験の合格発表から二次試験までは、

二週間ぐらいでしたが、多くの方からお力添

えを頂きました。今でも感謝しております。

最後に、私が教員採用試験までに行ってき

たことについてです。私はこれまでに、高大

連携の教科研修生や専大付属での授業見学、

教員採用試験対策講座、研究会や新聞等から

の情報収集などを行ってきました。また、普

段の生活から“教師になったつもり”という

視点で物事を考えながら過ごしていました。

そのように考えるだけで、色々なものの見え

方が違ってきます。

私は、実際に教員採用試験を受験してみて、

大学の勉強だけで合格するのは難しい、と感

じました。しかし、大学での勉強が土台とな

り、どんなことも考え方次第で“教師になっ

たときの特色”になると私は思っています。

先日、名簿登載者説明会で「チームワーク」

「フットワーク」「アンテナを高く」の3つを大

切にしてほしい、というお話がありました。

これは、協調性があって、行動力があって、

好奇心や向上心のある人材が求められている、

ということでもあると思います。教師を目指

そうとしたとき、たくさんの不安と直面しま

す。そのようなときでも、視野を広くして、

自分に自信を持って行動してみて下さい。私

も日々精進していきたいと思っています。
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私は、教員採用試験に今年、合格すること
ができました。現役で合格できた背景には、
いろいろな方々の手助けがありました。また、
自分が「教師になりたい」という気持ちをひ
たすら持ち続けたからこそだと思っています。
これから、合格までの話を少しですが、紹介
したいと思います。
●3年生まで

とにかく一生懸命に大学の授業を受けまし
た。学部の授業と教職課程の授業で忙しい毎
日でしたが何とかついていこうと努力しまし
た。3年生からは土曜日も大学に通い、エクス
テンションセンターの教員採用試験対策講座
を受け、教養を高めながら意識も教員採用試
験に向けていきました。また、大学の教職課
程でも教科教育論や教育実習Ⅰの授業で模擬
授業などもはじまり、どうしたら教師として
ステップアップできるかということを考えて
行動するようになりました。
●試験前後（4年生）

4年生に入り、いよいよ本番も近づいたとこ
ろで、大学より、埼玉県中学校数学の大学推
薦特別選考のお話をいただきました。もとも
と私は高校の「情報」を目指していたのです
が、いろいろ考えた結果、良いチャンスだと
思い、志望させていただくことにしました。
大学推薦ということで1次試験が免除になると
いうことで、試験対策も2次試験に向けてのも
のにシフトしていきました。
そして試験直前には、大学の教育実習担当

の望月先生の計らいで模擬授業の練習や面接
対策をして頂いたり、一緒に教育実習を行っ
た仲間の紹介で他大学の学生と試験対策をし
たりと、いろいろな方からアドバイスをもら
いました。このような機会がなければ合格は
難しかったと思います。
当日は今までやったことをすべて信じて、

「これだけやったんだから…」という気持ちで
臨みました。また、試験後は達成感で一杯でし
た。失敗したところはいくつかありましたが、
それよりも試験を目指して頑張った大学4年間
を思い出し、合格を祈って待っていました。
●試験対策

私が実際に試験を受けてみて感じたことは、

試験勉強は大事ですが、とにかく受験する自
治体の”情報”を集めることが試験対策の第1
歩だと思います。試験についての情報をほと
んど公開していない自治体もあるので注意が
必要です（私の場合は全く情報が集められず、
試験2週間前に「道徳」の模擬授業があること
を知人からの情報で知ったり、試験当日に試
験要項に無かった試験項目が発表されたりと
対応が大変でした）。
教員採用試験の試験項目は多岐にわたりま

す（例：埼玉県中学校）。
1次試験：専門科目と教職教養・一般教養の

択一式試験、集団面接、適正検査
2次試験：指導案作成、模擬授業、論文、個

人面接、集団討論
したがって、根気勝負になってきます。ど

こまで意識を強く持って勉強や試験の準備が
できるかにかかってくるかと思います。しか
し、他の試験でも同じだとは思いますが、勉
強した分だけ結果に表れてくるので是非頑張
ってください。面接や論文についても数をこ
なせば自分でも勝手がわかってくると思いま
す。模擬授業は教育実習で教壇に立った分だ
けでは全然足りません。試験前に、これでも
かというくらい練習して、自分の授業スタイ
ルを作っていってください。
最後に、事前にいくら準備したからといって、
本番で実力が出せなければ意味がありません。
教員採用試験は1、2日間でたくさんの試験をこ
なさなければなりません。試験勉強と同時に集
中力を持続させられるようなトレーニングも少
ししてみるといいかもしれません。
●最後に…お世話になった先生・仲間

前にも書きましたが、いろいろな方々の手
助けがあり、合格することができました。教
職課程でお世話になった先生方、ともに切磋
琢磨した仲間、また、学外でお世話になった
方々がいなければ今年合格することはできな
かったと思います。この場を借りてお礼をさ
せていただきます。ありがとうございました。
これから教員採用試験を受験される皆さん

も「教師になりたい」という気持ちを持って
頑張ってください。

教員採用試験体験記
ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　車谷　佑希
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教育実習を終えて（国語）
千葉県香取市立山田中学校　文学部日本語日本文学科日本文学文化専攻4年　並木　真由美

私は、6月14日から3週間、母校の香取市立
山田中学校で実習をさせていただきました。
実習前日まで、極度の緊張と不安で、3週間乗
り切れるのか本当に自信がありませんでした。
しかし、実際に実習してみると、1日1日がと
ても早く、あっという間に最終日を迎えてし
まったように感じます。3週間という短い期間
でしたが、とても濃密で貴重な体験をさせて
いただきました。

・授業について　―クラスのカラーを掴め！―
私は、3年1組と3年3組を担当させていただ

く事になり、実習3日目から教壇実習を行いま
した。実際に教壇に立つにあたって、指導案
や板書計画を用意する事は当たり前ですが、
授業の参観をし、前もってそれぞれのクラス
の雰囲気を掴む事を心掛けました。授業の参
観によって、1組は活発な子が多く、3組はそ
れぞれ授業内容を理解はしているようだが授
業中の発言が少なく静か、というクラスの特
徴が分かりました。ある程度クラスの雰囲気
を掴んでおく事で、反応が無かった時はこの
ように発問しよう、困った時はいつも発表し
ているあの生徒を指名しよう、といった授業
準備のヒントになりました。
実際の授業では、担当の先生から、「少しく

らい授業から逸れても構わない。何より生徒
とたくさんコミュニケーションを取り、楽し
みながら授業を進めて行こう。」というアドバ
イスを頂いたので、授業中、生徒との会話を
多くする事、導入では授業と若干ずれてしま
うかもしれないが、本時の内容に多少関係の
あるエピソードを取り入れる事を心掛けなが
ら授業を進めるようにしました。そこで私は、
教材に出てくる街の絵や登場人物らが被る仮
面を段ボールで作成し、実際に生徒にそれを
付けさせ、登場人物を演じてもらったり、物
語の続きを書く作業で優秀だった人に賞状を
渡したりと、生徒が楽しみながら授業を受け
られるように、工夫しながら授業展開をして
いきました。これにより、指導案通りに授業
が進まない事が多々ありましたが、授業中の
生徒との会話の大切さを学び、実際に自分も
授業で取り入れられた事は、大きな収穫であ
ったように思います。

・コミュニケーション　―教室から離れるな！―
担任の先生方は全員、給食・清掃はもちろ

んですが、休み時間も職員室に戻る事なく教
室にいて、生徒と共に過ごしていました。こ
れは、生徒とコミュニケーションを良く取り、
生徒の様子を常に見ていられる環境を作り、
生徒から目を離さないようにする為です。実
習中、「生徒は先生に話を聞いてもらいたいん

だよ。」という事を先生から教えて頂きました。
常に担任が教室にいる事で、生徒の話を聞い
てあげられ状態が出来ます。生徒と教師は共
にいればいただけ、信頼関係は深まっていく
という事を学びました。ですから、次の時間
の授業の準備が間に合っていない時以外、休
み時間は生徒と常に同じ空間にいる事を心掛
け、放課後も生徒が全員教室から出るまで、
教室から出ないようにして、生徒と過ごす時
間を大切にしました。これにより、生徒も心
を開いてくれるようになり、どんどん話しか
けてくれるようになりました。

・実習を終えて　―ありがとう！―
実は実習前の私は、教師になりたいという

夢を小学生の時から抱いていましたが、発表
の際極度に緊張してしまい、うまく人前で話
せない自らの欠点に気づき、これでは教師に
は向いていないと決めつけ、教師を諦め違う
職に就こうと考えていたのです。しかし、実
習を終え、素直でかわいい生徒たちや生徒想
いの明るくエネルギッシュな先生たちと関わ
る事で、教師の仕事に改めて憧れを抱き、教
職に就きたいという気持ちがとても強くなり
ました。実際に体験してそのように思えたの
ですから、この想いに間違いはないと思いま
す。3週間という短い期間でしたが、この実習
でとても多くのものを得られました。この実
習は私の人生を変えた、忘れる事の出来ない
大切な経験となりました。
実習を終え、忙しいのに質問に真摯に答え

て下さり、素晴らしいアドバイスを下さった
先生方、いつも元気に話しかけてくれた生徒
達には、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
実習で関われた生徒や先生方に良い報告が

出来るよう、決して諦めず、夢である教師を
目指して努力していこうと思います。

・最後に　―全力投球！―
これから実習に臨むみなさんへ。実習生は、

教師でも生徒でもありません。そこがラッキ
ーなところで、実習生だからこそ出来ること
がたくさんあるのです。それを自分なりに見
つけ、全力投球して下さい。
今は不安でいっぱいだと思います。（私はは

っきり言って不安と緊張で逃げ出したかった
です。）でも3週間後のあなたはきっと、実習
を終え実習校を去る事がとても名残惜しくな
っていると思います。実習は忙しく大変です
が、それ以上に感動、達成感、充実感といっ
たたくさんの事が味わえます。教育実習がみ
なさんにとって実りあものとなるよう、心か
ら応援しています。
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私は、5月24日から6月11日までの3週間の
教育実習を新潟県立加茂高等学校にて行ないま
した。加茂高等学校は私の母校ではありません
でしたが、私の高校時代の英語の先生が赴任し
ていらしたので、その先生に指導教諭をお願い
して教育実習をさせていただきました。今回は
私の教育実習での経験をもとに、クラスの雰囲
気、教科指導で学んだこと・苦労したこと、こ
れから教育実習へ向かう皆さんへ、という3点
について以下に述べたいと思います。
まずクラスの雰囲気に関して記します。私

の配属となったクラスは指導教諭の先生が担
任をしている2年1組でした。始めは私の緊張
がうつったせいか、生徒に対しては全体的に
大人しい印象を受けました。しかし、クラス
の生徒と清掃を一緒にしたり、放課後に生徒
と会話をしたりしているうちに、元気で活発
な生徒の多い明るいクラスだとわかりました。
また、教育実習中に体育祭があったのですが、
そこで生徒とたくさん話をすることでクラス
の雰囲気になじむことができました。
続いて教科指導で学んだこと・苦労したこ

とについて述べます。私の指導教諭の先生は
「習うより慣れろ」という考えを持っていらし
たため、2日間授業見学をして私は3日目から
教壇に立つことになりました。準備はしっか
りとしたつもりでしたが、実際に初めて生徒
の前でやってみると、大失敗でした。指示が
不明確だったため、生徒も戸惑い、授業自体
も私の一方通行的な流れになってしまいまし
た。また指導案を見ながら授業を行ってしま
ったせいで、下を向いてばかりで生徒の様子
もよく把握できずに終わってしまいました。
授業が終わった後、5月末にもかかわらず首の
周りが汗まみれだったことを覚えて
います。それからは指導の流れ、板
書計画などは事前に頭に叩きこんで
授業中は生徒の顔や反応を見ること
を意識して授業を行いました。日が
経つにつれ、クラス全体を見渡しな
がら落ち着いて授業ができるように
はなりましたが、生徒の反応を見な
がら授業を展開することができず、
それが私の今後の課題となりました。
また他のクラスや1年生のクラスでも
授業を行ったので、各クラスの進度
に合わせて指導案を随時訂正するこ

とに苦労しました。
授業以外の時間は他の英語科の先生の授業

見学を積極的に行いました。英語教育を勉強
してから改めて現役の先生の授業を拝見する
と、やはりプロだと痛感しました。指示の明
確さ、発問のタイミングやその内容、板書の
見やすさ、自作プリントのわかりやすさ、な
ど多くの点で学ぶことばかりでした。しかし、
それ以上に私が学んだことは「授業は生徒あ
りき」ということです。どの先生も生徒の実
態をきちんと把握し、生徒の実力に合わせて
何を、どのように教えていくかについて明確
な方針を持っていらっしゃいました。だから
こそ、どの先生方の授業もいきいきとしてい
るように感じました。このことは現場にいな
ければ気づかなかったことなので、私にとっ
て大きな収穫でした。
最後に、これから教育実習へ向かう皆さん

へのメッセージを送りたいと思います。私は
事前に先輩や大学の先生から「授業は思い通
りにはいかない」ということを聞いていまし
た。実際私も上手くはいかなかったので、皆
さんもその意識を持って、しかし今の自分に
できる最大限の準備をして教育実習に臨んで
ほしいと思います。一生懸命に取り組んでい
れば生徒はそれにこたえてくれます。また私
は休み時間に、学ぶことに対する生徒の本音
も先生方の本音も聞くことができました。こ
れは、経験が豊富な教師でも、生徒でもない
立場だったからこそできたことだと思います。
皆さんも教育実習生としてできる貴重な経験
を2週間あるいは3週間の間にしてもらえたら
と思います。そして何より、頑張ることも大
切ですが、教育実習を楽しんできてください。

教育実習を終えて（英語）
新潟県立加茂高等学校　文学部英語英米文学科4年　林　祐希
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教育実習を終えて（社会）
埼玉県久喜市立久喜中学校　文学部人文学科社会学専攻4年　宗守　徹

実習の概要
私は母校である埼玉県久喜市立久喜中学校

で3週間、教育実習をさせていただきました。
最初の1週間ほどは、授業見学を通じて授業の
やり方を学びました。社会科以外の教科の見
学も行いました。実習4日目からは、朝と帰り
の会を任されました。2週目の半ばからは、教
壇実習が始まりました。放課後は部活に参加
し、教材研究は主に授業の空き時間と帰宅後
に行いました。

実習前の準備
実習校からは地理、歴史、公民の中のどれ

を担当してもらうかわからないと言われてい
たので、実習前は苦手な分野・単元を克服す
ることに力を入れました。実習2週間前に事前
オリエンテーションがあり、担当する分野と
単元がわかったので、図書館に通い、重点的
にその部分を学びました。

教壇実習
教育実習は不安な事でいっぱいでしたが、

教壇実習に関しては事前準備をやってきたの
で、少しはできるだろうという自信がありま
した。しかし、実際に教壇に立ってみて、生
徒に教えることがいかに難しいことかを思い
知らされました。初めのうちは、授業を進め
るので精一杯で、生徒の様子を見る余裕があ
りませんでした。ときには、生徒が板書をノ
ートに写す前に黒板を消してしまい、やる気
をなくした生徒が寝てしまうということもあ
りました。授業がうまくいかず、焦りだけが
つのっていきました。そんな
とき、指導教諭から「計画ど
おり授業を進めるよりも、ゆ
っくりでも生徒がわかるよう
に授業した方がよい」とアド
バイスをいただき、気持ちが
楽になりました。それからは
生徒にわかりやすい授業をす
るために、様々な工夫をする
ように意識しました。模造紙
に絵を描いたり、言葉を書い
たプレートを張りながら授業
を進めたりと、工夫を凝らし
ました。教材づくりに時間が

かかるので大変でしたが、生徒が喜ぶ顔が見
たくて頑張りました。努力のかいがあって少
しずつ授業に活気が出てきました。生徒の立
場に立った授業をすることの大切さを学びま
した。

生徒とのコミュニケーション
授業以外で生徒とコミュニケーションをとれ
る時間は、思いのほか少ないと感じました。生
徒と仲良くなるには、休み時間や掃除の時間な
どに自分から積極的に生徒に話しかけることが
大事だ、と感じました。生徒とのコミュニケー
ションで苦労したのが、無意識にしていると関
わる生徒に偏りが出てしまうことです。ですの
で、なるべく多くの生徒と話をするように意識
しました。また、生徒と仲良くなることで、授
業もやりやすくなりました。その意味でも、生
徒とのコミュニケーションはとても重要なこと
だと学ぶことができました。

後輩へのメッセージ
教育実習は、実習が始まる前から始まって

いると思います。特に教科指導は、生徒に教
えること以上の知識がないとうまく授業をす
ることができません。実習中に指導技術をた
くさん学ぶためにも、専門科目の知識は実習
中にしっかり勉強しておくことが大切だと思
います。
実習中はとにかく忙しくて、ときにはもうや
めたいと思うこともあるかも知れません。しか
し、最後までやりとおすことで得られる充実感
は、何ものにも代え難いものです。苦しいとき

は、生徒や周りの先生の存在
がきっと支えになってくれる
はずです。僕自身も生徒の明
るさ、周りの先生の優しさに
何度も助けられました。
教育実習で関わるすべての

人に感謝の気持ちを忘れず、
意識を高くもって努力を続け
れば、必ずたくさんのことが
得られると思います。
みなさんが充実した実習が

できることを心から期待して
います。頑張って下さい。
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5月31日から6月14日までの2週間、母校で
ある甲府市立甲府商業高等学校で教育実習を
させていただきました。実習前は、久しぶり
に母校で学校生活を送ることができる楽しみ
と、お世話になった先生方に会える嬉しさや
懐かしさなど実習に大きな期待を持っていま
した。その一方で、本当に自分が教壇に立っ
て高校生に教えることができるのかという気
持ちもあり、大学の講義で繰り返し模擬授業
を行ないましたが不安でいっぱいでした。は
じめは慣れることに精一杯で、自分の授業を
行なうことにしか頭が回らず、精神的にも体
力的にもとても辛かったのを覚えています。
自分が生徒側として見ていた教師の仕事より
実際の仕事量はとても多く、部活指導も加わ
ると本当に休む暇がありませんでした。教師
という仕事は本当に大変だと感じましたが、
生徒と触れ合う中で生徒から元気をもらうこ
とが多く、短い間でしたがやりがいを感じる
ことが多かったです。
教壇実習では1年生の簿記を担当させていた

だきました。初めて教壇に立ったのは実習4日
目でした。最初の授業ではとにかく緊張して
計画していたことができず、自分の思うよう
に進めることができませんでした。しかし、
回数を重ねることで教壇に立つことに少しず
つ慣れ、担当教諭の先生にご指導をいただき
ながら次の教壇実習に繋げていくことができ
ました。
教壇実習では「わかりやすい授業」をする

ことが重要だと思いました。何が大切か、な
ぜこうなるのか、どうしてこれが重要なのか
を明確にし、教科の意味を教える上で理解を
深めるようにすることが非常に大切だという
ことがわかりました。しかし、教科の意味や
理論は難しく、理解しにくく興味を持ちにく
いことを感じました。生徒に興味を持っても
らうためにも、生徒を授業に引き込むことが
大切でした。教材を工夫し、発問を出すこと
で生徒が授業に参加しやすく楽しく受けるこ
とができる環境を作ることが大切だと思いま

した。また、教壇に立った時の立ち位置や、
話し方を工夫すると生徒の理解が変わってく
ることもわかりました。大切なことをしっか
り伝えることや、生徒の気持ちになって考え
て授業を組み立てることが生徒の理解に繋が
ると思いました。
生徒と触れ合う中で感じたことは、「褒める

こと」と「叱ること」の大切さです。できた
ことや頑張ったことに対して褒めることで、
生徒のやる気や取り組みに影響が出てきます。
次も頑張ろうという前向きな姿勢を感じるこ
とができました。また、駄目なことややって
はいけないことはしっかり注意できないとい
けないと思いました。教師は勉強を教えるこ
とだけでなく、生徒を育てることも重要な仕
事だと思います。叱ることは生徒を教育する
と言う意味でとても大切なことだということ
がわかりました。
実際の現場に入り、生徒と触れ合えたこと

は本当にいい経験になりました。この教育実
習を通して一緒に働く仲間の大切さも学ぶこ
とができました。甲府商業での実習生は全部
で7名いましたが、実習生の目線で指摘し合い、
助け合うことでお互いに向上することができ
ました。また、実習期間中は悩むことも多く、
不安になってしまうこともありましたが、周
りの先生方のサポートや心遣いに何度も助け
られました。お忙しい中、担当の先生をはじ
め、たくさんの先生方が実習生の指導に一生
懸命になっていただいことは、本当にありが
たいことだと思いました。本当に感謝の気持
ちでいっぱいです。
私はもともと教職という進路を選択してい

ましたが、この2週間の教育実習を通して学校
の先生になりたいという気持ちがさらに強く
なりました。教職は「人を育てる」という大
変な仕事ですが、自分に返ってくるものはと
ても多く、本当にやりがいのある仕事だと感
じました。この教育実習で学んだことを今後
の糧とし、これからも自分の目標に一歩ずつ
近づけるように努力していきたいと思います。

教育実習を終えて（商業）
山梨県甲府市立甲府商業高等学校　商学部マーケティング学科4年　望月　由里子　
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母校の埼玉県立浦和北高等学校で5月31日
から3週間、教育実習をさせていただきました。
私は、素晴らしい浦和北高校の先生、生徒、
実習生に恵まれ、ここには書ききれないくら
い多くの貴重な体験をしました。そのほんの1
部分を紹介したいと思います。
●教壇実習を通して指導されたこと、感じたこと

まず私が一番感じていたのは「教える側が
失敗しても生徒は授業を受けなければならな
い」ということでした。ある授業で生徒をう
まく授業に引き込むことができず、けじめの
ない授業をしてしまいました。しかし授業を
やり直すことは絶対にできません。大学での
模擬授業とは訳が違うということを改めて実
感しました。指導教諭の先生から「実際に
「教える」側として教壇に立っているから、責
任を持って授業を行わなければいけない。そ
して、どんなに失敗した授業でも生徒は50分
間授業を受けなければいけないんだよ。」と言
われ、改めて気を引き締めました。
次に「生徒全員を見捨てない授業を心掛け、

使えるもの（教具）はすべて使ってよい授業
を作る」ということです。指導教諭に一番指
導されたことで一番難しかったことです。「情
報」のように実技がメインになってくる科目
は「講義形式」の授業とは異なり、結果や成
果がその場で現れる授業は教師にとってつら
いもの。どんな指導をしても、40人全員に完
全に理解させることは困難。理解に差がある
ことを前提にした授業を組み立てていくよう
に心がけるべき。」という指導教諭の話より、
たくさんの器具がある情報教室をフル活用し、
使えるものは可能な限り生徒のためにすべて
使い、授業を進行していきました。それでも
ついてこられない生徒が多ければその場で時
間配分を変更し、もう一度説明を行うという
ことも何度かありました。
また、指導教諭以外の先生の授業も頂いて

教壇実習をさせていただいたこともあり、指
導する先生によってクラスの雰囲気、態度が
変わってくるということを実感しました。た
とえ同じ内容の授業を行うのであってもクラ
スによって発問を含め、授業の進行を生徒観
に合わせて変更するということが必要でした。

その度に指導案を書き直し、授業の展開を考
えることが実習で苦労した点の一つです。
●教壇実習以外の時間の使い方

空き時間に積極的に他の先生や実習生の授
業を見させていただきました。現役の先生の
技や、実習生ならではの授業の工夫をたくさ
ん見ることができて勉強になりました。板書、
発問、授業の展開など、自分に足らない部分
を探すのにも役に立ち、文系理系の枠を超え
た、いろいろな科目の授業を見学することで、
意識という部分でレベルアップ出来たのでは
ないかと感じています。また、実習生同士で
授業を見学し合い、アドバイスを交換するこ
とで自分に足りないところに気付くことがで
き、次の授業に活かすことができました。
●生徒とのコミュニケーション

「“指導する者”“指導される者”の区別」
にとても神経を使いました。生徒達は、年齢
も近いということで、友達感覚で話し掛けて
くることが多々ありました。しかし、友達に
なってはおかしいので、親しくしすぎず、距
離を置かず、といったように接するように心
がけていました。初めは、生徒に話しかけら
れるのがうれしくて、ついつい友達感覚にな
りがちだったのですが、途中から「先生」「生
徒」ということを意識できたと思っています。
●最後に

楽しいことも、つらいこともたくさん詰まっ
た教育実習でしたが、私の人生の中で一番充実
した時間であったことは間違いありません。そ
して、教師の卵として一歩成長出来た場だと思
っています。これから実習に行かれる皆さんも
意識を高く持って、きちんと準備をして、良い
実習ができるように頑張ってください。

教育実習を終えて（情報）
埼玉県立浦和北高等学校　ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　車谷　祐希　
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１．はじめに
私は母校である埼玉の白岡町立白岡中学校

で実習を行いました。期間は、5月24日～6月
11日までの3週間でした。家から中学校まで
は、自転車で10分程度です。
母校ということもあり、他の実習生3人も教

科は違ったのですが、元同級生で仲良く過ご
すことができました。実習期間中には教壇実
習の内容や、生徒や先生との関係についてな
ど、色々と悩むことも多かったのですが、相
談相手がいる、とても恵まれた環境で実習が
できました。

２．一日の流れ
だいたい7:00に家を出て、8:10の先生方の

会議に参加、その後に教室へと向かい、朝の
会と10分間読書、清掃を行った後に１時限が
開始します。4時限後に給食を挟み、午後の授
業。5時限の日と6時限の日があり、時間割も
数週間での変動制でした。21:00くらいまで指
導案作成や雑務をこなす、という生活を送っ
ていました。
雑務としては、生徒の生活記録ノートのチ

ェックをして一言書くことと、受け持った授
業の生徒の自己評価カードのチェック、また、
授業開始後10分間で行われる「スピード80」
という小テストのチェックなどをしていまし
た。帰りの会が終わった後には、技術コンピ
ュータ部に顔を出したりもしました。

３．生徒の様子
私は1年生を担当することになり、とても元

気な1年1組の生徒と共に生活を送ることとな
りました。
私はまず、「給食は残さず食べる。もし残す

のなら他の人にあげよう」というルールに驚き
ました。そのルールを生徒がきちんと守ってい
たため、1年1組は本
当に残し物がありま
せんでした。私も残
さないで給食を完食
することができまし
たが、あまり時間が
なかったため、生徒
と会話をしながら食
べるというのは意外
と大変でした。また、
給食中は生徒とコミ

ュニケーションを取ることのできる数少ないチ
ャンスだったため、兄妹の話や最近流行ってい
るものなど、積極的に会話を行いました。

４．教壇実習
教壇実習を行う上で一番重要なのは、名前

をきちんと覚えることだと思います。最初の
うちは、何度か別の人と呼び間違えたり、漢
字を読み間違えたりしてしまいました。名前
を覚えていないということは、授業でも指名
するときに非常に困るし、生徒からの不信感
にも繋がります。最終的に、だいたい覚える
ことが出来ましたが、やはり、授業中騒がし
い生徒や、よく手を上げてくれる生徒の名前
を早く覚える傾向にあり、内向的な生徒に対
しても自分から話しかけて仲良くなっていく
必要があるように思います。
数学は、出来る子と出来ない子がはっきり

していて、問題を出してから解けるまでの時
間が違うので、どちらにも対応しなければい
けないのが難しいです。今回、教壇実習に慣
れてきてから、早く終わった生徒に対しては
プリントを配って解いてもらいました。しか
し、プリントを配布した場合も、提出させる
のか、どの問題を解かせるのかなど、考えな
ければいけないことも多かったです。

５．最後に
3週間の教育実習を終えて、生徒や先生との

交流や教壇での実習を通して、人前に立つ度
胸がついたように思います。また、実習をや
ってみると、生徒の態度や発言から、私の説
明が伝わったのかが分かり、改善するべき点
を知ることができて、非常にためになりまし
た。やはり、体験することこそ、新しい発見
や反省を生み出すためには必要なことだと思
います。また、先生が最初に「とにかくいっ

ぱい教壇実習を行い
ましょう」と言って
くださった理由が実
感できました。
最後に、これから

実習を迎える方々へ。
実習は本当に大変だ
と思いますが、1日1
日を大切にして、精
一杯頑張ってきてく
ださい。

教育実習を終えて（数学）
埼玉県白岡町立白岡中学校　ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　齋藤　光雪
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私は10月12日から11月5日までの四週間、
小学校で教育実習を行なった。教育実習の間
には宿泊学習や、PTA主催のイベント・地域
と学校で開催しているイベントがあった。
まずは、四週間の流れをざっと紹介する。
一週目は、指導教諭の授業を中心に様々な先
生の授業を見学させていただいた。他にも、校
長、副校長の講話、養護教諭の保健指導、栄養
士の給食指導があった。二週目には一度授業を
させてもらったほか、授業見学を行なった。週
の最後には、宿泊学習に帯同した。三週目、四
週目には授業を1日に3時間前後行なった。
全期間を通じて放課後は、教材研究や行事

の準備の手伝いをして過ごした。また、研修
会があるときは参加させていただいた。
この実習では多くのことを学ばせていただ

いた。ここからは学んだことを幾つか列挙し
ていく。
まず授業についてだが、なんといっても教

材研究が大切だということを学んだ。1日に5
時間、様々な科目を教える小学校の教師が教
材研究するのは凄く大変であると感じた。中
学・高校と違って、専門的な知識を教えるわ
けではないので手を抜いても、既存の知識で
教えることが出来てしまうこともある。しか
し、子ども達の発想や疑問は時に本質を鋭く
とらえるので、教材研究していないと答えら
れないことが多々あった。そういう時のため
に教材研究していく必要が在ると感じた。
他にも、児童の活動から引き出していくこ

と大切に授業を展開していくことの大切さと
難しさを学んだ。授業を作っている段階で、
児童の反応を予想し展開していこうとするこ
とでさえ難しかった。実際に授業をすると予
想通りに反応が返ってこないため、より難し
いと感じた。しかし、上手くいくと教師の働
きかけなくても児童同士で学びあう授業が展
開出来た。
次に学級経営の大切さがわかった。小学校

では1日児童とともにする。授業もほとんど担
任が指導し、担任と学級の児童との関係が非
常に大切である。それを良好にするためにも

学級経営が大切なのである。ただの仲良しと
いうだけでなく、メリハリのある学級を作る
ことが大切だと感じた。経営はすぐにできる
わけではなく、日々の積み重ねで出来るもの
で、しっかりとした方針をもって経営してい
くことが必要だと教わった。また、厳しい指
導した後には、その後に必ずフォローし児童
に嫌な気分をずっと持たせないようにするこ
と、最後にはみんな笑顔で迎えられるように
経営していくことを目標にしていけば結果は
付いてくるという言葉も頂いた。
他にも、教師間の協力が重要だということ

も学んだ。毎日のように授業を行い、行事な
ど授業以外の仕事も多く、一人でやるには大
変である。同じ学校の教師と協力して行なう
ことが大切であった。授業作りも他の先生と
相談すれば、早く、そして良い授業が作るこ
とが出来た、また、行事の運営なども一人で
はとてもできるようなものではないと感じた。
既に経験のある先生の話を聞いたり、管理職
から意見を求めたりして考えていくことが大
切だと思った。児童のトラブルでも同様に、
相談して解決を図っていくことが大切なのだ
と教わった。
以上が実習期間で学んだことである。最後

に全体を通じて考えていたこと、感じたこと
を述べる。
それは教壇実習では、毎回自分なりの考え、

テーマを持ってやることが重要で、試行錯誤
すべきということである。実際に指導の経験
のない実習生はミスしても大丈夫だと思って
いろんなことに挑戦していくべきだと思う。
色々なことを試して、評価を受けることで指
導の幅が広がるからだ。一つのスタイルにこ
だわらず、見学で学んだことをたくさん試し、
自分にあってる、学級にあってる、そういっ
たことを確認していき、研究授業で一番あっ
たものをすることが出来ればいいと思う。実
習期間は、教材研究なども大変で辛い部分も
あったが、それ以上に児童と実際に触れ合え
ることが楽しいと感じることが出来る。頑張
って楽しくて有意義な実習にして下さい。

教育実習を終えて（小学校）
横浜市立上矢部小学校　経済学部経済学科4年　高橋　辰樹
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介護等の体験を終えて
文学部日本語日本文学科日本語学専攻3年　和知　奈緒佳

１　特別支援学校
私は神奈川県立中原養護学校の小学校４年生
のクラスで、２日間の体験をしました。この学
級には肢体不自由の障害のある児童が４人通っ
ています。少人数ですが、一人ひとり違う症状
を抱えており、それぞれに合った接し方をする
ことが求められていました。
このクラスの中で私が一番長く見させていた
だいた児童は、話すことも、気持ちを表現する
ことも上手に出来ませんでした。私たちが普段
しているようなコミュニケーションは通用せず、
ゆっくりと表情の変化を見守らなければなりま
せん。表情から気持ちを読み取る作業は素人の
私には大変でしたが、接しているうちに、少し
ずつ気持ちが読み取れるようになりました。嬉
しいときには、口角が上がったり、声にならな
い声を発したり、一生懸命に喜びを表現してく
れます。普段せかせか動いている私たちでは見
逃してしまうような小さなサインですが、この
サインを読み取れた時は、涙が出そうになるほ
ど感動しました。こういう子ほど、ほとんどの
行動を誰かと共にしなければならない分、きっ
と私たちよりも言葉にはならない気持ちや意志
がたくさんあるのだろうと思いました。
また、この学校にはチャイムがありません。

ここでは、行動の全てが勉強だということから、
チャイムを鳴らさないのだそうです。最初は少
し違和感がありましたが、子どもたちが、学校
に来るだけでも大変なのに、何をするにも全力
で頑張る姿を見て納得しました。
これらの体験を通して私が強く感じたのは、

こころにゆとりを持ってじっくり見守ること、
そこから少しずつ一緒に取り組んでいくこと
の大切さです。ここでは子どもも大人も、障
害の有無も関係なく、何事にも時間をかけて
でもじっくり取り組んでいました。当たり前
にチャイムが鳴る、時間に区切られた生活を
していた私たちにはなかなかできない大切な
ことだと思います。
もっともっと気持ちを読み取れるようになり
たい、一緒に楽しみたい、そう思いながらあっ
という間に過ぎた２日間でした。

２　社会福祉施設
社会福祉施設では、柿生アルナ園で５日間の
実習をしました。この施設は、入居ほかに、シ
ョートステイ、デイサービス、地域包括の事業
などがあり、来ている方が日によって違います。

実習前までの想像とは違い、とても活気のある
環境でした。
実習中、デイサービスのお手伝いをさせてい
ただいたのですが、デイサービスにいらっしゃ
るお年寄りは要介護度が低く、様々なお話をさ
せていただきました。茶道教室にも参加させて
いただき、初心者の私にも親切に教えてくださ
いました。お話の中でも「辛いことがあるから
こそ人生は楽しい」などと話していただき、や
はり人生の先輩だなと実感しました。
また、死と隣り合わせの空間であるという現
実も、体感させていただきました。特に印象に
残ったのは、入居者の95歳の女性が「もう死
にたい。こんなところにいるのはつまらない。」
とおっしゃったことです。認知症のため、繰り
返し同じことを話していた女性の突然のしっか
りとした一言に私は驚き、戸惑いました。「そ
んなことおっしゃらないでください。」と言う
ことしか私にはできませんでしたが、死と隣り
合わせの恐怖や、やりたいことが思うようにで
きないつらさや苦しさは、人の心を蝕んでしま
うのかもしれません。
このような体験をして思ったことは、人は誰
しも歳をとるのに、イメージがなかなか湧かず、
その現状について日常ではあまり考える機会が
ないということです。今後教育に携わることが
できたら、施設の現状や様子を子どもたちに伝
えるとともに、お年寄りにもプラスになる交流
を図ることができたらと思います。

３　実習全てを終えて
今回の実習を通して、助け合って生きていく
ことの大切さ、命の尊さを学びました。インク
ルーシブ教育や生涯学習の重要性が叫ばれてい
る昨今、私も今回学んだことを教育に生かせる
ようになりたいと強く思い、教員志望の意志が
さらに高まりました。
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１．授業づくりに必要な視点

教師の役割とは「生徒たちが学びを通して
社会とコミットしていくためのきっかけづく
りをすること」と筆者は考えている。そのこ
とを踏まえ「生徒自らが学習活動を通じ社会
で起こる様々な問題と自身とのつながりにつ
いて気づくとともに、そこから自分の価値観
や生き方を確立し、市民として社会参加のき
っかけをつかむ」ことを念頭に日々の授業に
臨んでいる。
社会科教育の本質ともいえる「市民性」「社

会参加」を視野に入れて授業づくりをするの
であれば、生徒たちの主体的な学習活動を促
すための何かしらの仕掛けづくりを考えてい
かなければならない。すなわち、知識習得型
授業から問題解決型・政策提言型授業への転
換である。
そのためには、学習指導要領によって規定

されている教科・科目の理念を踏まえつつも、
目の前にいる生徒たちの興味・関心、社会の
現状を考慮に入れながら彼ら彼女らの思考・
判断・表現のプロセスに沿った形で学習内容
を組織化していかねばならない。場合によっ
ては、教科書で扱われている学習内容を組み
換えていく作業も必要となる。
いわば、生徒たちの主体的な学習活動を実現
するためには、生徒の科学的な思考・判断プロ
セスと的確な表現力の育成を重視する探究型の
学習過程が重視されなければならないのであ
る。すなわち、「何を教えるか」（What）より
も「いかに学ぶか」（How）が授業づくりにあ
たっての重要な視点と考える。
そうした点を踏まえ、次にどのよう

な教材を開発するのかを考えていかな
ければならない。その際、社会や人間
に対するあくなき好奇心を持つことが
前提となる。それとともに、自分の身
の回りの世界全てが「教材の宝庫」で
あるという認識に立ち、積極的なフィ
ールドワークを通じて身のまわりのあ
らゆる情報を収集し、分析・解釈する
能力が必要となる。
その上で、どのような学習方法を導

入するのかを考えていかなければなら

ない。それと同時に、生徒たちへの社会参加
を視野に入れた授業を展開するには学びの雰
囲気づくりへの配慮も欠かせない。
言うまでもなく、現実社会は異なる価値観

を持った人々の集合体である。そこでは話し
合いを通じて、互いの違いを共有し、意見調
整をしながら、より良い方向に物事を運んで
いくことが不可欠といえる。そのためにはグ
ループ作業やディベート、ディスカッション
などの参加型・体験型の手法を学習活動の中
に組み込んでいく必要がある。私自身も普段
の授業においてそのような場をできるだけ多
く設定しているが、その理由は、授業で獲得
した知識・技能・態度は現実社会で活用して
こそ初めて意味を持つものと考えているから
である。
現実社会は「人々の協働の問題解決の場」

である。ならば、学習の内容・方法・形態を
現実空間にできるだけ近づけていかなければ
ならない。現代社会の矛盾をとらえ、それへ
の解決を目指し、より良い社会を築いていく。
市民としての資質はまさにここにある。そし
て、これこそが教科としての社会科（地理・
歴史・公民）の存在意義といえるのである。

２．教育実習での失敗をバネに

筆者が教員を志した理由は単純である。中
学・高校の教員になることができれば、得意
科目の地理を学ぶことができ、学んだことを
生徒たちに何かしら還元できるだろうと単純
に考えていたからである。地理に接すること

先輩教師から「未来の教育者」に対するメッセージ
商学部　兼任講師（専修大学松戸高等学校　教諭） 泉　貴久

「イギリス・グラスゴーでの国際地理学連合大会にて（左から二番目が筆者）」
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のできる職業として教員は最適な仕事と思っ
ていたのである。
地理に興味を持ったのは、幼少期のイギリ

スでの生活体験で異文化に対する寛容な態度
を身につけたこと。それと同時期に、乗り物
好きが高じて鉄道好きになったこと。小学生
の時に、列車の車窓から見える地域的な景観
の違いのおもしろさに気づき、その理由につ
いてさらに深く知ろうと思ったこと。中学生
になって、地図と時刻表を片手に、自分のい
る場所と行きたい場所との位置関係を確認し、
そこまでたどり着くルートを考え、所要時間
を算出しながら旅行計画を立案していったこ
と。高校生の時に、計画通りに旅行を実行し、
自身の空間的な視野を広げていったことなど
全ての体験がきっかけとなっている。高校で
地理を履修するとともに、大学進学に際し地
理学科を志し、そこへ入学したことは必然的
だったのだ。
しかしながら、ただ単に地理が好きだから

教員になれるというものではない。そのこと
を大学4年時の母校（公立中学校）での教育実
習で痛感した。地理を生徒たちに教えるため
の術を持っておらず、授業が成立全くしなか
ったのである。しかも、学校や生徒の実態を
考慮することなく、教科書通りに授業を進め
ようとした。中学生なら簡単に扱えると思っ
ていたが、そこは思春期の子どもたち。実習
生には簡単にはなついてくれない。結果的に
は生徒に相手にされず、満足なコミュニケー
ションがとれないまま実習を終えてしまった

ことは今でも悔いが残っている。
そこで、教員になる前にそれに相応しい資

質を身に付けることの必要性を痛感し、大学
院の門をたたくことになった。具体的には、
教科教育の理論とそれに裏打ちされた実践研
究を臨床的に行うために教育学系大学院への
進学を志したのである。
大学院修士課程進学後は社会科教育学専攻

に所属し、主に地理教育の理論研究とともに、
附属学校における仮説検証のための実験授業
を行うことで、現場での実践へ向けての力量
を養っていった。それとともに科学的な探究
方法で教材開発や授業プランを作成するスキ
ルを習得していったのである。

３．教員を取り巻く厳しい状況

それから約20年。現在は高校の社会科教諭
として主に地理を担当し、その間、多くの卒
業生を送り出し、数多くの実践を積み上げて
きた。これも学部時代に培った地理学的思考
と院生時代に培った教科教育学的観点がバッ
クボーンとして身についているおかげである。
以上、先輩教師として学生諸君へとりとめ

もないメッセージを発してきた。最後に教員
を取り巻く厳しい現状と今後の対応策につい
て言及することで本稿のむすびとしたい。
近年、子どもたちの学習意欲の低下、受験準
備に偏る学習体制、多忙化する校務とそれに伴
う研修の確保の難しさに代表されるように、教
員を取り巻く課題は山積みである。それゆえに、
「未来の教育者」たる学生諸君には教育の本質

を見失うことなく、自身の教育観を確
立していってほしいと切に願っている。
それとともに、一市民として社会と向
き合い、自分と異なる見解を持ってい
る様々な立場の人たちとの対話を通じ
て多様なものの見方を養ってほしいと
考える。そのことは教師になった時に
必ずや生きてくるはずである。幅の広
い考え方を持てる人こそ教師になって
ほしい。そのことが次世代へ向けてよ
り視野の広い人間を育てていくことに
つながっていくからである。

「国際地理オリンピック台湾大会にてロシア代表生徒とともに（後列右側が筆者）」
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私は、神奈川県立港北高校で、2009年9月

から2010年3月までの間、教科研修生として

情報科の授業に関わりました。

私が、教科研修生を申し込もうと思った理

由は3つあります。1つ目は、実際に学校教育

現場へ飛び込むことで、大学では学べないこ

とが学べると思ったから。2つ目は、教科研修

生を経験した先輩の実体験を聴き、魅力を感

じたから。3つ目は、教員採用試験の際のアピ

ールポイントになると思ったからです。

私は、教科研修が決まったときから、学校教

育現場の中で学べる、という絶好の機会を無駄

にしないように、一つでも多くのこと吸収し、

自分のものにしようと思っていました。また、

見学者ではなく研修生である、という気持ちを

常に持ち、現場の先生方の胸を借りるつもりで、

積極的に授業に参加し、教える立場に立って生

徒と関わろうと思っていました。

実際に研修が始まると、教室には私の他に、

先生が3人、外部講師の方が1人いらっしゃっ

たため、教える側の人数が想像以上に多く、

戸惑いました。新しい環境に飛び込むという

ことで、とても緊張と不安でいっぱいになり

ましたが、積極的に関わろうという気持ちが

あったので、すぐに慣れました。

教科研修生として私が行ったことは、授業

補助でした。情報科の授業は、コンピュータ

室で行われ、授業のほとんどが実習です。私

の役目は、実習中に操作や手順が分からなく

なってしまった生徒の補助をすることでした。

私が生徒の間を歩いていると、生徒が「先生」

と言って手を挙げるので、すかさずその生徒

のところへ行き、教えるということの繰り返

しでした。

教師でもなく、生徒でもない、教科研修生

という立場で見る授業というものは、とても

新鮮です。生徒側の視点からは、先生の授業

展開や発問、生徒との接し方を学ぶことがで

き、先生側の視点からは、真剣に話を聴いて

いる生徒、寝てしまった生徒、隣の友達と話

してしまっている生徒などがいるということ

と、生徒はどこに興味を持つのか、どこでつ

まずいてしまうのか、ということを学ぶこと

ができました。私は、両方の視点から見つつ、

もし自分が授業をするならば、どのように授

業をするのかを常に考えていました。

研修を行って感じたことは、大学での学び

がそのまま高校の授業に役立てられるわけで

はない、ということでした。そのため、高校

の授業を考えるためには、新たに知識を増や

すことが必要だということを痛感しました。

また、一番良かったと思うことは、生徒た

ちの活動を長期間見ることができたことです。

長い期間で生徒を見ることで、生徒の成長や

変化に気づくことができます。教育実習では

学べない教科研修生の特色だと思います。

反省点としては、生徒が手を挙げたり、困

っていたりするときは積極的に動けたと思い

ますが、それ以外のときにも、生徒と積極的

に関われたら良かったということです。

私にとって、教科研修での経験は、とても

貴重なものになりました。港北高校の先生方

や生徒たちからは、とても多くのことを学ば

せて頂きました。特に、授業の雰囲気や流れ、

生徒たちの学習活動というのは、現場でしか

学べないと思います。そのため、教科研修生

での経験が、大学での学びをより充実したも

のにしてくれます。教科研修での学びが大学

での学習に結びつき、大学での学びが現場で

の学習に結びつくと思います。将来、教師に

なることを目指している人は、是非この教科

研修生という素晴らしい機会が用意されてい

るので、積極的に参加してもらいたいと思い

ます。

教科研修生体験レポート
ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　山田　恭弘
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はじめに
「畑野先生」「なつみ先生」「ちっちゃい先

生」小学校の門をくぐれば、私は様々な呼び
名で呼ばれます。教室に入れば「来た！」と、
週一回来る私を待ちわびていたかのように子
どもたちが近寄り声をかけてくれます。今日
は何時間目にこのクラスに来るのか、朝なの
に給食は何班で食べるか、昼休みは何をする
か、生徒達は一斉に私に質問してきます。「早
くこの小学校で先生になってね！」と、嬉し
い言葉もくれます。一度挫折しかけた小学校
教諭になる夢を、ボランティアで携わった子
どもたちがもう一度目指す気持ちにさせてく
れました。これから私が行った教育ボランテ
ィアについて紹介したいと思います。

教育ボランティアのきっかけと内容
私が学生ボランティアを行ったきっかけは、

大学で募っていた貼紙を見たことでした。ボ
ランティアを始めるまでは、ボランティアは
自分とは距離があると感じていましたが、い
ざ始めるととても楽しくて今ではとても身近
なことになりました。始めた当初は、学校の
授業の合間にボランティアに行く程度の僅か
な時間で行っていましたが、今では2つの小学
校でボランティアを行うまでになりました。
ボランティア内容は、担任の先生のアシス

タントとしてクラスをサポートします。授業
についていけない子や集中できない子への個
別指導。また、特定の子だけではなく、今や
るべき事ではない事をやっている子に注意を
促し、先生の方に目を向けさせることも大事
な役割です。朝の会から参加をして、授業の
他に給食を一緒に食べたり、昼休みも一緒に
遊びます。時には学外の授業に同行させても
らったり、フィスティバルの準備も一緒に行
ったりしました。放課後は、先生方と子ども
たち1人1人の話をして、その日に見つけた小
さな発見なども先生に報告します。

ボランティアから学んだこと
クラスに入る前に、1人の子にずっと付きっ

きりにならないでくださいと、注意を受けま
した。他の子と違う事をする子は、「違う事を
やると先生が来てくれる」という誤った認識
をしてしまうからだと教わりました。そして、
他の生徒も同じ事をやり始めてしまうという
悪循環になるとのことでした。また、個別に
対応するけれど、つきっきりになってしまっ
たらその子自身のためにならなくなってしま

うので、適度な距離を作っていくことが大変
でした。
また、改めて気付かされたことは生徒と先

生の認識のギャップです。算数の時間、私達
が当たり前に使用している九九を「なぜ覚え
なくてはいないの？数えた方が早いよ」と、
言われました。生徒にとっては初めての九九。
「小学校は教える内容は簡単」と、言われます
がその逆だと思いました。どのように教えれ
ばいいか、生徒の視点に合わせて授業を作り、
普段の行いも生徒の視点を考えなくてはいけ
ないと改めて考えさせられました。
ボランティアを通してここでは書ききれな

い多くのことを学ばせてもらいましたが、や
はり“個の理解”が一番大事なのだと思いま
した。一人一人全く違った個性を持つ生徒を、
集団で教えなくてはならない先生の大変さ、
その集団をまとめるのも個を理解することが
大事であると思います。

おわりに
上記も述べましたが、私は今までボランテ

ィアをやったことがありませんでしたが、小
さなきっかけひとつに大きな学びを得ること
ができました。みなさんは“ボランティア”
と、いう響きだけで少し挑戦しづらいかもし
れませんが、少し積極的になることで大きな
学びを得ることができるので是非挑戦してみ
てください。その学びは教師になった際にも
とても役に立つことだと思いますし、なによ
り教員採用試験でも役に立ちます。さらに自
分の子どもができた時に、子どもの視点に立
って考えることができるようになると思いま
す。私は、ボランティアを通じて学んだ知識
や、出会った子どもたちや先生方に感謝を忘
れずにこれからも教育に携わっていきたいと
思います。

多摩区・3大学連携事業「学校教育ボランティア」体験レポート
文学部人文学科環境地理学専攻4年　畑野　なつみ
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専修大学附属高等学校から

「教師への道を進もうとしているみなさんへ」
専修大学附属高等学校　教諭　太齋　　潔

教員の道に一歩を刻んだみなさん、ようこ
そ、教育界に！これから、みなさんの前に
揚々たる未来が待っているのと思います、と
にかく、すべてのことをエンジョイしていき
ましょう。さて、みなさんに質問です。教員
に最も必要とされる資質は何だと思いますか。
私は、迷わず、「人間力」を挙げたいと思いま
す。「人間力」とはどのようなものだと思いま
すか。人間力とは基礎学力を基盤とした「知
的能力」、社会で生きていくために求められる
「社会的能力」、そしてこれらを生かしていく
ための「セルフプロデュース能力」で構成さ
れていると考えています。
一つ、例を挙げてみましょう。教育実習を

前に事前指導を行います。その際に「授業を
上手に展開しようとせず、誠意を持って授業
に臨んでもらいたい」と話します。簡単に言
えば、小手先の技術や知識だけで教壇に立っ
てもらいたくはない、ということです。さら
に詳しくお話しすると、実習生が持っていて
教員になくなりつつあるもの、それは「若さ」
です。生徒とのコミュニケーションをとるに
は、生徒との「距離感」は実習生の方が教員
よりもはるかに小さいはずです。生徒たちに
とっては教育実習の短い間ではあったにして
も、みなさんは一生、生徒たちの記憶の中で
は先生として輝き続けるわけです。これは、
一種の「社会的能力」ではないでしょうか。
社会的能力として、コミュニケーションをと
る能力や他人を思いやり尊重する対人関係を
学ぶ能力などが上げられると思います。また、
学問を正しく伝えるのであればコンピュータ
ーがあれば十分です。すなわち、実習生のみ
なさんが持っている知識をすべて伝えようと
するのではなく、自分の経験に基づいて生徒
に知識を伝えてもらいたい、ということです。
そのためには、自分の生き様を演出する「セ
ルフプロデュース能力」が求められるかと思
います。これが教員という職業において人間
力が求められると考えた経緯です。決して
「知的能力」を軽視しているわけではありませ
ん。当然のこととして、学校教育を通じて習
得できる基礎学力については当然、身につけ
ておくべきことであるのは言うまでもありま
せん。ただ、私の立場として、勉強はいつで
もできるものの、人間形成には若いうちにし
かできないことがたくさんあるということを
伝えたいのです。若いころに経験したころを
ベースに教員になってからの生徒への接し方
が決まってくるように感じます。クラブ活動
で流した涙や汗、友達と過ごした楽しく甘酸
っぱい時間、日ごろの勉強で身につけた知識、

すべての行動から教員生活で役立つ「技」が
あるわけです。
教員になろうと考えているみなさんにここ

で助言をさせていただこうと思います。「経験
値を上げてもらいたい」ということです。海
外に留学するのもいいし、スポーツに興じて
みるのも、アルバイトで汗水流してみるのも、
趣味を通じて自分をしっかりと見つめ直すの
もいいと思います。様々な経験を通じて数多
くの人たちと触れ合い、他人の気持ちを理解
しながら、自分自身について考えてみてくだ
さい。それを通じて、コミュニケーション能
力や人を思いやる心、未来を描く想像力や思
考力、自分のことを成長させようという強い
気持ちがみなさんの一人ひとりの心の中に生
まれ、育ってくるはずです。日本の将来を作
り上げていくのは皆さんたちです。ぜひとも
カッコいい社会人になってください。ぜひと
も、この文章を読んだ意見や感想をかいても
らいたいと思っています。
最後に、先日、私が授業で生徒たちに教え

たマザーテレサの言葉を紹を介します。
Yesterday is gone. Tomorrow has not
yet come. we have only today. Let us
begin.

追記　　過日、私はかけがえのない親友で同じ
職場の同僚を失いました。彼は常に生徒に
100%本気で接していました。学校の授業準備
や校務、部活動の指導のみならず、自分の研究
にも本気で携っていた人間でした。勤務開始も
ほぼ同じ時期、ということで20代からずっと親
友でいた人を失ったわけです。しかし、失った
親友はもう一人、中学・高校時代、まさに10代
の頃からの親友もいます。私と違い、スポーツ
万能で水球で数多くのすばらしい成績を収め、
何事にも勇猛果敢にチャレンジする親友でし
た。この二人がいたからこそ、私は教員を続け
ることができたと思います。二人の親友に感謝
しつつ、この文章を書かせていただいた機会を
いただけたことを感謝します。
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専修大学司書・司書教諭課程55年の歩み
文学部　准教授　野口　武悟・文学部　教授　荻原　幸子

１．はじめに

本学の司書・司書教諭課程は、1954（昭和29）
年の司書教諭課程設置（開講は1955年。また、
司書課程の設置は1958年）1）以来、55年の歴
史を有する。司書教諭課程は、根拠となる
「学校図書館司書教諭講習規程」（文部省令第
21号）が1954（昭和29）年8月に施行された
のを受けて設置されたもので、同規程が施行
されたその年にいち早く司書教諭課程を設置
した私立大学は、本学の他には京都女子大学
くらいであった。また、司書課程にあっても、
本学で設置する以前から設置していた私立大
学は、慶応義塾大学（図書館学校：1951年設
置）、天理大学（1951年設置）、同志社大学
（1952年設置）くらいであった2）。このように、
本学の司書・司書教諭課程は、他大学に先駆
けて設置されたものであった。本来であれば、
50年の節目に歴史をまとめておくべきであっ
たが、その機会を逃してしまったので、55年
を迎えた今、簡単にではあるがまとめておき
たいと思う。
なお、歴史をまとめるにあたっては、主に、

歴代専任教員が本学司書・司書教諭課程につ
いて記した文献（なかでも、芦谷清「本学司
書課程の変遷（覚書）」に拠るところが大きい）
と、司書・司書教諭課程の歴史に関する座談
会の内容を参考にした。座談会は、2010年8月
12日に東京・府中市のルミエール府中（市立
中央図書館）内において開催し、前任教員
（芦谷清先生、後藤暢先生）と現任教員（荻原、

野口）が参加した（写真1）（以下、人名の敬
称略）。

２．司書・司書教諭課程55年の歩み

２.１ カリキュラム

1954（昭和29）年に施行された「学校図書
館司書教諭講習規程」では、司書教諭の養成
科目として、「学校図書館通論」（1単位）、「学
校図書館の管理と運用」（1単位）、「図書の選
択」（1単位）、「図書の整理」（2単位）、「図書
以外の資料の整理と利用」（1単位）、「学校図
書館の利用指導」（1単位）、「児童生徒の読書
活動」（1単位）の7科目8単位が定められ、本
学司書教諭課程においてもこれら科目が開設
された。なお、司書教諭の資格を得るために
は、基礎資格として教育職員免許状の取得が
必要であり、そのため、司書教諭課程の履修
には、あわせて教職課程の履修も必要であっ
た（現在においても同様）。当時、本学の教職
課程（1950年設置）は二部のみに置かれてい
た3）関係で、司書教諭課程も二部のみに設置さ
れた。しかし、一部の学生も受講することは
可能であった。
1958（昭和33）年に司書課程が設置された

が、同様に二部のみに置かれた。司書・司書
教諭課程が一部にも置かれるようになったの
は1960年代半ばごろのようである4）が、明確
な時期は詳らかでない。課程設置当初のカリ
キュラムは表1の通りである。「図書館法施行
規則」（1950年文部省令第27号）に定める司

（写真１）
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書資格取得に必要な単位数は15であったが、
本学ではそれを上回る20単位を設定していた。
その後、程なくして（1960年ごろ）カリキュ
ラムが改訂されている。科目、単位数とも増
加し、科目では、当時の本学の構成学部に対
応させて「経済学資料解題」「商業学資料解題」
「法律学資料解題」を新設、また、「機械検索」
も新設された。いずれも、「図書館法施行規則」
に定める省令科目にはない本学独自の科目で
あり、とりわけ、「機械検索」は、今後、コン
ピュータ検索が普及するであろうことを予想
しての科目新設であり、きわめて先見性に富

んでいたと言えよう。単位数では、従前より
も6単位多い、26単位となった。
1960年代の半ば（おそらく、1966年～

1967年ごろか）には、再び、カリキュラムが
改訂されている。これは、1968（昭和43）年
の「図書館法施行規則」に定める省令科目改
正を先取りする形で改訂されたもので、表1の
1960年ごろ改訂のカリキュラムとは科目名も
単位数も大きく異なっている（表2）。また、
1968（昭和43）年にも、省令科目改正にあわ
せて、カリキュラムが一部改訂されている。
1968年の改訂では、単位数も41単位（選択を

表１　司書課程設置当初のカリキュラム

1958年のカリキュラム 1960年ごろ改訂のカリキュラム

区分 学　科　目 単位 区分 学　科　目 単位

通　　論 1 図書館学概論 1

学校教育並びに社会教育 1 歴　　　　史 1

歴　　史 1 社　会　学 4

教　　育 1 社 会 教 育 1

マスコミュニケイション論 2 マスコミュニケイション論 2

学校図書館通論 1

学校教育と公共図書館 1

選 択 法 1 選 択 法 1

特殊資料 1 特殊資料 1

Ⅱ Ⅱ 経済学資料解題 1

商業学資料解題 1

法律学資料解題 1

資料目録法第1部 1 資料目録法第1部 1

Ⅲ
資料目録法第2部 1

Ⅲ
資料目録法第2部 1

資料分類法 1 資料分類法 1

機械検索 1

Ⅳ
管　　理 1

Ⅳ
管　　理 1

運　　用 1 運　　営 1

参考業務 1 参考業務 1

Ⅴ
対外活動 1

Ⅴ
対外活動 1

各種奉仕 1 各種奉仕 1

社 会 学 4 教　　育 1

20 26

備考「教育」は、司書教諭課程科 備考 ・「学校図書館通論」は司書

目「学校図書館の利用指導」 教諭課程の同名科目と合併

と合併 ・「教育」は司書教諭課程科

目「学校図書館の利用指導」

と合併

図
書
館
学
Ⅰ

図
書
館
学
Ⅰ
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含む）にまで増加している。このときの
「図書館法施行規則」では19単位を履修すれば
よいとされていた。しかし、本学では「図書
館が司書有資格者に幅広い専門的な知識・技
能を期待する向きも多く、これに対応するに
は省令に掲げられた程度の単位取得では到底
不可能だと考えた」5）ため41単位としていた
のであった。1978（昭和53）年には、1968
年改訂のカリキュラムに「読書心理」という
科目がさらに追加新設された。
1983（昭和58）年には、さらにカリキュラ

ムの改訂が行われた（表3）。このときの改正
の要点として、森崎は「a.コンピュータの利用
に関する科目を増設　b.図書館経営論及び児童
図書館論の科目を設け、必修とする　c.図書館

資料論を通年科目（4単位）として内容を充実
する」6）などを挙げている。
1997（平成9）年には、「図書館法施行規則」

に定める省令科目の改正にあわせて、カリキ
ュラムが改訂され、必修科目18科目（36単位）、
選択必修科目8科目となった（表3）。必修選択
科目については、A群（表の(A)）から2科目以
上、B群（表の(B)）から2科目以上の、合計4
科目以上を修得するものとした。「資料目録法
Ⅰ部」と「同Ⅱ部」を「資料組織概説Ⅰ」と
し、「資料目録法Ⅰ部演習」と「同Ⅱ部演習」
を「資料組織演習Ⅰ」と統合した以外は、旧
科目のほとんどが新カリキュラムに組み入れ
られた。また、「生涯学習概論」と「情報機器
論」については学芸員課程との合併科目とし

表２　1960年代半ば～1980年代前半の司書課程カリキュラム

1960年代半ば改訂のカリキュラム 1968年改訂のカリキュラム

区分 学　科　目 単位 区分 学　科　目 単位

図書館学概論 2 図書館通論 2

資料選択法 2 図書館資料論 2

レファレンス・ワーク 2 参考業務 2

参考業務演習 1

資料組織論A 1 資料目録法Ⅰ部 2

資料組織論A演習 1 資料目録法Ⅰ部演習 1

資料組織論B 1 資料目録法Ⅱ部 2

資料組織論B演習 1 資料目録法Ⅱ部演習 1

資料組織論C 1 資料分類法 2

資料組織論C演習 1 資料分類法演習 1

公共図書館 4 図書館活動 4

乙
資料及び図書館史 2

乙
図書及び図書館史 2

群
情報処理機械概説 2

群
情報管理 2

資料検索論 2

社会教育 2 社会教育 2

人文科学資料 1 人文科学の書誌解題 1

丙 社会科学資料 1 丙 社会科学の書誌解題 1

群 科学技術資料 1 群 自然科学技術の書誌解題 1

視聴覚資料 2 視聴覚教育 2

コミュニケイション論 2 マス・コミュニケーション 4

指 学校図書館 2 指 学校図書館 2

定 社 会 学 4 定 社 会 学 4

37 41

備考「学校図書館」は、司書教諭 備考「学校図書館」は司書教諭課

課程と合併 程と合併

甲
群
〈
必
修
〉

甲
群
〈
必
修
〉
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た。この年の改訂では、2年生以上の在学生等
が1996年度までに取得した旧科目の単位を、
新科目の単位として読み替える措置が取られ
た。新旧科目の読み替えに関する詳細は、別
途、「学習ガイドブック」等に掲載された
「読み替え一覧表」を参照されたい。
1999年度には、「学校図書館司書教諭講習

規程」の改正による司書教諭課程カリキュラ
ムの改訂があり、司書教諭課程に新たに
「学校経営と学校図書館」「学習指導と学校図
書館」「学校図書館メディアの構成」「読書と
豊かな人間性」「情報メディアの活用」の計5
科目（10単位）が置かれ、この5科目すべて
が司書教諭課程の必修科目とされた。これに

表３　1983年度～2000年度の司書課程カリキュラム

1983年改訂のカリキュラム 1997年改訂のカリキュラム

区分 学　科　目 単位 区分 学　科　目 単位

図書館学通論＊ 2 図書館概論 2

図書館資料論＊ 4 図書及び図書館史 2

参考業務　　□ 2 生涯学習概論 2

参考業務演習□ 1 資料組織概説Ⅰ＊ 2

資料目録法Ⅰ部＊ 2 資料組織概説Ⅱ＊ 2

資料目録法Ⅰ部演習＊ 1 資料組織演習Ⅰ 1

資料目録法Ⅱ部 2 資料組織演習Ⅱ 1

資料目録法Ⅱ部演習 1 児童サービス論＊ 4

資料分類法＊ 2 情報検索 2

資料分類法演習＊ 1 情報検索演習 1

図書館活動＊ 4 図書館資料論＊ 4

図書及び図書館史 2 情報サービス概説 2

青少年のための図書館活動― 2 レファレンスサービス演習 1

児童図書館論　　　　　　□ 図書館サービス論＊ 2

図書館施設・設備と経営―図 2 コミュニケーション論 2

書館経営論　　　　　　　□ 図書館経営論＊ 2

専門資料論 2

図書館特論 2

社会教育（A） 2 社会学（A） 4

社会学（A） 4 情報機器論（A） 2

マス・コミュニケーション（A） 4 学校図書館（A）＊ 2

視聴覚教育（A） 2 マスコミュニケーション（A） 4

情報管理（B） 2 読書心理（B） 2

コンピュータ概論（B） 4 コンピュータ概論（B） 4

コンピュータ実習（B） 2 コンピュータ実習（B） 2

情報検索（B） 2 資料特論（B） 2

読書心理（B） 2

学校図書館＊ 2

備考 ＊印の科目は司書教諭課程の 備考 ＊印の科目は司書教諭課程の

必修科目 必修科目

選択科目は（A）、（B）からそ 選択必修科目は（A）、（B）か

れぞれ2科目以上履修 らそれぞれ2科目（４単位）

以上履修

必
修

必
修

選
択
必
修

選
択
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よって、司書課程の選択必修科目であった
「学校図書館」は、司書教諭課程科目の「学校
経営と学校図書館」と「学習指導と学校図書
館」に置き換えられた。従来、司書教諭課程
は司書課程科目のうち7科目を必修科目（表3
の＊印の科目）とし、その他を選択科目とし
て設定されていたのが、この年より、司書課
程と司書教諭課程は独立した2つの課程という
位置づけとなった。そこで司書課程では、司
書教諭課程科目である上記2科目を選択必修科
目とし、逆に司書教諭課程は、必修科目であ
る前述の5科目のほかに、司書課程科目の一部
を選択科目として開講した。このような両課
程の相互乗り入れのカリキュラムは、本学の
特色の一つとして現在まで継続している。な
お、このとき以来、現在に至るまで司書教諭

課程についてはカリキュラムの改訂は行われ
ていない。
2001年度からは、司書課程は必修科目が13

科目（28単位）、選択必修科目6科目、選択科
目3科目のカリキュラムとなった（表4）。選択
必修科目は3科目（6単位）以上を修得するも
のとし、選択科目については、履修を奨励す
る一方で、最終的には学生の判断に委ねるも
のとした。全般的に、文部科学省令に沿った
必修科目と必修選択科目を設定し、さらに
「コンピュータ概論」「コンピュータ実習」「社
会学」等の科目が廃止された。2003年度には、
法学部、経済学部、商学部、文学部では、「生
涯学習概論」と「情報機器論」を除く司書課
程及び司書教諭課程科目が「自由選択修得要
件単位」に算入できるという形で、卒業要件

表４　2001年度～現在の司書課程カリキュラム

2001年改訂のカリキュラム 2006年改訂のカリキュラム

区分 学　科　目 単位 区分 学　科　目 単位

生涯学習概論 2 生涯学習概論 2

図書館概論 2 図書館概論 2

図書館経営論 2 図書館経営論 2

図書館サービス論 2 図書館サービス論 2

情報サービス概説 2 情報サービス概説 2

レファレンスサービス演習 1 レファレンスサービス演習 1

情報検索 2

情報検索演習 1 情報検索演習 1

図書館資料論 4 図書館資料論 2

専門資料論 2 専門資料論 2

資料組織概説 2 資料組織概説 2

資料組織演習 2 資料組織演習 2

児童サービス論 4 児童サービス論 2

図書及び図書館史 2 図書及び図書館史 2

資料特論 2 資料特論 2

コミュニケーション論 2 コミュニケーション論 2

情報機器論 2 情報機器論 2

図書館特論 2 図書館特論 2

読書心理 2

学校経営と学校図書館 2 学校経営と学校図書館 2

学習指導と学校図書館 2 学習指導と学校図書館 2

マスコミュニケーション 4

備考 選択必修科目は３科目（６単 備考 選択必修科目は2科目（４単

位）以上履修 位）以上履

必
修

選
択
必
修

選
択

選
択

選
択
必
修

必
修
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単位として認められるようになった。
そして、2006年度には、必修科目の「情報

検索」、選択必修科目の「読書心理」「マス コ
ミュニケーション」の廃止、及び、「図書館資
料論」「児童サービス論」を2単位とする改訂
が行われた（表4）。ここにおいて本学のカリ
キュラムは、省令科目通りの必修12科目、選
択必修5科目（うち２科目以上修得）となり、
今日に至っている。
なお、2009（平成21）年の「図書館法施行

規則」の改正により、司書資格取得に必要な
文部科学省令科目が改められ、本学でも、
2012（平成24）年度よりカリキュラム改訂を
予定している。現在は、新カリキュラムの検
討作業を行っているところである。

２.２ 担当教員

本学司書・司書教諭課程に初めて専任教員
が着任したのは、1969（昭和44）年のことで
あり、公共図書館を専門とする竹内 であっ
た7）。1954（昭和29）年に司書教諭課程が設
置されてから15年後のことである。
この間、上述した授業科目は、兼任講師と

学内各学部や教職課程の専任教員の兼担で担
われていた。1955（昭和30）年に開講した司
書教諭課程担当の兼任講師は、阪本一郎、杉
山康彦、鈴木英二、深川恒喜、横山孝次郎、
若林元典の5氏であり、いずれも当時の学校教
育、学校図書館分野の第一線で活躍していた
研究者、実践者たちであった。その後、司書
課程の増設にあわせて、椎名六郎、藤川正信、
清水正三ら、やはり図書館学分野の第一線で
活躍していた研究者、実践者が兼任講師とし

て加わった8）。なかでも、椎名は、前述した
1960年ごろのカリキュラム改訂において大き
な役割を果たしたとされる9）。
初代専任教員の竹内は、「早くから講義を進

めるために、『NDC』『NCR』『図書館ハンドブ
ック』『日本の参考図書』などのtoolや参考図
書は、学生一人一人に貸与できるように研究
室に備えなければならないと考え、購入の予
算要求を行」10）うなど、本学司書・司書教諭
課程の教育・研究環境の基礎が整えられてい
った。また、竹内は、司書・司書教諭課程の
教育・研究の充実のためには専任教員の増員
が必要と考え、大学当局に「司書課程担当教
員の増員について」という要望書を提出する
（1977年12月）などの働きかけを続けた。こ
うして、1979（昭和54）年、学校図書館を専
門とする芦谷清を専任教員として迎えること
となった。すなわち、竹内（公共図書館）、芦
谷（学校図書館）という2人体制が確立したの
である。この専任教員体制は、荻原（公共図
書館）、野口（学校図書館）の現在に引き継が
れている。
1981（昭和56）年、竹内が図書館情報大学

（現、筑波大学）に転出し、後任に森崎震二が
着任した。森崎は1994（平成6）年に定年を
迎え、後任には後藤暢が着任した（なお、後
藤は1978（昭和53）年より兼任講師を務めて
いた）。また、1996（平成8）年には芦谷が定
年を迎え、後任には荻原幸子が着任した。さ
らに、2004（平成16）年には後藤が定年を迎
え、後任として2006（平成18）年に野口武悟
が着任している（表5）。歴代専任教員のうち、
森崎は、2006（平成18）年に逝去された。

表５　本学司書・司書教諭課程の歴代専任教員

氏　名 所　属 在　職　期　間 専門分野

竹内　� 文学部 1969年4月～1981年3月 公共図書館

芦谷　清 経営学部 1979年4月～1996年3月 学校図書館

森崎震二 文学部 1981年4月～1994年3月 公共図書館

後藤　暢 文学部 1994年4月～2004年3月 公共図書館

荻原幸子
経営学部　→

1996年4月～現在に至る
公共図書館

文学部 生涯学習政策論

野口武悟 文学部 2006年4月～現在に至る
学校図書館

教育メディア論
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なお、現在においても、司書・司書教諭課
程の教育は、多くの兼任講師の先生方に支え
られていることは言うまでもない。1970年代
より毎年神田キャンパスで行っている専任教
員と兼任教員の懇談会（打合せ会）は、教員
相互の貴重な情報交換の場となっている。
2010年度現在、司書・司書教諭課程科目の約
55％（一部・二部合計）が兼任講師によって
担われている。司書・司書教諭課程の教育・
研究さらなる充実を考えるとき、長期的には、
増員を含む専任教員体制のあり方の検討も必
要であろう。

２.３ 学生との関わり

（1）受講学生数
近年、司書・司書教諭課程の受講学生数が

大幅に増加している。特に、司書課程の受講
学生の増加が著しい。ここ3年の推移を見ても、
2008年度542人、2009年度593人、2010年
度650人（いずれも、一部・二部の合計）と
いう具合で、3年間で100人以上も増えている。
就職難を反映して、履歴書に書ける資格のひ
とつとして司書、司書教諭を取得したいとい
う意識の学生が増えているのかもしれない。
森崎によると、1984年度の司書課程の履修者
数は118人であった11）というから、2010年度
の受講学生数は1984年度の実に5.5倍という
ことになる。大学全体の学生数の増加を考慮
しても、この増加率は目をみはるものがある。

（2）授業での指導
初代専任教員の竹内は、「学生に主体的に学

習させることを重視し、課題やレポートをつ
ぎつぎに提出させつつ、授業を展開した」と
芦谷は述べている12）。また、「専修大学司書課
程の特徴」（1993年）にも、「個々の学生個人
を教育対象とするのは竹内 時代からの学風
であり、森崎の受けたアメリカ流の慶応図書
館学校の学風の延長でもあった」と述べられ
ている。そして、「授業においては、教師から
の個々の学生に対する問いかけが重視され、
また、教科によっては教室内のグループ討議
が組織される」13）。この学風は、現在において
も、1科目あたりの受講学生が30人前後の二

部の授業では確実に受け継がれている。一方
で、前述のとおり、年々、受講学生が増加し、
1科目あたり150～200人程度の一部の授業に
おいては、ついつい一方的な講義に陥りがち
である。当初の学風に鑑み、絶えず授業方法
の改善を試みているところである。

（3）図書館実習
図書館実習は、大学によっては科目化して

必修化しているところもあるが、本学では、
一貫して科目としてではなく、夏季休暇期間
中（8月～9月）などを利用して希望者のみの
実施となっている（学生の指導は「図書館特
論」内で実施。また、専任教員が実習先を訪
問し、実習館との意見交換を行っている）。な
お、1985年からは、学生の就職活動に考慮し
て春季休暇期間中（3月）に図書館実習の時期
を変更した14）が、近年は、図書館側の受け入
れ体制等の問題もあり、再び、夏季休暇期間
中の実施が多くなっている。

（4）就職懇談会の開催
1974（昭和49）年ごろより毎年実施してい

る行事の1つに、司書課程就職懇談会がある。
これも竹内が始めたもので、1990年代までは、
毎年4月～5月ごろに実施していた。現在は、
毎年11月～12月ごろに神田キャンパスで実施
している。内容としては、「卒業生で図書館あ
るいはこれに関係深い企業に就職した数人を
招き」、「職場のようす、就職試験に対する心
がまえ、司書課程への要望などを話してもら」
15）っている。小松孝則は、1998年に「専修大
学司書課程における就職指導―就職懇談会を
中心に―」と題する論稿を『図書館雑誌』に
寄せている16）が、それによると、当時は1回の
就職懇談会に3～5人の卒業生を招いて開催して
いたようである。現在は、1人の卒業生からじ
っくり話を聞くスタイルになっている。近年、
図書館における正規職員の採用は著しく少ない
状況であり、就職は厳しい。こうした状況にあ
って、就職懇談会への学生のニーズも高く、ニ
ーズに応えられる就職懇談会を今後も企画して
いきたい。なお、先の小松の論稿によると、
1970年代から課程を履修する4年生に対して一
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人30分ほどかけて司書・司書教諭課程の専任教
員が進路希望を聞き、指導を行う個別の「面接」
も就職懇談会とは別に行われていたとあるが、
現在は行われていない。

（5）図書館見学会等の開催
その他、司書課程では、伝統的に図書館見学
会を実施してきた。現在も、年1回、見学会を
開催している。また、1990年代までは、製本
講習を後期授業開始日前日に行っていた17）。こ
れは、業者の協力を得て手かがり製本を1日か
けて習得するもので、「図書館資料論」（通年科
目）の授業と連動しての行事であった（後述す
るライブラリークラブとも共催）が、同科目の
半期化等もあり、現在は行っていない。

（6）ライブラリークラブへの助言
1970年代に司書課程卒業生と履修学生のコ

ミュニケーションを図る意味で、手作り雑誌
『芸窗』（うんそう）が創刊された18）（写真2）。
1980（昭和55）年以降は、同誌の発行は、ラ
イブラリークラブという大学公認のサークル
に引き継がれ19）（専任教員が顧問を務めてい
る）、現在も年に1回発行されている。同クラ
ブでは、このほか、長期休暇期間中の合宿
（メンバーの研究報告などを行う）、図書館見
学などを行っており、これらには卒業生や専
任教員が参加することもある。

２.４ その他

本学司書・司書教諭課程では、課程の教育
と研究の成果を発表する場として、また、他
大学との情報の交流を図る場として、1984
（昭和59）年に『専修大学図書館学・司書課程
年報』（ISSN0912-8719）を創刊した（写真3）。
各号が筆者（野口）の手元に残っているが、
各号とも専任、兼任教員の意欲的な研究論文
等が多数掲載されている。また、当時の司
書・司書教諭課程の教育の一端を知る貴重な
資料ともなっている。しかし、残念なことに、
1995（平成7）年の第6号を最後に休刊状態と
なっている。ただし、その後、1998（平成10）
年からは本誌（『パッソ　ア　パッソ』）が毎
年刊行されており、『専修大学図書館学・司書
課程年報』は間接的にはその前身のひとつと
言ってもよいだろう。

３．おわりに

以上、本学司書・司書教諭課程の55年の歩
みを整理してきた。設置当初からのカリキュ
ラムはもとより、図書館実習や就職懇談会な
どの各種の行事に表される、かつての諸先生
方の熱意や工夫、先見性等には、ひたすら頭
の下がる思いである。こうした歴史的な経緯
のもとに、現在の恵まれた状況があるという
ことを改めて実感し、感謝するとともに、身
を引き締めて引き継いでいかなければと自戒
している。また、今日までの司書・司書教諭

（写真２）
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課程の活動においては、歴代の教務課職員の
方々による、極め細やかな支援があってのこ
とであり、このことも特に改めて記しておき
たいと思う。こうした様々な感慨の念を持つ
ことができたということも含めて、節目の年
に、必ずしも詳細な内容というわけではない
が、このような形で記録にとどめておくこと
の意義は大きいと考えている。
なお、史料的な問題もあり、現時点で年代が
確定できない事柄や詳らかでない事柄も少なく
なかった。本稿で取り上げた内容について、あ
るいは司書・司書教諭課程全般に関わる史料等
をお持ちの方、ご存知の方がいましたら、筆者
までご一報いただけると幸いである。

謝辞

本稿をまとめるに当たり、芦谷清先生、後
藤暢先生には、貴重なご助言、ご示唆をいた
だきました。ここに記して感謝申し上げます。
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東京子ども図書館での実習では、普段の授
業だけではわからない貴重な体験をさせてい
ただきました。東京子ども図書館のことは2年
程前に同じ職場の方を通じて知りました。小
さい頃から何度も読んだピーターラビットの
絵本を訳された石井桃子さんのかつら文庫や
東京子ども図書館のことを知った時は嬉しく、
文庫の見学や大人のためのお話会にもお邪魔
しました。そんなこともあり、今回の実習を
受け入れていただけたことは私にとって本当
に幸運でした。
東京子ども図書館は東京にある4つの文庫

（石井桃子さんのかつら文庫、土屋滋子さんの
2つ土屋児童文庫、館長の松岡享子さんの松の
実文庫）が集まって発足した私立図書館です。
児童の直接サービスの他に大人のための資料
室の運営を行っています。資料室には日本全
国の昔話や世界の昔話が揃えられていました。
そのほかに機関誌や子どもと本やお話に関す
る本の発行・講演・講座の開催、人材育成な
どさまざまな活動を行っています。
4日間の実習では編集や資料室の各担当の方

からお話を伺い、児童室での実習や本の会
（選書会議）、わらべうた講座、勉強会にも参
加させていただきました。児童室の実習では
最初に自分の名前を平仮名で書いた名札を作
りました。児童室はカードでの貸出を行い、
貸出時は字が書ける子どもにはカードに自分
で名前と年齢を記入してもらいます。貸出は3
歳からで、初めて本を借りる前に図書館の決
まりを守ることを約束してから署名をするこ
とになっていました。子どもと職員の方がお
互いに顔が見える形でしっかりと結びついて
いるように感じました。いよいよ子どもが児
童室にやってきました。ほとんど身近で子ど
もに接する機会がなかったため、緊張しまし
た。この図書館ではいつでも子どもが読みた
い時に職員の方が読み聞かせをしているので
す。職員の方が私を子どもに紹介してくれた
おかげで、子どもからおもしろい本を教えて
もらえました。それは動物が絵の中に隠れて
いる絵本で職員の方が教えてくれた本だそう
です。絵本の読み聞かせも2人の女の子にする
機会がありました。ちゃんと読めているのか、
読むスピードは速すぎないかと不安でしたが、
私と一緒に読んだ本を借りてくれたときは嬉
しかったです。その後、年齢別のお話会を見

学させてもらいました。職員の方のお話もお
もしろく、真剣にお話を聞いている子どもた
ちの姿も印象的でした。
また、本の会（選書会議）も見学させてい

ただきました。児童室の蔵書にするかどうか
は職員の方が書店で購入したり、寄贈された
りした本をこの会で検討し、決めます。1冊の
資料を3名以上の職員の方が読み、評価します。
3名以上の職員の方が賛成しなければ児童室に
排架されないのだと伺いました。本の会での
職員の方の評価や感想を聞き、表記の仕方や
言葉のリズム、絵と文字のバランス、物語の
つながり等、非常に細かく図書が選ばれてい
ることに驚きました。シリーズ物の図書でも1
冊ずつ丁寧に選書されていました。また歴史
や事実関係がきちんと描かれているかも検討
され、改めて幅広い知識が必要なのだと感じ
ました。
そのほかに、読書キャンペーンという児童

室の催し物の写真を見せていただきました。
この催し物は本を読んでもらうことを目的と
したもので、1年に１回開かれます。毎回テー
マがおもしろく、写真から楽しさが伝わって
いました。今回の実習の中で職員の方が子ど
もによい本に出会ってほしいという思いでさ
まざまな活動をなさっていることがわかりま
した。また、図書館員は子どものこと、本の
ことをよく知らなければいけないことを学び
ました。子ども時代に好きな本に出会えたこ
とは私にとって本当にかけがえのないもので
す。そして、その本と私を結び付けてくれる
人や図書館があったから出会えたのだなと思
います。本と人を結びつける図書館員はやは
り素晴らしく重要な仕事なのだということを
とても感じさせてくれる実習でした。

図書館実習を終えて
公益財団法人 東京子ども図書館　科目等履修生　山口　晶子
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卒業生から　―私が司書になった理由―
専修大学図書館生田本館・分館勤務　生駒　光太（平成20年度法学部法律学科卒業）

『なんとなく』から『仕事にしたい』へ
私は大学に入学する前まで、司書はおろか、

図書館にすらそれほど興味を抱いたことはあ
りませんでした。司書資格を取得しようと思
った経緯も、親しい先輩からの「何か資格を
勉強したほうが良い」という助言からで、教
職より取得単位数の少ない司書を“なんとな
く”選んだのがきっかけです。
最初のうちは司書の授業を学んでいても、

それほど熱意を持てなかった私ですが、法学
部で法律を学ぶ傍ら、司書の授業が良い頭の
気分転換になっていきました。また、楽しく
も非常に為になる授業を展開してくださった
素晴らしい先生方のおかげもあり、2年次の中
頃には、図書館という空間、その在り方に好
奇心を抱くようになり、そしてそこで働く司
書という職業に強い憧れを持つようになりま
した。

『憧れ』と『現実』
その憧れが仕事に就きたいという志望に変

わるのはすぐでした。ただ、そこには厳しい
現実がありました。正規の司書採用は非常に
狭き門です。私は就職試験に向け勉強を続け
る中で、不安を抱くようになりました。就職
自体に対してもそうですが、それ以上に自分
の目指しているものに対しての不信感です。
私は大学に入学してからの教養だけでしか、
図書館を知りませんでした。これから私が進
む現実はとても漠然としていて、未来がぼや
けてみえました。
そんな風に思っていたある日、司書課程の

授業のあと、先生から専修大学図書館で学生
アルバイトを募集しているので誰か働いてみ
ないかと話がありました。先走ってしまった
……と少し思ったのですが、そう思う頃には
自分の手は挙がっていました。

『経験』と『観察』
実務を経験し、観察することで図書館業務

全般の流れを把握し、現実の図書館を知ろう
と思い行動した結果、私は専修大学図書館神
田分館で働くことになりました。

ここでの経験は本当に自分の視野を広げて
くれました。図書館の業務といっても様々な
分野に及ぶこと、資料の電子化、業務委託・
指定管理者制度等の運営形態の変化、異なる
図書館間での相互協力など、図書館の現実を
考える上でのテーマは尽きることはありませ
んでした。何よりも現場で働いている司書、
職員の方々との触れ合いが一番の刺激になり、
働いていて充実感を感じました。
4年次に神奈川県立図書館に実習に行った事

も含め、こうした現場での経験が漠然として
いた現実を、厳しくも鮮明なものにしてくれ
ました。

『現在の私』
現在の私は、縁もあり専修大学図書館生田

本館・分館にて閲覧業務を担当しています。
業務内容としては、カウンターでの貸出・返
却などの利用者対応や書架での配架作業とい
った基本的な事が主です。開館・閉館作業や、
図書館内の施設巡回も我々の大事な仕事の一
つです。それ以外にも展示係や統計係など、
閲覧スタッフそれぞれに役割が課せられてい
るので、それらを通常業務の合間にこなした
りしてします。

司書の資格を取得しようとする動機は人に
より様々だと思いますが、私はなんとなく取
得しようとしたことで人生が変わりました。
それに、司書課程を通じて知り合った仲間の
コミュニティは現在でも私の宝物です。もし、
漠然と司書に志望を抱いている人がいるなら、
一度この世界に飛び込んでみることを私は勧
めたいです。司書課程で学んでいることが、
より現実味を増してよく理解できるようにな
ります。
私がこの先、ずっと図書館と関わる仕事を

続けていけるかは私自身の意志と頑張り次第
ですが、少なくとも今は司書という仕事、そ
れを取り巻く環境が好きです。司書として働
くため、その仕事を通して人間として成長す
るために、努力を続けていくつもりです。
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2010年4月より、「博物館実習」の科目を担
当しています。専修大学の学芸員課程は、少
人数の実習が特色であり、これまで全国に優
秀な学芸員を輩出してきております。自らの
力は微力ではありますが、課程を支えてくだ
さる教職の先生方、職員の方々にご協力いた
だき、学ぶ学生の情熱を合わせて、よりいっ
そうの発展の力となれますよう、努力をして
まいります。どうぞよろしくお願い致します。

―１―
2010年3月まで私は大学の附属博物館で勤

務していました。博物館の活動には、資料収
集、保管、展示、教育活動などがありますが、
日本の大学の博物館では、各々のスクールカ
ラーを活かしながら、様々な取り組みを行な
っています。私は前の職場で、幸運にもまず
博物館を立ち上げ、その活動を軌道に乗せて
いくという貴重な経験をさせていただきまし
た。世の中の「仕事」すべてにいえることで
すが、博物館を運営するのにも常に周囲の理
解が必要です。私自身は、人と環境に恵まれ、
人生の中でかけがえのない学芸員生活を送る
ことができました。
実際の仕事としては、大学の情報発信の一

環として、研究資料の情報を整理し資料化す
ること、その成果を広く一般に公開すること
に努めてきました。大学では多様な立場で
数々の研究が行なわれており、それを「展示」
という形で公開するためには、ある部分にお
いてトータルコーディネイトしていく必要が
あります。その中で、常に大学の中での博物
館の望ましい形を求め、「博物館の存在意義」
の命題に取り組んできました。大学内にある
博物館の風景をどのように描けばいいのかと。

―２―
私は専門として、江戸時代の陶磁器、特に

「伊万里焼」の歴史について考古学的な視点か
ら勉強してきました。17世紀の初め、佐賀県
の有田町において日本で初めて焼成された磁
器、それが「伊万里焼」であり、この「伊万
里焼」がどのように生産されてきたのか、窯
跡の発掘調査資料から考察を加えてきました。
「伊万里焼」は、17世紀後半には世界に輸出さ
れた世界商品でした。東南アジアへ、そして
ヨーロッパヘ向けて、また太平洋を越えてガ
レオン船に乗ってメキシコへも運ばれていま
す。現在多くの研究者によってその概要が明
らかにされています。
私もその交易の実像を追って、2010年9月

にベトナム中部のホイアンに行きました。ホ

イアンの町は、1999年にユネスコの世界遺産
に登録されていて、旧市街の町並は、建築史
学のうえでも貴重な文化財となっています。
トゥボン川沿いに開けたこの町は、17世紀の
朱印船貿易の時代に作られた日本町のあった
場所としても名高く、チャンフー通りの西に
は、日本人が作ったという伝承の残る「日本
橋」があります。
ここをフィールドとして菊池誠一教授を代

表とする昭和女子大学のチームが町並の保存
活動に協力し、発掘調査も行なってきました。
現在2006年に発掘した資料の実測調査が行な
われており、今回はそのメンバーに加えてい
ただきました。
ホイアンでは、交易の中で受容された17世

紀から19世紀までの中国・日本の陶磁器が出
土しています。陶磁器は土の中でくさらず、
時代を映す鏡として、遺跡の中で重要な資料
となります。発掘調査では出土した地点を記
録し、遺物を取り上げていますが、時代を追
って資料を分析していくと、アジアの中でど
のようにモノが動いているのか、その手がか
りをつかむことができます。実際に17世紀の
陶磁器の様相をみると、16世紀末から17世紀
前半には中国製品が中心ですが、17世紀後半
の一時期、日本製品に変化するということが
解っています。
実測調査では、出土した陶磁器の成形や施

文などを実際に測りながら、細かく観察して
いきます。白い素地に青色顔料で文様を描く
青花磁器は、筆で絵を描く製品ですから、そ
の動きを忠実に辿ることができるように、す
みずみまで観察します。目を凝らしてみると、
碗の底部には当時使用した時にできた無数の
擦り傷が確認できたりします。このような1点
1点の陶磁器の観察から、傾向を読み取ること
で、陶磁器の生産地、その当時の流行など
様々なことが復元できるのです。今回の実測
調査の成果は、昭和女子大学のチームでまと
めている報告書に掲載される予定です。
しかし、ホイアン市と昭和女子大学のチー

ムの調査成果は、報告書の出版のみではなく、
ホイアン旧市街の貿易陶磁博物館の中で、市
民や観光客に展示として紹介されています。
貿易陶磁博物館は、20世紀前半に建てられ

た住宅を利用しています。入口には帆船の模
型が置かれ、この港を介して広く大洋を通じ
て世界と繋がっているイメージが膨れ上がり
ます。ここは建物の修築保存の際に、日本と
ホイアン市との協力体制でできた博物館で、
その構造は、町の気候に合わせた木造です。
トゥボン川の洪水の時には水没してしまうた

博物館のある風景
文学部　講師　 島　裕之
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め、1階から2階へ素早く荷物を運ぶ出し入れ
口が、現在も残っています。
ホイアンの街には、他にも同じように民家

を利用した民俗博物館や寺院の建物を利用し
た歴史文化博物館があります。ホイアンの街
の博物館は、その歴史の舞台を最大限に活か
し、展示がその環境に溶け込んでいる点、目
の前の空間全てが展示として成りたっている
ことに特徴があるといえます。

―３―
実はこのホイアンの博物館の事例が、大学

の博物館の望ましい姿ではないでしょうか。
博物館が看板を大きく掲げ、「どうだ」とばか
りに自己主張しているのではなく、環境に溶
け込み必然的に文化活動を行なっているとい
う理想―。
日本の大学博物館は、ここ数十年の中で増

加した傾向がありますが、欧米の大学では、
大学博物館が１つの研究機関として大きな役
割を持ち、その大学の地位を高める役割も果
たしています。日本では大学設置基準の中に
図書館は施設として必ず置くことになってい
ますが（「大学設置基準第36条」）、博物館はそ
の条件にはなっていません。そうしたことが
大学の附属博物館の形が様々であるという要
因であり、その活動は運営に直接携わってい
る方々のたゆまぬ努力につきるという、現状
を生み出しているように思います。
専修大学には現在、博物館という施設があ

りません。しかし図書館やサテライトキャン

パスなどで、研究発表や資料の展示が催され
ています。また、大学所蔵資料を活用した地
域の博物館との連携も行なわれています。つ
まり大学に「博物館」が生まれる基礎は、十
分にあるといえるでしょう。本学の場合、神
田キャンパス、生田キャンパスと性格の異な
る学びの環境があり、各々の環境に調和した
博物館のゾーニングも可能でしょう。
学生の皆さんには、大学の博物館も含め

様々な博物館を見学し、ぜひその風景にも目
を向けてほしいと思います。展示資料や解説
だけでなく、博物館のある風景、目の前全て
が展示に見えた時、その博物館はそこでの存
在意義を高らかに表現しているといえるのか
もしれません。そして、もし専修大学にも博
物館があったらと、理想の博物館像を頭の中
で描いてもらいたいと思います。さらに大学
に博物館があることの意義を考えてもらえた
らと思います。大学でせっかく博物館につい
て、学んでいるのですから。あなたがまず博
物館の良き理解者になること。そんな積み重
ねによって大学を支える学生、教職員、卒業
生、地域の人々の間で理解者が増加すれば、
環境に溶け込んだ博物館の姿も「現実」にな
ると思います。いつの日か専修大学に博物館
のある風景を―。
これがホイアンの町の風景に溶け込んだ歴

史の展示を見学し、ふと空を見上げて思った
ことの１つです。まず、はじめられることか
らはじめてみませんか。

ベトナム・ホイアン旧市街の街並 ベトナム・ホイアン市貿易陶磁博物館

貿易陶磁博物館の帆船模型 ホイアン出土陶磁器実測調査風景
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今回私は、群馬県の高崎市歴史民俗資料館で
実習をさせていただきました。少しだけ館の説
明をさせていただきます。ここは昭和53年に村
役場の建物をそのまま資料館へと造り変えたと
いう、特殊な歴史を持った館でもあります。展
示内容は主に昔の生活用品であり、かまどやい
ろり、ちゃぶ台などが置かれた複数の部屋に分
かれています。また駄菓子屋や昔の学校を模し
た空間もあります。“記憶の部屋”と題された、
戦時中のことが学べる空間もあります。私はこ
こで、県内のもう一人の大学生の方と一緒に実
習をさせていただきました。
博物館実習の内容、期間、服装等は館によ

って異なるそうです。服装は動きやすい私服
でした。
期間は8月4日から13日で、月曜日が休館日

のため9日が休みで、計9日間でした。1日目
から最終日まで学芸員の方が組んでくださっ
たプログラムに沿って行われました。1日目、
2日目はバックヤードを含む館の見学や農具の
洗浄をさせていただきました。館のすべての
部屋と展示物の説明を聞き、来客の際の応対
に備えました。見学者として館を利用すると
き絶対に足を踏み入れないのがバックヤード
ですが、想像以上にたくさんのものがありま
した。保存されている展示物が所狭しと積ま
れており、これを一人で掃除したり並べ替え
たりする学芸員の方は大変だなあと心の底か
ら思いました。
洗った農具は犂です。私の祖父母の家は農

家で、農具には馴染みがあると思っていたの
ですが、実際に洗ったのは初めてで、当時の
土が出てきたりもして、今でも感触が生々し
く残っています。たわしと金だわしを使って、
水で洗浄しました。
3日目、4日目は徒歩と、学芸員の方の運転

で、館の近くにある古墳やお寺、用水の見学
をさせていただきました。群馬県は大和政権
時代、力を持っており、古墳の数が奈良に次
いで全国2位と言うことを知り、とても驚きま
した。自分の住んでいる地域には実は数多く
の歴史資料があることを知りました。また、

この2日間は日本史の講義をうけているようで
したが、講義と違うことは、自分の足で現地
に向かったことにより、身に付き方と記憶の
残り方に差ができたことだと思います。
５日目から最終日にかけては、館の企画展

に合わせたミニ企画展を任され、実際に展示
をさせていただきました。『高崎が沈んだ日～
明治43年の大水害～』ということで、雨具の
コーナーを担当させていただき、館にあった
雨下駄やこうもり傘などをお借りして、展示
を作りました。今回の実習において私が一番
不安だったのはこれでした。博物館の展示な
んてしたことがなかったし、人に見せられる
ものが完成させられるのだろうかと、実習が
始まる前からそればかり考えていました。し
かし、一緒に展示を行った、もう一人の実習
生の方や、館のみなさんのおかげで、無事形
にすることができました。これは8月31日～9
月26日まで展示され、私が神奈川に戻ってか
ら両親も見に行ってくれました。達成感も味
わえ、今後に活かせるよい経験と思い出にな
りました。
今回の実習において私が一番感じたことは、

学ぶことは楽しいということです。館を訪れ
るのは、小学生が大半だそうです。子供たち
は、今の自分たちと同じような身分や立場の
庶民が昔実際に使っていたものを見学して、
生き生きとしながら帰るそうです。昔の生活
用品には、作った人々の工夫が見られます。
それらはもちろん今私たちの生活に欠かせな
いものへと受け継がれています。また、歴史
を学ぶ私たちの生活もまた、歴史になってい
きます。それを楽しそうに話す学芸員の方の
話を聞いているのはとても楽しかったです。
館では機織体験も実施しており、専門の先生
が週2回館に来て、体験をさせてくれるそうで
す。私も少し体験させていただきました。
高崎市歴史民俗資料館は、とてもアットホ

ームなところです。働いている方みなさんが
優しく、丁寧に接してくださり、たいへんの
びのびと実習させていただくことができ、感
謝しています。

博物館実習を終えて
高崎市歴史民俗資料館　文学部人文学科哲学人間学専攻3年　落合　　瞳
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博物館実習を終えて
米沢市上杉博物館　文学部人文学科歴史学専攻3年　中村　友紀

私は地元の米沢市上杉博物館で実習をさせ
ていただきました。文学部の歴史学専攻所属
のため、歴史関係の博物館で実習がしたいと
思い、この博物館を希望しました。
米沢市上杉博物館は、上杉家に関する展示

を主とした体験型の博物館です。カフェやシ
ョップの他に、上杉家に関する情報や地元の
歴史を学ぶことができる情報ライブラリーが
あります。また、子どもたちが地元の伝統的
技術を体験できたり、季節に合わせてワーク
ショップが開催される体験学習室も設けられ
ており、誰でも気軽に遊びに来られる施設で
す。さらに、県立の多目的ホール置賜文化ホ
ールも併設されており、コンサートや能を演
じる際に利用されます。上杉神社に近いこと
もあり、博物館には地元の人々だけではなく
観光客も多く訪れます。
私にとって博物館実習は、憧れていた学芸

員の仕事を体験できるためとても楽しみでし
たが、同時に大きな失敗をしたり、分からな
いことがあって恥を掻いたら嫌だなという不
安も抱いていました。
実際に実習をしてみると、学芸員の方が丁寧
に説明をしてくださったため、与えられた作業
をきちんとこなすことができました。また、学
芸員・博物館の仕事について新しい知識を沢山
得ることができ、充実した実習になりました。
実習期間は8月23日から28日で、私を含め

13名が参加しました。
実習内容は、毎朝職員の方々と同じく朝礼

に参加することから始まります。その後の作
業はその日ごとに変わり、様々な体験をしま
した。例えば、博物館に収蔵されている刀剣
や掛け軸といった実物の資料の手
入れや扱い方を学習しました。ま
た、展示をする際の工夫や注意点
についても説明していただきまし
た。実習内容の中心は資料を扱う
ことや展示についてでしたが、一
見学芸員の仕事とは関連しないよ
うな、図録の運搬やもぎり・チケ
ット販売といったフロント業務も
体験しました。
実習をしていて一番強く感じた

ことは、学芸員の仕事内容は実に
多岐にわたるものであり、知らな
いことがたくさんあるということ

です。現場で求められる技術は、授業中に学
習したことだけが全てではありません。実習
をとおして、普段の授業の中だけでは学べな
いことを体験でき、とても充実していました。
特に資料の保存が想像以上に大変だという

ことが実感出来ました。博物館＝展示と考え
てしまいますが、その裏ではこの世に2つと無
い貴重な資料を、できるだけ完全な形で後世
に残すための努力が日々なされていました。
博物館に求められる展示と保存という全く相
反することを実行するには何が必要とされて
いるのか、理解できました。
もうひとつ印象に残っていることは、ガイド
ブックの作成とプレゼンです。小学校中学年か
ら中学生を対象として、常設展示室の案内を作
成するという課題でした。私は小学校中学年を
中心に考え、漢字に読み仮名をふり、キャラク
ターを入れるなど子供でも興味をもてるデザイ
ンにしました。また、秋から常設展示室内で国
宝洛中洛外図屏風の原本展示が始まるので、子
供たちに屏風をじっくり見てもらうため解説を
入れて作りました。他の実習生はガイドブック
を巻物型にしたり、クイズを取り入れ展示室全
体を見て回るようにするといった工夫をしてい
ました。他の実習生のプレゼンを聞くことで、
自分のガイドブックに足りないことや、着目し
ていなかったことについて改めて考え直すこと
ができ、とても勉強になりました。
学芸員資格を取得しようとしている皆さん

にとって、この体験は絶対無駄になりません。
実習先を探すことから始まり大変だと思いま
すが、積極的な姿勢で実習に臨み、素晴らし
い経験ができるように是非頑張ってください。
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私は家具の博物館で実習を行いました。こ
ちらの博物館はフランスベッド社の工場の一
角にあり、非常に小さい博物館です。しかし
その博物館の静かな雰囲気が良く、また普段
からインテリアを見る事が好きだったので、
家具の博物館で実習をしたいと思い、実習館
とさせていただきました。
始めにこの博物館は工場の中の空いている

スペースに作ったので、施設としてはきちん
とした倉庫もなく不十分である事と、“雑芸員”
と呼ばれていた頃の仕事をしてもらうという
説明がありました。そして実際に行ってみる
と、雑用とも思われることを行いました。ま
ず毎朝家具の掃除から始まります。椅子や箪
笥を硬く絞った雑巾で水拭きとから拭きをし
ます。しかし同じ掃除でも家具にはそれぞれ
個性があるため、それに見合った拭き方をし
なくてはなりません。例えば桐箪笥は水拭き
をしてしまうと水を吸い込んでしまいカビに
なってしまうので、から拭きで拭かなくては
ならないのです。こうして初日の初仕事から
展示物に直接触らせていただくという、貴重
な体験をさせていただきました。どの展示物
においても共通して言えると思いますが、見
ているのと実際に触ってみるのとでは全く違
うという事を掃除を通して実感しました。ど
こが壊れそうになっているのか、どのように
動かせばよいか、この家具はどのようにして
使われていたのかといったことが、実際に自
分の手で触れてその展示物と向き合う事で分
かるのだという事を学びました。
掃除が終わると、倉庫にしまう家具を保存し
ておくために梱包する作業を行いました。これ
は倉庫の設備が整っていないから行うそうです。
まず家具の寸法を測り、その長さに約＋10㎝し
て家具の胴周りに巻く段ボールを作成します。
完成すると実際にその段ボールを巻いてみてか

ら再び測定し、上下につける蓋の長さを算出し
てそれに合わせて蓋を作成します。そして全く
家具が動かない事を確認してから、蓋が動かな
いように紐を巻き、作品番号を貼って完成とな
ります。始めは学芸員の方と一緒に行いました
が、徐々にもう一人の実習生と2人で作成する
ようになりました。最終日には時間もなかった
ことから、2人で話し合って作業の効率化を図
るために、蓋がこれくらいの大きさになるだろ
うからと図面上で長さを算出して、蓋の部分と
胴周りに巻く部分の段ボールを同時進行で作成
しました。しかし段ボールの厚みを考えていな
かったため、蓋のサイズが合わず、ぎゅうぎゅ
うになってしまいました。いくら時間がなくて
作業時間を短縮したいからと言っても、やはり
一つ一つきちんとこなしていかなくてはならな
いことを身にしみて実感しました。
その他にも日本全国から送られてくる博物

館の図録やリーフレットを棚に入れて整理す
る作業や、家具の博物館で使われる冊子の製
本作業を行いました。
中には学芸員はやらない仕事も行ったそう

ですが、掃除は作品をよりよく知る事ができ、
梱包作業においては、もし博物館の倉庫の設
備が不十分であったらどうすれば良いのかと
いう対処方法を学ぶことができました。また
図書整理ではしていくうちに全国の博物館が
どこにあるかを覚え、知ることができ、製本
作りでは冊子の内容が頭に入ってくるなどと、
それぞれに学芸員になる為に重要な肥やしと
なる事を実習し、学ばせていただきました。
このように一見雑用と取られがちなことでも、
それは必ず学芸員になるために必要な要素が
含まれており、自分にとってもプラスとなる
何かしらが含まれていて、どのようなことで
もそれぞれに意味があることなのだと実習を
通して学ぶことができました。

博物館実習を終えて
財団法人家具の博物館　文学部日本語日本文学科日本文学文化専攻3年　柳浦　紋佳
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経 済  
 

法 
 

経 営  
 

商 
 

 
 
 
 
文 
 
 

 
 
 
ネットワーク情報 

人 間 科 学 部  

大 学 院  
科 目 等 履 修 生  
小 計  
合 計  

経 済 学 科  
国 際 経 済 学 科  
法 律 学 科  
政 治 学 科  
経 営 学 科  
商 業 学 科  
マーケティング学科 
会 計 学 科  
日本語日本文学科 
日 本 語 学 科  
日本文学文化学科 
英語英米文学科  
人 文 学 科  
哲 学 科  
歴 史 学 科  
環 境 地 理 学 科  
人文・ジャーナリズム学科 
心 理 学 科  
ネットワーク情報
学 科  
心 理 学 科  

学　部 合計 年　　　　　　次 1　年 2　年 3　年 4　年 小　計 
学　　　　　　科 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 

教
　
　
　
　
　
　
　
　
職 

2部 
 25 4 48 16 33 13 22 7 128 40 168 
 5 － 16 － 9 － 7 － 37 － 37 
 29 8 28 13 26 12 19 10 102 43 145 
 15 － 11 － 16 － 8 － 50 － 50 
 33 － 49 － 27 － 15 － 124 － 124 
 － － － － － － 4 － 4 － 4 
 36 3 34 10 30 15 28 6 128 34 162 
 2 － 5 － 9 － 8 － 24 － 24 
 － － 57 － 42 － 42 － 141 － 141 
 22 － － － － － － － 22 － 22 
  27 － － － － － － － 27 － 27 
  32 － 37 － 22 － 32 － 123 － 123 
  － － 64 － 39 － 52 － 155 － 155 
  9 － － － － － － － 9 － 9 
  44 － － － － － － － 44 － 44 
  4  － － － － － － － 4 － 4 
  7  － － － － － － － 7 － 7 
  － － 3 － 3 － 5 － 11 － 11 
  15 － 26 － 38 － 27 － 106 － 106 
  7 － － － － － － － 7 － 7 
  23 － － － － － － － 23 － 23 
  9 － － － － － － － 9 － 9 
  － 34 － － － － － － － 34 34 
  344 49 378 39 294 40 269 23 1,285 151 

1,436 
  393 417 334 292 1,436

経 済  
 

法 
 

経 営  
 

商 
 

 
 
 
 
文 
 
 

 
 
 
ネットワーク情報 

人 間 科 学 部  

大 学 院  
科 目 等 履 修 生  
小 計  
合 計  

経 済 学 科  
国 際 経 済 学 科  
法 律 学 科  
政 治 学 科  
経 営 学 科  
商 業 学 科  
マーケティング学科 
会 計 学 科  
日本語日本文学科 
日 本 語 学 科  
日本文学文化学科 
英語英米文学科  
人 文 学 科  
哲 学 科  
歴 史 学 科  
環 境 地 理 学 科  
人文・ジャーナリズム学科 
心 理 学 科  
ネットワーク情報
学 科  
心 理 学 科  

学　部 合計 年　　　　　　次 1　年 2　年 3　年 4　年 小　計 
学　　　　　　科 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 

司
　
　
　
　
　
　
　
　
書 

2部 
 2 2 8 8 3 3 6 13 19 26 45 
  4 － 3 － － － 2 － 9 － 9 
  10 5 8 9 7 4 5 6 30 24 54 
  1 － 2 － 7 － － － 10 － 10 
  1 － 8 － － － 1 － 10 － 10 
  － － － － － － 2 － 2 － 2 
  3 1 4 4 10 － 4 2 21 7 28 
  － － － － － － 2 － 2 － 2 
  － － 56 － 54 － 53 － 163 － 163 
  10 － － － － － － － 10 － 10 
  34 － － － － － － － 34 － 34 
 11 － 10 － 7 － 4 － 32 － 32 
  － － 48 － 56 － 29 － 133 － 133 
 14 － － － － － － － 14 － 14 
  35 － － － － － － － 35 － 35 
  6 － － － － － － － 6 － 6 
  5 － － － － － － － 5 － 5 
  － － 1 － 3 － 8 － 12 － 12 
  8 － 6 － 7 － 4 － 25 － 25 
  4 － － － － － － － 4 － 4 
  4 － － － － － － － 4 － 4 
  4 －  － － － － － 4 － 4 
  － 9 － － － － － － － 9 9 
  156 17 154 21 154 7 120 21 584 66 

650
 

  173 175 161 141 650

経 済  
 

法 
 

経 営  
 

商 
 

 
 
 
 
文 
 
 

 
 
 
ネットワーク情報 

人 間 科 学 部  

大 学 院  
科 目 等 履 修 生  
小 計  
合 計  

経 済 学 科  
国 際 経 済 学 科  
法 律 学 科  
政 治 学 科  
経 営 学 科  
商 業 学 科  
マーケティング学科 
会 計 学 科  
日本語日本文学科 
日 本 語 学 科  
日本文学文化学科 
英語英米文学科  
人 文 学 科  
哲 学 科  
歴 史 学 科  
環 境 地 理 学 科  
人文・ジャーナリズム学科 
心 理 学 科  
ネットワーク情報
学 科  
心 理 学 科  

学　部 合計 年　　　　　　次 1　年 2　年 3　年 4　年 小　計 
学　　　　　　科 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 

司
　
　
書
　
　
教
　
　
諭 

2部 
 － － 1 1 － － － 1 1 2 3 
  2 － － － － － － － 2 － 2 
  1 － 2 － － 1 1 1 4 2 6 
  － － － － － － － － － － － 
  － － － － － － － － － － － 
  － － － － － － 1 － 1 － 1 
  1 － － 2 2 － 1 － 4 2 6 
  － － － － － － － － － － － 
  － － 12 － 5 － 4 － 21 － 21 
  3 － － － － － － － 3 － 3 
  5 － － － － － － － 5 － 5 
  3 － － － 2 － － － 5 － 5 
  － － 3 － 2 － 3 － 8 － 8 
  1 － － － － － － － 1 － 1 
  3 － － － － － － － 3 － 3 
  － － － － － － － － － － － 
  － － － － － － － － － － － 
  － － － － － － － － － － － 
  2 － － － 1 － 3 － 6 － 6 
  － － － － － － － － － － － 
  1 － － － － － － － 1 － 1 
  4 － － － － － － － 4 － 4 
 － 1 － － － － － － － 1 1 
  26 1 18 3 12 1 13 2 69 7 

76
 

  27 21 13 15  76

経 済  
 

法 
 

経 営  
 

商 
 

 
 
 
 
文 
 
 

 
 
 
ネットワーク情報 

人 間 科 学 部  

大 学 院  
科 目 等 履 修 生  
小 計  
合 計  

経 済 学 科  
国 際 経 済 学 科  
法 律 学 科  
政 治 学 科  
経 営 学 科  
商 業 学 科  
マーケティング学科 
会 計 学 科  
日本語日本文学科 
日 本 語 学 科  
日本文学文化学科 
英語英米文学科  
人 文 学 科  
哲 学 科  
歴 史 学 科  
環 境 地 理 学 科  
人文・ジャーナリズム学科 
心 理 学 科  
ネットワーク情報
学 科  
心 理 学 科  

学　部 合計 年　　　　　　次 1　年 2　年 3　年 4　年 小　計 
学　　　　　　科 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 2部 1部 

学
　
　
　
　
芸
　
　
　
　
員 

2部 
 3 1 2 2 2 － 1 1 8 4 12 
  1 － 1 －   － 2 － 4 － 4 
  1 2 2 2 2 －   1 5 5 10 
  1 － － － － － － － 1 － 1 
  1 － 5 － － － － － 6 － 6 
  － － － － － － 1 － 1 － 1 
  － 1 1 － 4 － 6 － 11 1 12 
  － － － －   － 1 － 1 － 1 
  － － 2 － 20 － 6 － 28 － 28 
  4 － － － － － － － 4 － 4 
  6 － － － － － － － 6 － 6 
  3 － 1 － 3 － － － 7 － 7 
  － － 12 － 41 － 9 － 62 － 62 
  11 － － － － － － － 11 － 11 
  34 － － － － － － － 34 － 34 
  4 － － － － － － － 4 － 4 
  6 － － － － － － － 6 － 6 
  － － － － 1 － － － 1 － 1 
  2 － 1 － 3 － － － 6 － 6 
  1 － － － － － － － 1 － 1 
  2 － － － － － － － 2 － 2 
  2 － － － － － － － 2 － 2 
  － － － － － － － － － － － 
  82 4 27 4 76  26 2 211 10 

221 
  86 31 76 28 221

平成22年度　資格課程履修者数
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平成22年度　教員免許状取得状況一覧

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

申
請
件
数
 

授
与
件
数
 

免
許
種
類
 

教
科

 

経
済
学
科
 

国
際
経
済
学
科

経
営
学
科
 

商
業
学
科
 

会
計
学
科
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
 

人
文
学
科
 

心
理
学
科
 

日
本
語
日
本
文
学
科
 

英
語
英
米
文
学
科
 

ネッ
トワ

ーク
情
報
学
科
 

経
済

学
 

経
営

学
 

商
学

 

文
学

 

 法
律
学
科
 

政
治
学
科
 

経
済
学
科
 

法
律
学
科
 

商
業
学
科
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
 

法
学

 

経
済

学
 

商
学

 

社
会
 
国
語
 
英
語
 
数
学
 
小
計
 
地
理
歴
史
 
公
民
 
情
報
 

国
語
 

商
業
 

書
道
 
英
語
 
数
学
 
小
計
 
社
会
 
国
語
 
英
語
 
小
計
 
地
理
歴
史
 
公
民
 
商
業
 
国
語
 
英
語
 

小
計
 
合
計
 

情
報
 

中
学
一
種
 

高
校
一
種
 

高
校
専
修
 

中
学
専
修
 

一
部
 

研
究
科
 

ニ
部
 

神
田
 

生
田
 

一
部
 

研
究
科
 小
　
　
計
 

科
目
等
履
修
生
 

小
　
　
計
 

合
　
　
計
 

11
11

11
12

23
―

―
34

7
7

9
7

16
―

―
23

1
1

2
3

5
―

―
6

0
0

0
2

2
―

―
2

3
3

2
2

4
―

―
7

0
0

0
2

2
―

―
2

―
―

―
―

0
―

―
―

―
0

―
6

6
―

―
6

―
5

5
―

―
5

7
7

9
7

3
15

34
―

―
41

6
6

8
3

2
14

27
―

―
33

37
37

43
36

79
―

―
11
6

31
31

34
30

64
―

―
95

2
2

5
5

―
―

7
2

2
4

4
―

―
6

29
29

42
4

46
―

―
75

27
27

37
3

40
―

―
67

22
22

26
26

―
―

48
20

20
24

24
―

―
44

9
9

9
11

20
―

―
29

5
5

8
7

15
―

―
20

―
―

0
0

0
―

―
0

0
0

―
―

0
0

0
―

―
0

0
0

―
―

0
0

0
―

―
0

0
0

―
―

1
2

2
5

1
1

2
3

7
12

―
―

1
2

2
5

1
1

2
3

7
12

61
29

22
9

12
1

65
65

12
23

42
4

26
11

24
8

1
2

2
5

1
1

2
3

7
38
1

46
27

20
5

98
51

46
10

21
37

3
24

7
19
9

1
2

2
5

1
1

2
3

7
30
9

12
12

12
14

26
―

―
38

11
11

10
12

22
―

―
33

5
5

3
6

9
―

―
14

4
4

2
6

8
―

―
12

5
5

3
4

7
―

―
12

5
5

3
3

6
―

―
11

4
4

4
6

10
―

―
14

3
3

4
5

9
―

―
12

0
1

1
2

―
―

2
0
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

北海道 白樺学園高等学校 情　　報 経営 経営

北海道 白樺学園高等学校 情　　報 経営 経営

北海道 帯広市立帯広第八中学校 英　　語 文 英語英米文

岩手県 専修大学北上高等学校 公　　民 経済 経済

岩手県 専修大学北上高等学校 公　　民 経済 国際経済

岩手県 専修大学北上高等学校 英　　語 文 英語英米文

岩手県 岩手県立不来方高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

岩手県 専修大学北上高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

岩手県 専修大学北上高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

秋田県 秋田県立大館鳳鳴高等学校 英　　語 文 英語英米文

秋田県 秋田県立湯沢高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

宮城県 宮城県仙台南高等学校 公民（政治経済） 文 心理

福島県 学校法人松韻学園福島高等学校 公　　民 経済 経済

福島県 福島県立郡山高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

福島県 福島県立会津高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

福島県 福島県立郡山東高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

福島県 福島県立郡山東高等学校 英　　語 文 英語英米文

茨城県 茨城県立鉾田第一高等学校 公　　民 商 マーケティング

茨城県 茨城県立鬼怒商業高等学校 商　　業 商 会計

茨城県 茨城県立土浦第三高等学校 商　　業 商 会計

茨城県 清真学園高等学校・中学校 英　　語 文 英語英米文

茨城県 茨城県立鹿島高等学校 英　　語 文 英語英米文

茨城県 茨城県立水海道第一高等学校 英　　語 文 英語英米文

茨城県 常陸大宮市立大宮中学校 社　　会 文 人文 環境地理学

茨城県 水戸市立内原中学校 社　　会 文 人文 環境地理学

茨城県 龍ヶ崎市立愛宕中学校 社　　会 文 人文 環境地理学

栃木県 宇都宮市立宮の原中学校 社　　会 経済 経済

栃木県 栃木県立宇都宮中央女子高等学校 地理歴史 経済 経済

栃木県 那須塩原市立東那須野中学校 社　　会 経済 経済

栃木県 栃木県立栃木商業高等学校 商　　業 商 マーケティング

栃木県 栃木県立宇都宮商業高等学校 商　　業 商 マーケティング

栃木県 栃木県立足利清風高等学校 商　　業 商 会計

栃木県 足利市立西中学校 社　　会 文 人文 歴史学

栃木県 宇都宮市立陽南中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

群馬県 群馬県立嬬恋高等学校 地理歴史 経済 経済

群馬県 群馬県立前橋女子高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

群馬県 前橋市立鎌倉中学校 英　　語 文 英語英米文

群馬県 群馬県立桐生女子高等学校 地理歴史（地理） 文 人文 環境地理学

埼玉県 春日部共栄高等学校 公　　民 商 マーケティング

埼玉県 上里町立上里中学校 社　　会 商 マーケティング

埼玉県 所沢市立東中学校 社　　会 商 マーケティング

北
海
道
・
東
北

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東

平成22年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

埼玉県 三芳町立藤久保中学校 英　　語 文 英語英米文

埼玉県 さいたま市立白幡中学校 社　　会 文 人文 歴史学

埼玉県 久喜市立久喜中学校 社　　会 文 人文 社会学

埼玉県 埼玉県立浦和北高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

埼玉県 鴻巣市立鴻巣西中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

埼玉県 白岡町立白岡中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

千葉県 柏市立富勢中学校 社　　会 経済 経済

千葉県 柏市立柏高等学校 地理歴史 商 マーケティング

千葉県 千葉県立国分高等学校 地理歴史 商 マーケティング

千葉県 千葉県立匝瑳高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

千葉県 銚子市立銚子高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

千葉県 香取市立山田中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

千葉県 千葉県立柏中央高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

千葉県 専修大学松戸高等学校 英　　語 文 英語英米文

千葉県 千葉敬愛高等学校 地理歴史（日本史） 文 人文 歴史学

千葉県 敬愛学園高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

千葉県 君津市立八重原中学校 社　　会 文 人文 歴史学

千葉県 専修大学松戸高等学校 公　　民 文 心理

千葉県 千葉県立長狭高等学校 公　　民 文 心理

千葉県 千葉県立君津商業高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 東亜学園高等学校 公　　民 経済 経済

東京都 専修大学附属高等学校 公　　民 経済 国際経済

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 経済 国際経済

東京都 京華商業高等学校 商　　業 商 マーケティング

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 東京都立狛江高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

東京都 専修大学附属高等学校 国語（現代文） 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 専修大学附属高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 練馬区立南が丘中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 日本大学第一高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京都立新宿高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 白梅学園高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 専修大学附属高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 葛飾区立東金町中学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 八王子高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 専修大学附属高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立成瀬高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立三田高等学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 世田谷区立松原小学校 全　　科 文 英語英米文

東京都 狛江市立狛江第三中学校 英　　語 文 英語英米文

東京都 東京都立上水高等学校 地理歴史（世界史） 文 人文 歴史学

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東
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平成22年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

東京都 大東文化大学第一高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

東京都 下北沢成徳高等学校 地理歴史（日本史） 文 人文 歴史学

東京都 東京都立東大和南高等学校 地理歴史（世界史） 文 人文 歴史学

東京都 日本学園中学校・高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

東京都 青稜中学校・高等学校 社　　会 文 人文 歴史学

東京都 専修大学附属高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 東京都立清瀬高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 東京成徳大学高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 東京都立府中高等学校 地理歴史 文学研究科 地理学

神奈川県 神奈川県立舞岡高等学校 地理歴史 経済 経済

神奈川県 神奈川県立弥栄高等学校 地理歴史 経済 経済

神奈川県 横浜市立桜丘高等学校 公　　民 経済 経済

神奈川県 相模原市立緑が丘中学校 社　　会 経済 経済

神奈川県 横浜市立大正中学校 社　　会 経済 経済

神奈川県 横浜市立上矢部小学校 全　　科 経済 経済

神奈川県 神奈川県立大和西高等学校 公　　民 経済 国際経済

神奈川県 厚木市立睦合東中学校 社　　会 経営 経営

神奈川県 神奈川県立向の岡工業高等学校 公　　民 商 マーケティング

神奈川県 神奈川県立商工高等学校 商　　業 商 マーケティング

神奈川県 横浜市立横浜商業高等学校 商　　業 商 会計

神奈川県 神奈川県立希望ケ丘高等学校国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 小田原市立泉中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立大和西高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 葉山町立南郷中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立座間高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 藤沢市立湘南台中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 秦野市立鶴巻中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立瀬谷高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 横浜市立桜丘高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立大船高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立相原高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 川崎市立はるひ野中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立平塚江南高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立大原高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立厚木東高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 横須賀市立衣笠中学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 川崎市立東高津中学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立海老名高等学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 鎌倉市立深沢中学校 英　　語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立深沢高等学校 地理歴史（世界史） 文 人文 哲学人間学

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東

関
　
　
　
　
　
　
　
　
東

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

神奈川県 神奈川県立座間高等学校 地理歴史（日本史） 文 人文 歴史学

神奈川県 小田原市立白 中学校 社　　会 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立有馬高等学校 地理歴史（世界史） 文 人文 歴史学

神奈川県 川崎市立高津高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立松陽高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

神奈川県 神奈川県立横浜栄高等学校 地理歴史（地理） 文 人文 環境地理学

神奈川県 横浜市立永田中学校 社　　会 文 人文 社会学

神奈川県 横浜市立市ヶ尾中学校 社　　会 文 心理

神奈川県 横浜市立さつきが丘小学校 全　　科 文 心理

神奈川県 横須賀市立公郷中学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 洗足学園高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 桐蔭学園高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 神奈川県立大和高等学校 英　　語 文学研究科 英語英米文学

新潟県 新潟市立新津第五中学校 社　　会 経営 経営

新潟県 新潟市立宮浦中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

新潟県 新潟県立新潟江南高等学校 英　　語 文 英語英米文

新潟県 新潟県立加茂高等学校 英　　語 文 英語英米文

新潟県 新潟県立柏崎高等学校 地理歴史 文 人文 歴史学

新潟県 新潟市立坂井輪中学校 社　　会 文 人文 環境地理学

新潟県 新潟県立柏崎高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

新潟県 新潟県立高田高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

新潟県 上越市立三和中学校 社　　会 文 人文 社会学

山梨県 富士吉田市立明見中学校 社　　会 経済 経済

山梨県 北杜市立高根中学校 社　　会 経済 経済

山梨県 甲府市立甲府商業高等学校 商　　業 商 マーケティング

山梨県 上野原市立上野原中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

山梨県 中央市立玉穂中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

山梨県 山梨県立桂高等学校 英　　語 文 英語英米文

山梨県 駿台甲府中学校・高等学校 社会･地理歴史･公民 文 人文 歴史学

山梨県 山梨県立桂高等学校 地理歴史･公民 文 人文

長野県 松商学園高等学校 公　　民 経済 国際経済

長野県 長野県小諸商業高等学校 商　　業 商 会計

長野県 上田市立塩田中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

長野県 長野県諏訪二葉高等学校 公　　民 文 人文 哲学人間学

長野県 岡谷市立岡谷東部中学校 社　　会 文 人文 哲学人間学

長野県 長野県中野西高等学校 地理歴史 文 人文 環境地理学

石川県 石川県立寺井高等学校 商　　業 商 マーケティング

石川県 石川県立飯田高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

福井県 福井県立三国高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

岐阜県 岐阜市立岐阜商業高等学校 商　　業 商 マーケティング

岐阜県 岐阜県立岐阜商業高等学校 情　　報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

甲
　
　
信
　
　
越

北
　
陸

東
　
海
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

静岡県 日本大学三島高等学校 公　　民 経営 経営

静岡県 静岡県立静岡商業高等学校 商　　業 商 マーケティング

静岡県 富士市立岳陽中学校 社　　会 文 人文 哲学人間学

静岡県 静岡市立高等学校 地理歴史（日本史） 文 人文 歴史学

愛知県 南山国際高等学校 国　　語 文 日本語日本文 日本語学

愛知県 名古屋市立守山東中学校 社　　会 文 人文 歴史学

兵庫県 報徳学園高等学校 地理歴史（日本史） 商 マーケティング

鳥取県 鳥取県立米子西高等学校 公民（倫理） 文 人文 哲学人間学

岡山県 岡山県立岡山東商業高等学校 商　　業 商 マーケティング

島根県 島根県立松江商業高等学校 商　　業 商 会計

島根県 益田東高等学校 数　　学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

広島県 広島県立広島井口高等学校 地理歴史 文 人文 社会学

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科 専攻

平成22年度　教育実習先一覧（生田）

高知県 越知町立越知中学校 社　　会 経営 経営

福岡県 柳川高等学校 地理歴史 商 マーケティング

福岡県 築上町立椎田中学校 国　　語 文 日本語日本文 日本文学文化

熊本県 専修大学玉名高等学校 商　　業 商 マーケティング

鹿児島県 天城町立北中学校 社　　会 経済 経済

鹿児島県 鹿児島高等学校 地理歴史（日本史） 経済 経済

沖縄県 沖縄尚学高等学校 地理歴史 商 マーケティング

四
国

九
　
州

・

沖
　
縄

東
　
　
　
海

近
畿

中
　
　
国
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平成22年度　教育実習先一覧（神田）

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

福島県 福島県立安積黎明高等学校 公民（現代社会） 法 政治

神奈川県 相模原市立共和中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 茅ヶ崎市立松浪中学校 社　　会 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 法 法律

栃木県 白 大学足利高等学校 公民（現代社会） 法 法律

東京都 江戸川区立篠崎第二中学校 社　　会 法 法律

千葉県 専修大学松戸高等学校 地理歴史･公民 法 法律

神奈川県 横浜市立戸塚高等学校 公　　民 法 法律

神奈川県 神奈川県立住吉高等学校 公　　民 法 法律

神奈川県 茅ヶ崎市立浜須賀中学校 社　　会 法 法律

神奈川県 藤嶺学園藤沢高等学校 日 本 史 法 法律

東
北

関
　
　
　
東

関
　
東

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

千葉県 千葉市立蘇我中学校 社　　会 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 法 政治

茨城県 日立市立十王中学校 社　　会 法 政治

埼玉県 狭山市立堀兼中学校 社　　会 法 政治

埼玉県 埼玉県立松山女子高等学校 地理歴史 法 政治

東京都 日本学園高等学校 世 界 史 法 政治

山梨県 日本航空高等学校 社　　会 法 法律

山梨県 笛吹市立一宮中学校 社　　会 法 政治

静岡県 裾野市立西中学校 社　　会 法 法律

愛媛県 宇和島市立吉田中学校 社　　会 法 法律

熊本県 九州学院高等学校 公　　民 法 法律

甲
信
越

関
　
　
　
東

東
北

平成22年度　教育実習先一覧（二部）

関
　
　
　
東

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

宮城県 仙台育英学園高等学校 地理歴史 科目等履修生

福島県 いわき市立豊間中学校 社　　会 科目等履修生

茨城県 筑西市立　下館中学校 社　　会 法学部 法律学科

埼玉県 浦和学院高等学校 公　　民 法学部 法律学科

埼玉県 埼玉県立　熊谷高等学校定時制 公　　民 法学部 法律学科

埼玉県 埼玉県立　福岡高等学校 地理歴史（公民） 法学部 法律学科

埼玉県 川口市立　芝西中学校 社　　会 法学部 法律学科

千葉県 流山市立　北部中学校 社　　会 科目等履修生

千葉県 我孫子市立　我孫子中学校 国　　語 科目等履修生

千葉県 船橋市立　海神中学校 社　　会 科目等履修生

東京都 東京都立　竹台高等学校 地理歴史（世界史） 経済学部 経済学科

東京都 共栄学園中学高等学校 地理歴史 法学部 法律学科

所在地 実　習　校　名 実習教科
実習学生

学部 学科

東京都 品川区立　浜川中学校 社会 法学部 法律学科

東京都 東京都立　第五商業高等学校 商業 商学部 マーケティング学科

東京都 明星高等学校 英語 科目等履修生

東京都 あきる野市立　御堂中学校 英語 科目等履修生

神奈川県 横浜市立　大鳥中学校 社会 経済学部 経済学科

新潟県 新潟産業大学付属高等学校 公民 科目等履修生

長野県 長野市立　柳町中学校 社会 経済学部 経済学科

徳島県 徳島県立　徳島商業高等学校 公民（現代社会） 商学部 マーケティング学科

甲
信
越

九
州
・
沖
縄

四
国

東
海

四
国
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平成22年度　図書館実習先一覧

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

北海道 帯広市図書館 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 西東京市図書館 経　　済 経済

東京都 専修大学図書館神田分館 法 法律

東京都 専修大学図書館神田分館 法 法律

東京都 三鷹市立三鷹図書館 文 日本語日本文 日本語学

東京都 練馬区立光が丘図書館 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 府中市立中央図書館 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京都立中央図書館 文 人文 哲学人間学

東京都 青梅市中央図書館 文 人文 歴史学

東京都 八王子市立中央図書館 文 人文 歴史学

東京都 東京子ども図書館 科目等履修生

関
　
　
東

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

神奈川県 専修大学図書館 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 川崎市立麻生図書館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 川崎市立中原図書館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 専修大学図書館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 川崎図書館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 川崎市立多摩図書館 文 人文 哲学人間学

神奈川県 藤沢市総合市民図書館 文 人文 社会学

神奈川県 横浜市中央図書館 文 心理

神奈川県 専修大学図書館 文 心理

神奈川県 専修大学図書館 ネットワーク情報 ネットワーク情報

山梨県 山梨県立図書館 法 法律

関
　
東

甲
信
越

平成22年度　博物館（館務）実習先一覧

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

北海道 北海道立北方民族博物館 文 人文 哲学人間学

青森県 八戸市博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

岩手県 えさし郷土文化館 文 日本語日本文 日本文学文化

岩手県 盛岡市先人記念館 文 人文 歴史学

岩手県 北上市立博物館 文 人文 環境地理学

山形県 米沢市上杉博物館 文 人文 歴史学

福島県 いわき市立美術館 文 日本語日本文 日本語学

福島県 福島県立博物館 文 人文 歴史学

茨城県 茨城県立歴史館 文 人文 哲学人間学

茨城県 古河歴史博物館 文 人文 歴史学

茨城県 日立市郷土博物館 文 人文 歴史学

栃木県 さくら市ミュージアム荒井寛方記念館 文 日本語日本文 日本文学文化

栃木県 栃木県立しもつけ風土記の丘資料館 文 人文 歴史学

栃木県 佐野市郷土博物館 文 人文 社会学

群馬県 群馬県立自然史博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

群馬県 高崎市歴史民俗資料館 文 人文 哲学人間学

群馬県 太田市立新田荘歴史資料館 文 人文 歴史学

埼玉県 埼玉県立歴史と民俗の博物館 文 人文 哲学人間学

埼玉県 埼玉県こども動物自然公園 文 人文 歴史学

埼玉県 さいたま市青少年宇宙科学館 文 人文 環境地理学

千葉県 市川市動植物園 文 日本語日本文 日本語学

千葉県 千葉県立現代産業科学館 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 東京都夢の島熱帯植物館 商 マーケティング

東京都 目黒寄生虫館 商 会計

東京都 （財）進化生物学研究所 文 日本語日本文 日本語学

東京都 弥生美術館 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 日本郵政（株）郵政資料館（逓信総合博物館） 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 家具の博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

東京都 福生市郷土資料室 文 英語英米文

東京都 民音音楽博物館 文 英語英米文

東京都 村内美術館 文 人文 哲学人間学

東京都 明治大学博物館 文 人文 歴史学

東京都 八王子市郷土資料館 文 人文 歴史学

東京都 日野市郷土資料館 文 人文 歴史学

東京都 古代オリエント博物館 文 人文 歴史学

東京都 中近東文化センター付属博物館 文 人文 環境地理学

北
海
道
・
東
北

関
　
　
　
　
　
　
東

所在地 実　習　館　名
実習学生

学部 学科 専攻

東京都 科学技術館 文 人文 社会学

東京都 板橋区立熱帯環境植物館 文 人文 社会学

東京都 東京都恩賜上野動物園 文 心理

東京都 多摩動物公園 文学研究科 歴史学

神奈川県 電車とバスの博物館 文 日本語日本文 日本語学

神奈川県 神奈川県立神奈川近代文学館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 はまぎんこども宇宙科学館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 シルク博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 三渓園 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 秦野市立桜土手古墳展示館 文 日本語日本文 日本文学文化

神奈川県 川崎市立日本民家園 文 人文 哲学人間学

神奈川県 横浜市歴史博物館 文 人文 歴史学

神奈川県 つる舞の里歴史資料館 文 人文 歴史学

神奈川県 横浜市立金沢動物園 文 人文 歴史学

神奈川県 神奈川県立フラワーセンター大船植物園 文 人文 歴史学

神奈川県 相模原市立博物館 文 人文 歴史学

神奈川県 伊勢原市立子ども科学館 文 人文 歴史学

神奈川県 川崎市市民ミュージアム 文 人文 歴史学

神奈川県 シルク博物館 文 人文 歴史学

神奈川県 カスヤの森現代美術館 文 人文 歴史学

神奈川県 横浜市三殿台考古館 文 人文 歴史学

神奈川県 遊行寺宝物館 文 人文 歴史学

神奈川県 川崎市青少年科学館 文 人文 環境地理学

神奈川県 秦野市立桜土手古墳展示館 文 人文 社会学

新潟県 新潟県立歴史博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

新潟県 新潟市歴史博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

新潟県 新潟県立植物園 文 人文 哲学人間学

新潟県 新潟県立万代島美術館 文 人文 歴史学

長野県 北野美術館 文 日本語日本文 日本文学文化

長野県 下諏訪町立諏訪湖博物館・赤彦記念館 文 人文 歴史学

長野県 松本市立博物館 文 人文 歴史学

富山県 富山市民俗民芸村 文 日本語日本文 日本語学

富山県 黒部市美術館 文 人文 歴史学

静岡県 焼津市歴史民俗資料館 文 日本語日本文 日本文学文化

愛媛県 松山市立子規記念博物館 文 日本語日本文 日本文学文化

関
　
　
　
　
　
　
東

甲
　
信
　
越

四
国

東
海

北
陸

北
海
道

・
東
北
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卒業年・学部・学科 就　　職　　先 職　名 教　科就職
年度

主な教員就職先一覧

平15 経済 ・ 経済 秦野市立堀川小学校 専　　任 全　　　科
平17 経済 ・ 経済 藤沢市立第一中学校 期 限 付 社　　　会
平17 経済 ・ 国際経済 銚子市立西中学校 専　　任 社　　　会
平 9 法　 ・ 法律 千代田区立麹町小学校 専　　任 全　　　科
平11 法　 ・ 法律 学校法人渋谷教育学園（渋谷教育学園幕張高等学校） 非 常 勤 社会・公民
平14 法　 ・ 法律 小学校（川崎市） 専　　任 全　　　科
平14 法　 ・ 法律 三田市立藍中学校 専　　任 社　　　会
平16 法　 ・ 法律 足立区立千住本町小学校 専　　任 全　　　科
平17 法　 ・ 法律 葛飾区立綾南小学校 専　　任 全　　　科
平16 経営 ・ 経営 専修大学付属高等学校 専　　任 情　　　報
平17 経営 ・ 経営 東京都立新宿山吹高等学校 非 常 勤 情　　　報
平17 経営 ・ 経営 東京都立新宿山吹高等学校 非 常 勤 情　　　報
平18 経営 ・ 経営 学校法人加計学園（岡山理科大学附属高等学校） 非 常 勤 情　　　報
平15 商　 ・ 商業 甲斐市立玉幡小学校 専　　任 全　　　科
平17 商　 ・ 商業 香川県立中部養護学校高等部 期 限 付 特殊（養護）
平17 商　 ・ 商業 YMCA高等学院 非 常 勤 商　　　業
平18 商　 ・ 商業 浦安市立美浜中学校 非 常 勤 社　　　会
平18 商　 ・ 商業 学校法人日本放送学園（NHK学園） 非 常 勤 商　　　業
平14 文　 ・ 英米文 川崎市立御幸中学校 専　　任 英　　　語
平14 文　 ・ 英米文 多摩市立東愛宕中学校 専　　任 英　　　語
平18 文　 ・ 英語英米文 学校法人秀明学園（秀明英光高等学校） 非 常 勤 英　　　語
平18 文　 ・ 英語英米文 渋谷区立中学校 非 常 勤 英　　　語
平18 文　 ・ 英語英米文 平田村立小平中学校 常　　勤 英　　　語
平14 文　 ・ 人文 四街道市立中央小学校 専　　任 全　　　科
平14 文　 ・ 人文 八王子市立山田小学校 専　　任 全　　　科
平17 文　 ・ 人文 学校法人日本橋女学館（日本橋女学館中学校・高等学校） 非 常 勤 社会・地理歴史
平17 文　 ・ 人文 学校法人誠恵学院（誠恵高等学校） 常　　勤 地 理 歴 史

平18 ﾈｯﾄﾜｰｸ情報・ﾈｯﾄﾜｰｸ情報
埼玉県立所沢西高等学校

非 常 勤 情　　　報
埼玉県立庄和高等学校

平15 院文 ・ 修士 渋谷区立常磐松小学校 専　　任 全　　　科
平16 院文 ・ 修士 東京都立町田養護学校 専　　任
平18 院文 ・ 修士 専修大学附属高等学校 非 常 勤 英　　　語
平18 経済・経済 大田区立糀谷中学校 常　　勤 社　　　会
平19 経済・経済 常総市立中学校 常　　勤 社　　　会
平19 経済・経済 学校法人昭和第一学園（昭和第一学園高等学校） 常　　勤 公　　　民
平19 経済・経済 学校法人国士舘（国士舘中学・高等学校　全日制） 非 常 勤 社　　　会
平 3 法・法律 さいたま市立安行小学校 専　　任 全　　　科
平11 法・法律 学校法人渋谷教育学園（渋谷教育学園幕張中学校・高等学校） 常　　勤 公　　　民
平16 法・法律 東京都立足立養護学校 専　　任 数　　　学
平17 法・法律 葛飾区立東水元小学校 専　　任 全　　　科
平18 法・法律 笛吹市立春日居中学校 専　　任 社　　　会
平19 法・法律 学校法人堀越学園（堀越高等学校） 非 常 勤 地歴（世界史）
平19 法・法律 学校法人箕面自由学園（箕面自由学園） 非 常 勤
平19 法・法律 栃木県教育委員会（高校社会） 非 常 勤
平17 経営・経営 横浜市立奈良小学校 専　　任 全　　　科
平19 経営・経営 学校法人青森山田学園（青森山田高等学校　 専　　任 商　　　業
平16 商・商業 鳩ヶ谷市立里中学校 常　　勤 社　　　会
平18 商・商業 川崎市立真福寺小学校 専　　任 全　　　科
平19 商・商業 伊勢原市立中沢中学校 臨時的任用 社　　　会
平19 商・商業 静岡県立磐田南高等学校 非 常 勤 商　　　業
平11 文・人文 神奈川県立三崎水産高等学校 非 常 勤 地　　　歴
平16 文・人文 千葉県教育委員会 専　　任 中・高社会
平16 文・人文 学校法人日本橋女学館（日本橋女学館中学高等学校） 非 常 勤 中 学 社 会
平16 文・人文 学校法人明星学園（浦和学院高等学校） 非 常 勤 地　　　歴
平16 文・人文 浜松市立泉小学校 常　　勤 全　　　科
平17 文・人文 広島県立西条農業高等学校 非 常 勤 地　　　歴
平19 文・人文 群馬県立前橋女子高等学校 非 常 勤 国　　　語
平16 文・国文 立川市立立川第七中学校 専　　任 国　　　語
平19 文・日本語日本文 大田原市立大田原小学校 非 常 勤 全　　　科
平19 文・日本語日本文 浜松市立入野中学校 非 常 勤 国　　　語
平19 文・日本語日本文 学校法人大乗淑徳学園（淑徳巣鴨中学高等学校） 常　　勤 国　　　語
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卒業年・学部・学科 就　　職　　先 職　名 教　科就職
年度

平19 文・日本語日本文 水戸市立見川中学校 非 常 勤 国　　　語

平19 文・日本語日本文 学校法人東京農業大学（東京農業大学第一高等学校）
（東京農業大学第一高等学校中学部） 非 常 勤 国　　　語

平17 文・英語英米文 学校法人日田佐藤学園（藤蔭高等学校） 専　　任 英　　　語
平19 文・英語英米文 学校法人大森学園（大森学園高等学校） 非 常 勤 英　　　語
平19 ﾈｯﾄﾜｰｸ情報・ﾈｯﾄﾜｰｸ情報 学校法人日通学園（流通経済大学付属柏高等学校） 非 常 勤 情　　　報

東京都立新宿山吹高等学校
平19 院経営・修士 東京都立大泉高等学校 非 常 勤 情　　　報

神奈川県立ひばりが丘高等学校
平16 院文・博士 相模原市立相模台小学校 非 常 勤 全　　　科
平19 院文・修士 学校法人東京家政学院（東京家政学院中学校・高等学校） 非 常 勤 英　　　語
平19 院文・修士 東京都立小川高等学校 非 常 勤 地　　　歴
平13 経済・経済 茨城県教育委員会（中学校） 専　　任 社　　　会
平13 経済・経済 川崎市教育委員会（中学校） 専　　任 社　　　会
平20 経済・経済 埼玉県立和光国際高等学校 期 限 付 情　　　報
平18 経済・国際経済 相模原市立大沢中学校 非 常 勤 社　　　会
平18 経済・国際経済 名古屋市教育委員会（小学校） 非 常 勤 全　　　科
平13 法・法律 足立区教育委員会（小学校） 専　　任 全　　　科
平18 法・法律 豊科町立豊科北中学校 非 常 勤 社　　　会
平19 法・法律 国分寺市立第７小学校 専　　任 全　　　科
平19 法・法律 東京都教育委員会（小学校） 期 限 付 全　　　科
平20 法・法律 富山県立富山商業高等学校 非 常 勤 公　　　民
平17 経営・経営 埼玉県立小鹿野高等学校 専　　任 情　　　報
平20 経営・経営 学校法人美作学園（岡山県作陽高等学校） 非 常 勤 情　　　報
平20 経営・経営 学校法人常総学院（常総学院高等学校） 常　　勤 情　　　報
平20 商・商業 倉敷市立真備陵南高等学校 常　　勤 情報・商業
平18 商・商業 学校法人日本橋女学館（日本橋女学館中学高等学校） 非 常 勤 公　　　民
平20 商・会計 学校法人鎌形学園（東京学館船橋高等学校） 非 常 勤 商　　　業
平10 文・人文 東京都教育委員会（中学・高校） 専　　任 社　　　会
平17 文・人文 専修大学附属高等学校 専　　任 地 理 歴 史
平18 文・人文 学校法人大妻学院（大妻女子大学附属中・高等学校） 専　　任 地 理 歴 史
平20 文・人文 市原市立八幡小学校 非 常 勤 小　学　校
平17 文・日本語日本文 守山市立小津小学校 専　　任 全　　　科
平20 文・日本語日本文 八戸市立下長中学校 常　　勤 中　学　校
平20 文・日本語日本文 広島市立中広中学校 非 常 勤 国　　　語
平18 文・英語英米文 東京都教育委員会（小学校） 専　　任 全　　　科
平18 文・英語英米文 新発田市立第一中学校 専　　任 英　　　語
平18 文・英語英米文 山武市立蓮沼中学校 専　　任 英　　　語
平18 文・英語英米文 東京都立練馬工業高等学校 専　　任 英　　　語
平20 文・英語英米文 豊橋市立東陽中学校 常　　勤 英　　　語
平20 文・英語英米文 神奈川県立白山高等学校 非 常 勤 英　　　語
平20 文・英語英米文 山武市立北小学校 非 常 勤 英　　　語
平20 ﾈｯﾄﾜｰｸ情報・ﾈｯﾄﾜｰｸ情報 学校法人明星学園（浦和学院高等学校） 常　　勤 情　　　報
平20 院経営・修士 学校法人帝京学園（帝京中学・高等学校） 非 常 勤 情　　　報
平20 院商・修士 学校法人藤嶺学園（藤沢翔陵高等学校） 専　　任 情報・商業
平18 院文・修士 専修大学附属高等学校 専　　任 英　　　語
平20 院文・修士 専修大学附属高等学校 非 常 勤 公　　　民
平20 院文・修士 学校法人東京女子学園（東京女子学園中学・高等学校） 常　　勤 国　　　語
平20 院文・修士 学校法人相模女子大学 相模女子大学中学部・高等部（高等部配属） 専　　任 国　　　語
平20 院文・修士 南足柄市立南足柄中学校 非 常 勤 特 別 支 援
平21 経済・経済 柏市立豊四季中学校 専　　任 社　　　会
平21 経済・経済 神奈川県厚木市立第二小学校 常　　勤 全　　　科
平18 経済・国際経済 名古屋市教育委員会（小学校） 専　　任 全　　　科
平21 経済・国際経済 日高市立高根小学校 専　　任 全　　　科
平13 法・法律 東京都教育委員会（中学校・高校） 専　　任 社　　　会
平21 法・法律 笛吹市立浅川中学校 非 常 勤 社　　　会
平21 商・会計 学校法人中央学院大学（中央学院大学中央高等学校） 非 常 勤 商　　　業
平18 文・英語英米文 東京都立上水高等学校 専　　任 英　　　語
平20 文・英語英米文 埼玉県教育委員会（中学校） 専　　任 英　　　語
平21 文・英語英米文 草加市立花栗中学校 期 限 付 英　　　語
平21 文・英語英米文 朝霞市立第一中学校 専　　任 英　　　語
平21 文・英語英米文 砺波市立庄川中学校 専　　任 英　　　語
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平 9 文・人文 神奈川県教育委員会（中学校） 専　　任 社　　　会
平16 文・人文 神奈川県教育委員会（中学校） 専　　任 社　　　会
平17 文・人文 神奈川県海老名市立柏ヶ谷中学校 専　　任 社　　　会
平19 文・人文 仙台市立田子中学校 常　　勤 社　　　会
平19 文・人文 横浜市立獅子ヶ谷小学校 専　　任 全　　　科
平20 文・人文 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 臨時的任用 地 理 歴 史
平21 文・人文 鳥取市立宮ノ下小学校 常　　勤 全　　　科
平21 文・人文 横浜市立嶮山小学校 専　　任 全　　　科
平18 文・日本語日本文 都立王子特別支援学校 専　　任 国　　　語
平21 文・日本語日本文 学校法人東京文理学院高等部 常　　勤 国　　　語
平21 文・日本語日本文 渋谷区立広尾中学校 専　　任 国　　　語
平21 文・日本語日本文 福島県立塙工業高等学校 月手当講師 国　　　語
平21 文・心理 川島町立小見野小学校、川島町立八ッ保小学校、川島町立三保谷小学校、川島町立出丸小学校 非 常 勤
平19 院文・修士 相模原市立大野南中学校 専　　任 英　　　語
平21 院文・修士 座間市立相模中学校 専　　任 英　　　語
平20 経営・経営 埼玉県立伊奈学園総合高等学校　和光高等学校 非 常 勤 情　　　報
平20 経営・経営 学校法人聖徳学園（聖徳学園中学・高等学校） 非 常 勤 数　　　学
平15 法・法律 栃木県小山市立間々田小学校 専　　任 全　　　科
平22 法・政治 学校法人中央学院　中央学院大学中央高等学校 非 常 勤
平20 経営・経営 埼玉県立伊奈学園総合高等学校 非 常 勤 数 学 情 報
平22 経営・経営 専修大学松戸高等学校 非 常 勤 情　　　報
平17 商・商業 神奈川県立相原高等学校 常　　勤 商　　　業
平22 商・マーケティング 横浜市立富士見中学校 非 常 勤 社　　　会
平22 商・会計 岐阜県立岐阜商業高等学校 常　　勤 商　　　業
平14 文・国文 学校法人明星学園 浦和学院高等学校 常　　勤 英　　　語
平22 文・日本語日本文 神奈川県立厚木北高等学校 常勤期限付 国　　　語
平22 文・日本語日本文 学校法人麹町学園　麹町学園女子中学・高等学校 常　　勤 国　　　語
平22 文・日本語日本文 専修大学玉名高等学校 常　　勤 国　　　語
平22 文・日本語日本文 学校法人明星学苑　明星中学高等学校 非 常 勤 国　　　語
平22 文・日本語日本文 学校法人翔英学園　米子北高等学校 非 常 勤 国　　　語
平22 文・日本語日本文 神奈川県立高等学校 常勤臨時的任用 国　　　語
平22 文・英語英米文 岐阜県立益田清風高等学校 常　　勤 英　　　語
平22 文・英語英米文 相模原市立二本松小学校 非 常 勤 全　　　科
平22 文・英語英米文 学校法人明徳学園　相洋中学校・相洋高等学校 非 常 勤 英　　　語
平22 文・英語英米文 横浜市立大曽根小学校 専　　任 全　　　科
平22 文・英語英米文 学校法人国本学園　国本女子高等学校 非 常 勤 英　　　語
平22 文・英語英米文 山梨県立都留高等学校 非 常 勤 英　　　語
平22 文・英語英米文 学校法人松韻学園　松栄高等学校 専　　任 英　　　語
平22 文・英語英米文 学校法人明星学園 浦和学院高等学校 常　　勤 英　　　語
平19 文・人文 白井市立南山中学校 専　　任 社　　　会
平21 文・人文 米子市立住吉小学校 専　　任 全　　　科
平22 文・人文 秋田県立横手清陵学院高等学校 常　　勤 地 理 歴 史
平22 ネットワーク情報・ネットワーク情報 埼玉県立三郷北高等学校 常勤期限付 数　　　学
平21 ネットワーク情報・ネットワーク情報 柏崎市立柏崎小学校 産休代理 全　　　科
平22 院文・修士 海老名市立大谷中学校 専　　任 英　　　語

平22 院経営・修士
学校法人北鎌倉女子学園
北鎌倉女子学園中学校・高等学校

非 常 勤 情　　　報

東京都立浅草高等学校、東京都立大崎高等学校

平22 院商・修士
東京都立八王子桑志高等学校、東京都立山吹高等学校

非 常 勤 商　　　業
東京都立葛飾ろう学校、東京都立篠崎高等学校
埼玉県立富士見高等学校

平22 院文・修士 学校法人川村学園　川村中学校・川村高等学校 期 限 付 国　　　語
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学芸員課程主な就職先一覧

宮城県栗原市役所

行田市郷土博物館

下妻市ふるさと博物館

さいたま市浦和くらしの博物館民家園

行方市玉造公民館（資料館）

野田市郷土博物館

東京都埋蔵文化財センター

すみだ郷土文化資料館

群馬県埋蔵文化財調査センター

町立湯河原美術館

高山市立郷土館

国際航業株式会社

鳥羽水族館

秋田県埋蔵文化財センター

埼玉県埋蔵文化財センター

栃木県埋蔵文化財センター

由利本荘市矢島郷土文化保存伝習施設

富岡市立美術博物館　福沢一郎記念美術館

（東京）電力館

ＭＯＡ美術館

九州国立博物館

高松市歴史資料館

臼杵市教育委員会

勤　務　先

勤　務　先

千葉県明徳短期大学図書館

市川市東国分中学校

瀬高町立図書館準備室（福岡県）

東京大学法学部図書館

日外アソシエ―ツ（株）

見附市立図書館（新潟県）

（株）有隣堂

女子栄養大学図書館

下妻市立図書館準備室

東京医科大学図書館

杉並区中央図書館

葛飾区立四ツ木地区図書館（東京都）

種村立図書館（茨城県）

専修大学図書館

八街市立図書館（千葉県）

藤沢市立中央図書館

鵞湖書房

日本原子力研究所研究情報部情報メディアライブラリー

長岡市立中央図書館（新潟県）

（株）雄松堂書店

青山学院女子短期大学図書館

国士舘大学鶴川図書館

実践女子大学図書館

学校法人橘学苑（橘学苑中学校・高等学校）

相模原市立相模大野図書館（神奈川県）

神奈川県立川崎高等学校

東京福祉商経専門学校図書室

横須賀市立中央図書館

三省堂書店

神奈川県立図書館

江東区立亀戸図書館

横浜総合リハビリテーションセンター図書館

典昭堂

逓信総合博物館

（財）山武郡市文化財センター

（株）乃村工藝社

調布市郷土博物館

日本民藝館

東京国際美術館

町田市フォトサロン

栃木県立博物館

山梨県立考古博物館

福井県立歴史博物館

新発田市教育委員会

入間市郷土博物館

静岡市立登呂博物館

松戸市立博物館

箱根美術館

大牟田市三池カルタ・歴史資料館

東京都教育委員会

青森県教育委員会

高知県教育委員会

愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター

八街市郷土資料館

鳥取県教育委員会
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平成22年度　資格課程年間行事表

月 

教 　 職 　 課 　 程  司　書　課　程  司書教諭課程  学　芸　員　課　程 

行　　　　　事 行　　　事 行　　　事 行　　　　事 

教職・司書・司書教諭・学芸員課程履修ガイダンスおよび各種納金（全学年） 

履　修　科　目　登　録　お　よ　び　履　修　修　正（全学年） 

夏　　　　　期　　　　　休　　　　　暇 

後 期 試 験（全　学　年） 

後期追試験（全　学　年） 

介護等の体験事前オリエンテーション 

図書館実習 4

博物館実習（館務実習） 
（７月～９月） 

3・4

3 4

3

上　旬 

前　期　試　験　（全　学　年） 

前  期  追  試  験　（全　学　年） 

夏期休暇（8月上旬～9月上旬）  

中　旬 

司書教諭修了証書 
申請ガイダンス（３年次 
までに司書教諭の単位 
をすべて修得した者） 

教育実習登録ガイダンス 

教育実習内諾書の提出 

上　旬 

上　旬 

上　旬 

3実習希望校との内諾交渉 

2・3博物館実習登録ガイダンス 
（第１回） 

実習希望博物館との内諾交渉 2・3

博物館実習登録ガイダンス 
（第２回） 2・31～4教育学会 

２２日 

中　旬 

介護等の体験開始 
（5月下旬～3月中旬） 

3・4博物館見学実習 

4教員免許状授与申請 

書確認ガイダンス 

1～4
司書課程就職 
（進路）相談会 

1～4教職公開講座 

4 4 教員免許状一括申請ガ 
イダンス 

上　旬 

下　旬 

中　旬 

3・4

3・4

介護等の体験事前講習会 

教育実習 
（5月～10月） 
 

下　旬 

下　旬 

下　旬 

中　旬 

下　旬 

対 象  

年 次  

対 象  

年 次  

対 象  

年 次  

対 象  

年 次  

学芸員資格取得証明書交 
付申請手続き 

4

博物館実習承諾書の提出 2・3

司書教諭修了証書 

申請ガイダンス 

（４年次で司書教 

諭の科目を履修し 

た者） 

4

学芸員資格取得証明書の交付 4教員免許状の交付 4

課程 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

4

3・4

教育実習事前ガイダンス 

博物館実習事前ガイダンス 

博物館実習事前 
ガイダンス 

上　旬 

下　旬 

下　旬 
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１．開 催 日 平成22年10月２日（土）

２．時　　間 13:30～17:10（17:30-19:00反省･情報交換会）

３．場　　所 生田校舎　８号館（反省・情報交換会会場：キャビン（９号館５階））

４．参加者数 114名

５．内容

（1）現職教員（専大OB）からの提言

（教員採用試験の内容・合格までの勉強方法および現職教員としての現在）

平成22年度 教職公開講座開催結果

講　　師 小　林　幹　夫　先生 東京都多摩教育事務所指導課長

時　　間 内　　　　　容 場　　所

13：30～13：40 挨　拶
（10分） 教職課程協議会委員長　経営学　教授　内田　欽三 814教室

現職教員からの提言①
国　　語　　井上　亜衣子　先生 821教室

13：50～14：30 822教室
（40分） 823教室

社　　会　　

商　　業　　林　　潔明　先生
小 学 校　　佐藤　龍一　先生 824教室

現職教員からの提言②
英　　語　　横瀬　喬哉　先生 821教室

14：40～15：20 地理歴史　　小泉　実穂　先生 822教室
（40分） 情　　報　　栗原　香菜子　先生 823教室

小 学 校　　岡部　麻衣子　先生 824教室
現職教員とのディスカッション

821教室
15：30～16：00 822教室

（30分） 823教室
824教室

英　　語　　横瀬　喬哉　先生
社　　会　　              　                地理歴史　小泉　実穂　先生
商　　業　　林　　潔明　先生 ・情　　報　栗原　香菜子　先生
小 学 校　　岡部　麻衣子　先生 ・佐藤　龍一　先生
国　　語　　井上　亜衣子　先生 812教室

16：10～17：10 採用者側からの助言　　小林　幹夫　先生 814教室

17：30～19：00 終了後、反省・情報交換会
キャビン

（9号館5階）

講　　　　　　　師
勤　　務　　先 科　　目

（卒業年･学部･学科）
井上　亜衣子　先生
（平成20年3月文学研究科日本語日本文学専攻修了）

専修大学附属高等学校 国　　　語

横瀬　喬哉　先生
（平成17年3月文学部英語英米文学科卒業）

東京都立世田谷泉高等学校 英　　　語

（平成18年3月商学部商業学科卒業）
中学校 社　　　会

小泉　実穂　先生
（平成21年3月文学部人文学科環境地理学専攻卒業）

東京農業大学第三高等学校 地 理 歴 史

林　　潔明　先生
（平成17年3月商学部商業学科卒業）

神奈川県立相原高等学校 商　　　業

栗原　香菜子　先生
（平成18年3月ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科卒業）

埼玉県立所沢西高等学校 情　　　報

岡部　麻衣子　先生
（平成20年3月法学部法律学科卒業）

江戸川区立小岩小学校 小　学　校

佐藤　龍一　先生
（平成22年3月文学部英語英米文学科卒業）

横浜市立大曽根小学校

（2）採用者側からの助言

（教職員の望ましいあり方および現在の教育課程について）

（3）タイムテーブル
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１．日　　時：平成22年12月11日（土）

２．時　　間：15：00～16：30

３．場　　所：神田校舎　　205教室（１号館２階）

４．ゲ ス ト：小林　達矢さん（大新東ヒューマンサービス株式会社　営業企・支援部　/ 本学卒業生）

５．参加者数：23名

６．内　　容：地方自治体の様々な事業を受託している「大新東ヒューマンサービス」の正社員として、公共図書館

業務を担当している小林氏から、ご自身の就職活動の経緯、及び、これまでに従事された業務の具体

的な内容についてお話を伺った。参加した学生からは「図書館の現場では、どういう人材が求められ

ているのか」「図書館関連の求人情報はどのように探すのか」等の質問が出され、担当教員の解説等を

交えつつ、和やかに懇談が行われた。

平成22年度　司書課程就職（進路）相談会開催結果
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平成22年度　資格課程教員紹介
《教職》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経済学部 教　　授 矢吹　芳洋 公民科教育論

経済学部 講　　師 角田真紀子 発達・学習心理学

法学部 教　　授 広瀬　裕子 教育行政学

法学部 准 教 授 鈴木　秀光 法律学

法学部 准 教 授 森田　司郎 道徳教育論

経営学部 教　　授 嶺井　正也 教育行政学

商学部 教　　授 蔭山　雅博 地理歴史科教育論

商学部 教　　授 中野　育男 商業科教育論

文学部 教　　授 青山　高義 自然地理学概論ｂ

文学部 教　　授 新井　勝紘 日本史ａ・ｂ

文学部 教　　授 上原　秀明 地誌学

文学部 教　　授 大庭　　健 倫理学ａ・ｂ

文学部 教　　授 上村　妙子 教育実習

文学部 教　　授 鐘ケ江晴彦 教育社会学

文学部 教　　授 小峰　直史 特別活動論

文学部 教　　授 高橋　龍夫 国語科教育論Ⅰ

文学部 教　　授 田邉　祐司 英語科教育論Ⅱ

文学部 教　　授 仲川　恭司 書道科教育論

文学部 教　　授 貫　　成人 哲学ａ・ｂ

文学部 教　　授 廣瀬　玲子 中国文学講義ａ・ｂ

文学部 教　　授 松尾　容孝 人文地理学概論ａ

文学部 教　　授 江崎　雄治 人文地理学概論ｂ

文学部 准 教 授 片桐　一彦 英語科教育論Ⅰ

文学部 准 教 授 苅谷　愛彦 地理学ａ・ｂ

ネットワーク
情報学部 教　　授 砂原　由和 教育方法論

ネットワーク
情報学部 講　　師 望月　俊男 情報科教育論

経済学部 兼任講師 斉藤　利彦 社会科教育論Ⅰ

経済学部 兼任講師 菅澤　康雄 社会科教育論Ⅰ

法学部 兼任講師 荒井　明夫 社会科教育論Ⅰ

法学部 兼任講師 飯塚　順子 教育方法論

法学部 兼任講師 日高　　慎 日本史ａ・ｂ

法学部 兼任講師 宮崎　孝治 教育原論

法学部 兼任講師 森　美保子 スクールカウンセリング

法学部 兼任講師 奥田　喜道 法律学

経営学部 兼任講師 大和田雄一 教育原論

商学部 兼任講師 泉　　貴久 地理学ａ・ｂ

商学部 兼任講師 市川　　功 倫理学

商学部 兼任講師 岩田　公夫 教職入門

商学部 兼任講師 神山　安弘 総合演習

商学部 兼任講師 遠山　孝七 商業科教育論

商学部 兼任講師 前川　明彦 人文地理学概論ａ・ｂ

商学部 兼任講師 三浦　朋子 社会科教育論Ⅰ・Ⅱ

商学部 兼任講師 谷　　秀雄 倫理学ａ・ｂ

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

文学部 兼任講師 石井　輝義 日本史ａ・ｂ

文学部 兼任講師 大熊　　徹 教育実習

文学部 兼任講師 岡　秀一 地誌学

文学部 兼任講師 小野寺利行 外国史

文学部 兼任講師 角田　清美 地誌学

文学部 兼任講師 小林　克則 外国史

文学部 兼任講師 田口　博子 宗教学

文学部 兼任講師 山下　　直 国語科教育論Ⅰ

文学部 兼任講師 山添　　謙 地理学ａ・ｂ

文学部 兼任講師 服部あさこ 教育社会学

文学部 兼任講師 滝澤　　武 英語科教育論Ⅰ

文学部 兼任講師 村松　弘一 外国史

ネットワーク
情報学部 兼任講師 高橋　聡 数学科教育論Ⅰ・Ⅱ

ネットワーク
情報学部 兼任講師 御園　真史 総合演習

ネットワーク
情報学部 兼任講師 飯塚　久男 教育方法論

ネットワーク
情報学部 兼任講師 伊東　洋一 情報と職業

《司書・司書教諭》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

文学部 教　　授 荻原　幸子 図書館概論

文学部 准 教 授 野口　武悟 学校経営と学校図書館

経済学部 兼任講師 御園生　純 生涯学習概論

法学部 兼任講師 斎藤憲一郎 情報メディアの活用

法学部 兼任講師 田中　　功 情報検索演習

法学部 兼任講師 水上　和則 情報機器論

経営学部 兼任講師 中山美由紀 学習指導と学校図書館

経営学部 兼任講師 渡辺　暢惠 学習指導と学校図書館

文学部 兼任講師 松本　直樹 図書館サービス論

文学部 兼任講師 汐崎　順子 児童サービス論

文学部 兼任講師 須賀　千絵 図書館経営論

文学部 兼任講師 中島　玲子 情報サービス概説

文学部 兼任講師 長谷川昭子 図書館サービス論

文学部 兼任講師 長谷川幸男 児童サービス論

《学芸員》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 教　　授 内田　欽三 博物館学

文学部 講　　師 高島　裕之 博物館実習
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